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地上 • BS •110 度 CS デジタル八イビジョン 

液晶テレビ 


取扱説明書 


準備ずる 


テレビを見る 


録画•再生をずる 


設定•調整をずる 


他機器を接続•操作する 


困ったとさは 


その他 



BRAVIA 


KDL-40EX52H / 32EX42H / 22EX42H 



A 警告 I まをのために 


テレビは正しく使用すれば、事故び起さないよラに、安全には充分配慮して設 
計されています。しかし、内部には電圧の高い部分びあるので、間違った使い 
かたをすると、火災などによ0死 t など人身事故になることびあり、盾;険です。 
事故を防ぐために次の事を必ずお守りください。 



まをのためのミ主意事項を守る 


この冊モのま意事項をよ < お読みください。 


定期的に点巧する 


お買い上げ時とその後1年に1度は「長年ご使用のテレビの点検を！」に従って 
点検してください。 

1年に1度は内部の掃除を、5年に1度は点検をお買い上げ店またはソニーご相 
談窓□にご依頼ください。（有料） 

内部にほこ0びたまったまま長い間掃除をしないと、火災や故障の原因となる 
ことびあ0ます。湿気の多くなる梅雨期の前に掃除を巧ラと、より効果的です。 
また、本機の通風孔付近にほこりび付着するときびありますび、付着びひどし、 
場合、故障の原因となることびあります。掃除機などで1か月に1度、ほこり 
を暇い取ることをおすすめします。 


が障した6ほわない 


すぐにお買い上げ店、またはソニーごホ目談窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常び起をた6 


•煙が出たり、こげくさいにおい 
げしたら 

• テレビを見ているときや、スタ 
ンイ ：! 犬, 態（画面び消‘えていて、本体 
ののランプびホ色に点口中） のときに、 
テレビ内部か5異常な音びした 
ら 

• 内部に水などび入った5 
• 内部に異物び入った5 
• テレビを落としたり、キャビ 
ネットを破損したりしたときは 



〇電源を切る 
〇電源プラグを 
コンセントから 
巧< 

ゆお買い上げ店 
または ソニー ご 
柏談窓口に修理 
を依頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、なのよ 
ラな表おをしていまず。表示の内容 
をよく a おしてか6本文をお読みく 
ださし)。 


齡危阁 

この表示の注意事項を守らないと、 
火災•感電•破裂などにより死 t や大 
けびなどの人身事故び生じまず。 


A 警告 

この表おの注意事項を守らないと、 
火が•感電などにより死 t や大けび 
などの人身ま故につなびることびあ 
D ます。 


齡注意 1 

この表示の注意事項を守らないと、 
感電やその他の事故によりけびをし 
たり周辺の物品に損害を与えたりす 
ることびありまず。 


を意をほす記号 


A 

A 

A 

火災 

感電 

注意 

巧為を禁止ずる記号 


0 

禁止 

分解禁止 

めれ手禁止 


0 ® 

風呂•シャワー室 接触禁止 

での使用禁止 


巧為を指示ずる記号 

C 

つラグをつン 
セントから巧く 
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A 危肉屋 A 

- ■ 乂災 感電 


下記のま意を守らないと乂災•感電•破裂により 
死 t や大けがなどの人身事故び生じまず。 


堅に取り付ける場合は、必ず専用の壁掛けユニットを使用し、専門の業ちに取り付けても5う。 
また、設置の時は設置関係ちむが近づかない 

専門業ちな外の人び取り付けたり、壁への取り付けび不適切だと、本機び落下するなどして、打撲や骨折など大けびの原因となることび 
あ0まず。 


次のことを守って、スタンドや壁掛けユニットに本機を設置ずる 


誤った取り付け方法で設置すると、本機び落下し、大けがをすることびあります。 

• 壁掛けユニットの取扱説明書の取り付け方法を必ず守る。 

• 転倒防止の処置を必ず行ラ。転倒防止の処置をしないと、本機び倒れてけびの原因 
となることびあります。スタンドや床、壁などとの間に、適切な較倒防止の処置を行っ 
て < ださい。 

• 壁掛けユニットの取り付けに際しては、壁掛けユニットに同個されている専用固定 
ネジをご使用ください。専用固定ネジは、取付金具の取り付け面からの長さび、8 
〜 12 mm に設定されています(壁掛けユニットによってネジ径やネジの長さは異な 
ります)。専用固定ネジし^がのネジを使用すると、落下や本機内部の破損の原因にな 
ります。 


8〜 12 mm 



壁掛けユニット専用固定ネジ 
専用壁掛けユニット 
本機後面のユニット取り付け部 


本機を医療機関に設置しない 

医療機器の誤動作の原因となることびあります。 



A 警告 I 逸 ^ A 

- ■ 乂災 感電 


下記の注意を守らなし化乂災•感菌こより死こや 
大けがの原因となりまず。 


周囲 I し間隔を空ける 

周囲に間隔を空けないで設置すると、通風孔びふさびり熱び内部にこをり、火災や故障の原因となります。 
本機を壁に近づけすざると、壁などにほこりび付着し、黒くなることびあります。 

風通しをよ<するために、壁から距離を離して置いてください。 


壁に取り付けるとき 



これしソ上の間隔を空ける。 


スタンドを使用ずるとを 

これ iU 上の間隔を空ける。 
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通風孔をふさびない 

通風孔をふさぐと内部に熱びこをり、火 
災の原因となることびあります。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない。 

• 棚や押入の中に置かない。 

• ホットカーペットの上に置かない。 

• 巧をかけない。 



電源(コード、プラグ) 


コンセントや配線器具の定格 
を超える使いかたや、交流 
1 00 V (50/60 Hz ) W 外では使 
用しない 

たこ足配線などで、定格を超えると、発 
熱により、火災の原因となりまず。 

海がなどで、異なる電源電圧で使巧する 
と、火がや感電の原因となります。 



ゆるいコンセントに接続しな 
い 

電源プラグは、根元までしっかりと差し 
込んでください。根元まで差し込んでち 
ゆるみびあるコンセントにはつなびない 
で<ださい。発熱して火災の原因となる 
ことびあります。電気工き店にコンセン 
卜の交換をご依頼ください。 


0 

禁止 



電源プラグをつなぐのは、他 
機器との接続び終わってか5 

コンセントに差したまま他機器と接続し 
たりずると、感電の原因になることがあ 
0ます。 

他機器との接続び終わった棲に、電源プ 
ラグを壁のコンセントに差してください。 


電源コードを巧<とさはまず 
壁側コンセントか5巧く 

壁側コンセントから抜かないと感電するこ 
とびありまず。抜<とさは必ずコードでな 
<プラグを持って掠いてください。 


電源プラグは定期的にお手入 雷び鳴りだした5、アンテナ 

れを 線や電源プラグに軸れない 


電源プラグとコンセントの間に、コ‘ミや 
ほこりびたまって湿気を吸ラと、絶縁な 
下を起こして、火災の原因となりまず。 
定期的に電源プラグをコンセントから掠 
を、二 fs やほこりを取って<ださい。 


巧れ 



お手入れの際、電源プラグを 
巧< 

電源プラグを差し込んだままお手入れを 
すると、感電の原因となることびありま 
す。 


€ 

つラグをコン 
セントから巧く 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火がや感電の 
原因となります。 

万一電源コードび傷んだ場合は、お買い 
上げ店またはソニーご相談窓□に交換を 
ご依頼 < ださい。 



感電の原因となります。 



巧用 


本機にぶ5さび5ない 

本機び壁からはずれたり、倒れたりして、 
本機の下敷をになり、大けびの原因とな 
ることびあ0ます。 


0 

禁止 



内部に水や異物を入れない 

本機の上に熱器具、花瓶など 
液体び入つたものや□ーソク 
を置かない 

内部に水や異物び入ると火災の原因とな 
りまず。万一、水や異物び入った場合は、 
すぐに本体の電源スイッチを切り、電源 
プラグをコンセントから抜いて、お買い 
上げ店またはソニーご相談窓□にご依頼 
<ださい。 


0 

禁止 



めれた手で電源プラグにさわ 
5ない 

めれた手で電源プラグの掠を差しをする 
と、感電の原因となることびあります。 



電源コードを引っ張5ない 

電源プラグを振くときは、電源コードを 
引っ張らないで<ださい。コードに傷び 
付を、火災や感電の原因となることびあ 
ります。必ずプラグを持って损いてくだ 
さし、。 


0 

禁止 



分解や改造をしない 

内部には電圧の高い部分びあり、裏ぶた 
を開けたり改造したりすると、火災や感 
電の原因となります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店または 
ソニーご相談窓□にご依頼ください。 

巧瓶禁止 



4 































を動、設置 


正しい方法で運搬/移動ずる 

誤つた方法で運搬したり移動したりする 
と、本機び落下し、打撲や骨折をしたり、 
大けびをすることびあります。 

本機を持ち運ぶ際には、取扱説明書をご 
参照の上、正しい方法で行って < ださい。 


使用•設置場所について 

電源コンセントに容易に手び届く場所に 
置を、何か異常び起こったとさは、すぐ 
に電源プラグを抜くよラにしてくださ 
い。暗すぎる部屋は目を疲れさせるので 
よくありません。適度の明るさの中でご 
覧ください。また、連続して長い時間、 
画面を見ていることを目を疲れさせます。 


不安定な場所に置かない 

本機の底面よりち、広<て水平で丈夫な 
場所に置いてください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに 
置くと、本機び落ちたり倒れたりしてけ 
びの原因となります。 

平らで充分に強度びあり、落下しない所 
に置いてください。 

0 

禁止 



水のある場巧に置かない 

水び入ったり、姑れたり、風呂場で使ラ 
と、火災や感電の原因となります。雨天 
や降雪中の窓際でのご使巧には特にごま 
意 < ださい。 



湿気やほこり、油煙、湯気の 
をい場所や、虫の入りやずい 
場所、直射日光び当たる場 
巧、熱器具の近くに置かない 

火ぶや感電の原因となることびあります。 
銭湯や温泉の脱衣所などに設置ずると、 
温泉に含まれる硫黄などにより、硫化し 
たり、高い湿度で本機び故障したりする 
ことびありまず。 

0 

禁止 



乗物の中や船邮の中などで使 
用しない 

移動中の振動により、本機び転倒したり 
落下したりして、けびの原因となること 
びあ0まず。 

塩水をかぶると、発火や故障の原因とな 
ることびあ0ます。 



屋外や窓際で使用しない 

雨水などにさらされ、火災や感電の原因 
となることびあります。また、直射日光 
を受けると、本機び熱を持ち、故障する 
ことびお0ます。 

海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる 
場所などでは、砂びかからないよラにし 
て < ださい。故障の原因になるばかりか、 
修理でをな < なることびありまず。 



本機の表面び割れたとさは、 
電源プラグをコンセントか5 
巧くまで本機に軸れない 

電源プラグをコンセントから抜かずに本 
機に軸れると、感電の原因となることび 
あります。 


接細禁止 


目や□に液晶を入れない/ガ 
ラスの破片に細れない 

液晶パネルび破損すると、破損した部分 
から液晶(液状）び漏れたり、ガラスの破 
片び龍び散ることびあります。この液晶 
やガラスの破片に素手で軸れたり、□に 
入れたりしないで<ださい。ガラスの破 
片に軸れるとけびをするおそれびありま 
す。 

また、漏れた液晶に素手で軸れると中毒 
やかぶれの原因となります。においを嗅 
ぐことちやめてください。誤って、目や 
□に入ったときは、すぐに水で洗い流し、 
医師にご相談ください。 

接触禁止 
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A ミ主意 


下記の注意を守らないとけがをしたり周辺の家財に損善を与えたり 
することびあります。 


旅行などで長期間、ご使巧に 
な5ないとさは、電源プラグ 
を抜く 

本機を長時間使用しないとをは、安全の 
ため、必ず電源プラグを掠いてください。 
本機は電源スイッチを切っただけでは、 
完全に電源からは切り離されておらず、 
常に微弱な電琉び流れています。 

完全に電源から切り離ずためには電源プ 
ラグをコンセントからおく必要びありま 
す。 

コンセントは製品の設置場所に一番近 
く、揽を差しびしやすい場所を選んでく 
ださい。 


€ 

つラグをコン 
セントから巧く 


人び通行ずるよラな場所に置 
かない 

コード類は正しく配置する 

電源コードや信号ケーブルは、足に引っ 
かけると製品の落下や転倒などによりけ 
びの原因となることびあります。 

人び踏んだり、引っかけたりするよラな 
恐れのある場所を避け、充分注意して接 
続•配置してください。 



液晶画面の表面に物をぶつけ 
ない 

ガラスび割れ、兼び散ったガラスにより、 
けびの原因となります。 



音量について 

周辺の人の迷惑とならないよラ適度の音 
量でお楽しみください。特に、夜間での 
音量はルさい音でを通りやすいので、窓 
を閉めたりへッドホンを使用したりし 
て、隣近所への配慮を充分にし、生活環 
境を守りましよラ。 

へッドホンをご使用のとをは、耳をあま 
り刺激しないよラ、適度な音量でお楽し 
み<ださい。耳を刺激するよラな大去な 
音で長時間つづけて聞くと、聴力に悪い 
影響を与える ことび あります。耳鳴りび 
するよラな場合は、音量を下げるか、使 
巧を中止してください。 

また、ヘッドホンをつけたまま目民つてし 
まラと危険です。呼びかけられて返事び 
でさるくらいの音量で聞きましよラ。 



アンテナの工事は電気店に依 
頼ずる 

アンテナエ事には技術と経験び必要です 
ので、必ず電気店にご依頼ください。 
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付属品を確かめる 本機の持ち運びかた 


付属品一覧 


正しいち法で運搬/移動する 


• B - CAS 力ード(デジタ 
ル放送用にカード ）（] 
枚） 

台紙に貼り付けてあ 

0 ます。 






B-CAS 


111 

lip 

力ード 



• U モコン （1 個） 

. 単 4 お乾電池 (2 個） 


. スタンド （1 個）*' 


喪 

• スタンド組み立て用 
ネジ (+PSW M5X 
16 mm) (2 本)* 2 、 
(+PSW M4X 
12 mm )(2 本)* 3 


. 本体固定用ネジ 
(+PSWM5X 
化 mm ) (3 本)* 2、 
(+PSW M4X 
伽 m)(2 本)り 


• 転倒防止用ベルト （1 
本） 

• 取付用ネジ （+PSW 
M4X 10 mm )(1 本） 

• 木ネジ ( M 3.8 X 
20 mm )(1 本） 

取付巧ネジ 木ネジ 


• ワイヤークラン バー 
り本）*4 



W スタンドは組み立てる必要びあ0ます。詳しくは、別 
紙のかんたん設置ガイドをご覧ください。 

巧 KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H のみ付属。 

" KDL -22 EX 42 H のみが属。 

M 本機後面に付いています。 


誤った方法で運搬したり移動したりすると、本 
機び落下し、打撲や骨折をしたり、大けびをず 
ることびあります。 

大型テレビは重いので、開捆や持ち運びは必ず2 
人 m 上で行ってください。 

テレビの底面を持つとさは、イラストのように 
しっかりと持ってください。 

運ぶとさには、衝撃をちえないよラにしてくだ 
さい。落下や破損などにより、大けびの原因と 
なります。 

特に、液晶画面を巧さえたり、強い力び加わる 
よラな持ちかたをしないでください。 

本機を運ぶとさは、本機に接続されている電源 
プラグやケーブルなどをすべてはずしてくださ 
い。電源プラグを差し込んだまま移動させると、 
電源コードび傷つを、义災や感電の原因となる 
ことびありまず。 

修理や引越しなどで本機を運ぶ場合は、お買い 
上げ時に本機び入っていた箱と、クッション材 
を使ってください。 


處 

つラグをコン 
セントか6抜く 



本書では特に記載びない限り、 KDL -32 EX 42 H のイラスト 
を使用していまず。 



































































スタンドを取り付ける 


取り付ける前に、付属のネジに合ったドライバー 
をご用意ください。 

1スタンドに転倒防止用ベルトを取り付ける。 

転倒防止用べルト(付属)をスタンドに取付 
用ネジ(付属)でしつかりと留めてください。 

KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 



KDL -22 EX 42 H 



2スタンドを組み立てる。 


スタンド組み立て用ネジ(付属)でしっかり 
留めて < ださい。 

KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 



3本体をスタンド(付属）に載せる。 

KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H の場合は、必ず2 
人上で行ってください。 

片方の手で底面を持ち、ちラ片方の手で本 
体上部を支えてください。 

KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 



KDL -22 EX 42 H 


本体後面 



4全の位置で本体固定用ネジ(付属)を締め、 
スタンドを固定ずる。 

電動ドライパーを使ラ場合、締め付けトル 
クは約1 .5 N . m り5 kgf . cm } に設定してくだ 
さい。 

KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 

-本体後面 



、输嘴本固就ネジ 


KDL -22 EX 42 H 



本体後面 


本体固定用ネジ 


^準備ずる 


10 












































輯倒防止の処置を 
する 


スタンドを取りはずず 

本機を別売の壁掛けユニットやフ□アスタンド 
などと使ラとさは、付属のスタンドを取りはず 
して < ださい。 

KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 



スタンドに取り付けた転倒防止用べルト咐鼠 
を (が10 ページ)、テレビ台などに木ネジ(付属) 
などでしっかりと留めてください。 


KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 



本機後面 


KDL -22 EX 42 H 



ごミ主意 


• 取りはずしたスタンドのネジは、壁掛けユニットやフ 
□アスタンドなどの取り付けに使用しないでください。 
• 取りはずしたスタンドおよびネジは、大切に保管して 
ください。スタンドに戻す場をに必要です。スタンド 
を個別に購入することはでをません。 



ごミ主意 


•転倒防止の処置をしないと、本機び転倒し、けびの原 
因となることびあ0ます。 

• テレビ台の種類により、付属の木ネジび使用でさなし、 
とをや、強度び充分とれないとさには、お買い上げち 
や工事店にご相談のラえ、市販のネジ(直径3〜 4 mm ) 
をご使用ください。 
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B - CAS 力ードを 
入れる 


見やすい角度に調節 
する 


B - CAS 力ード(デジタル放送用に力ード)はお客 
様と、地上デジタル、 BS デジタル、110度〔5デ 
ジタルの放送局をつなぐカードです。 

必ず B - CAS カードを挿入してください。 

:欠の手順は、電源を切った状態で行ってください。 

1 同封の r ビーキャス （ B - CAS ) 力ード使用許 
諾契約約款」の内容を読み、了解されたラ 
えで、台紙か 5 B - CAS 力ードをはびず。 

B - CAS カードを貼ってある台紙の内容にご 
不明な点びあるとさは、 B - CAS カスタマー 
センター(電話ま号0570 -000-250) へお問い 
合わせください。 


はびす。 




で 


|1 


2 B - CAS 力ードを奥までしっかり挿入ずる。 



2004年4月から、番組の著作権保護のために B - CAS 力一 
ドを利用しています。 

B - CAS カードを挿入しないと、すべてのデジタル放送を 
視聴でさなくな0ます。 


本体とスタンドの間に手や指をはさまないように動か 
してください。また、壁などにぶつか5ないようにし 
て < ださい。 

液晶画面には触れないでくださし、。 

スタンドの角びテレビ台などか5はみ出さないよラに 
スタンドの位置を調節してください。はみ出すと落下 
やけびのおそれびあ0ます。 

スタンド部分びずれたり、浮いたりしないよラに手で 
支えなび5調節して < ださし、。 


画面の向きを調節ずる（スイーべ 
ル） ( KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 
のみ） 

上か5見た図 


15。] 


が。 


前面 


画面の角度を調節ずる（チルト） 


KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 


6。 


0°か 56 M こ変更するには 




M 準備ずる 
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アンテナをつなぐ 


録画機器の接続は、つなぐ機器の取扱説明書をご覧ください。 


地上波と衛星放送の信号び混合の場合 



( VHF / UHF / BS /110度 CS 湿含） 

地上波と衛星放送の信号が個別の場合 



Q VHF / UHF 用同軸アンテナケーブ 
ル(別売り、 EAC - DS 1555(2011 
年1月現在)など） 



0衛星用同軸ケーブル 
(別売り） 




プラスチック製 F 接栓型 


0 ] 10度 CS デジタルに対応した CS / BS / 地上 
波放送対応分波器(別売り、 EAC - DSSM 2 
(2011 年1月現在)など） 




全端子電流通過型の CS / BS / 地上波放送対応 
分配器(別売り、 EAC - DSm 2(2 日11年]月 
現在)など)をご使用でをます。 


ごミ主意 


曲びると金属部分に触れ、ショートの原因となります。 



• 現在お使いの UHF アンテナやアンテナケーブルでち地 
上デジタルを受信でをます。詳しくは、お買い上げ店 
にお問い合わせください。 


• ケープルテレビでわ地上デジタルを受信•視聴でさます。 
お住まいの地域のケーブルテレビで地上デジタルび放 
送開始されているかは、ケーブルテレビ放送舎社にお 
問い合わせください。ケーブルテレビ放送舎社によつ 
て送信ち式び異な0ますび、本機はパススルーち式の 
すべての周波数に対応しています。 

•衛星アンテナをつなぐと、高画質•高音質で、各種テレ 
ビ放送•データ放送などび楽しめます。 

• BS デジタルの有料放送や110度 CS デジタルは受信契約 
び別逮必要です。 
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ケーブルをまとめる 


電源コードをつなぐ 


ワイヤークランパーを使ってケーブルをまとめ 
ます。 


ごを意 


電源コードはまとめないでくださし、。 


KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 
〇ワイヤー クラン バーを ほどく。 
〇テレビからいったんはずず。 
0位置を替えて巧び取り付ける。 
©ケーブルをまとめる。 





コンセントの奥までしっかり差し込んでください。 


ソフトウェアのダウン□ー ドに 
ついて 

本機を最新の状態に保つために、デジタル放送 
か S 最新情報をダウン□ードして、ソフトウェ 
アを書を換えます。電源コードを抜いていたり、 
本体の電源スイッチで主電源を切ったりしてい 
ると、ダウン□ー ドは行われません。 

ソフトウェアの書き換え中は、本機前面の図0 
ランプびオレンジ色に点滅します。電源コード 
を巧かないでください。ソフトウェアの書さ換 
えび途中で終了し、誤動作を起こす場合びあり 
ます。 


KDL -22 EX 42 H 

〇ワイヤークラン バーを ほどく。 
〇 ケーブルをまとめる。 
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リモコンを準備する 


リモ]ンに電池を入れる。 

裏面 



つまみを押しなび5、 ©極側から電池を 

ふたを上げる。 入れる。 


I かんたん初期設定を 

I する 

地上 -BS - 110度 CS デジタルの受信設定は、「か 
んたん初期設定」で一度にでさます。 

1電源を入れる。 



電源スイッチ 
を1回押ず。 


リモコンボタンに希望のチャンネ 
ルを割り当てる 

数字ボタンのチャンネルは自動で割り当てられ 
るので、お好みのチャンネルと異なることびあ 
りまず。その場合は手動で変更してください。 
ホームボタンを巧して、を(設定)^|1ド(放送受 
信設定)か!5下記のよラに選び、お好みのチャン 
ネルに変更します。 

地上デジタル：[地上デジタル放送受信設定]^ 
[地上デジタル:プ U セツト登録] 

BS - 110度 CS デジタ J レ：旧 S ' CS デジタ J レ放送受 
信設定]^旧5:プリセツト登銳またはに S :プ U 
セツト登録] 


マンシヨンなどの共同受信システ 
ムの設定をずる 

[ BS - CS ： 衛星アンテナ設定]を[切]にしてくださ 
し、 

ホームボタンを巧して、を(設定)^ヴ=’(放送受 
信設定)^ [アンテナ設定]^ [BS • CS :衛星アンテ 
ナ設定]^ [切]の順に選びます。 


かんたん初期設定をあとでやり直ず 


2画面のメッセージに従い、リモコンで設 
定ずる。 

♦♦♦♦で項目や設定を還ぶ。 

ま定ボタンで還んだ 
項目や設定を確定する。 


引越しなどでお住まいの地域び変わったとさや 
地上デジタル放送び開始されたとをは、「かんた 
んネ刃期設定」をやり直してください。 

ホームボタンを巧して、を(設定)^,ブ,(かんた 
ん設定)^ [かんたん初期設定]を選び、画面の 
メッセージに従って設定します。 

















テレビを見る 



電源を入れる。 



電源スイッチを 
1回押す。 


2見たい放送を選ぶ。 

デジタ j レ放送の高画質 • 高音質で多彩なま組を 
ご覧いただけます。 


3チャンネルを選ぶ。 

チャンネル +/- ボタンを巧します。 

10キー遇局ずるには 

10キーボタンを巧したあと、数字ボタンでチャンネル番号 
を入力して、最後に12ボタンを巧します。 


Ollch の場合: 


_ " /»百 

♦ KTil 一—一—一の 


枝蚕が付いているチャンネルを選局ずるには 

他の地域の放送ち受信でをる場合、重複するチャンネル番号 
を区別するために、補助的な番号(枝番)び付いています(地 
上デジタルのみ)。_ 

• 01 hch の場合： ■ 一 KTii 一—一—一一の 


オプションメニューを使いこなす 

オプションボタンを押すと、そのとさ使える 
機能が表示されます。を押して項目を選び、 
@を押して < ださい。 


ちよつと一 


チャンネル+ボタン、音声切換ボタン、再生ボタン、 
数字ボタンの「5」の上には、凸点(突起)び付いていまず。 
操作の目印として、お使いください。 


レビを見る 
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番組表を見る 


放送局び送信する番組情報をちとに、地上デジ 
タル、 BS デジタル、110度 CS デジタルの番組表 
を見ることびでさます。また、番組を選んで予 
約することちでをまず。 


デジタル放送視聴中に、 
を巧す。 


9(番組表/予約） 


2 ♦♦で放送の種類を選び、@を押す C 

例： BS デジタルの番組表の場合 



上記のま組はフィクションであり、実際の放ち局での巧 
を内容や実際の人物、地名などとは関係あ0ません。 

凸放送名 
回 録画巧能残時間 
因現在の日時 

因チヤンネル 

♦♦で左ちにスクロールしまず。 

且番組一覧 

♦* ♦♦で番組を選んで、 ® を巧すと、還んだ番組の 
番組説明(が18ページ)び表示されまず。 

B 放送日時 

♦♦で上下にスク□ールします。 

旧 操作ガイド表示欄 

番組表を表示中に I 」モコンでで舌ることをガイド表 
のしよ 9 0 


かホ） 

〇 


マークの意味 

• :録画中のま組* 

:録画予約した番組 
:有料番組 

' :前の時間帯または次の時間帯に続いている 
番組 

時刻表示欄1(ホ） ：録画予約び入っている時間帯 

番組表示欄1(グレー）：代表チャンネルのみを表示し 
ているとを 

省略されたチャンネルでは、 

別の番組を放送していること 
を示していまず。省略された 
チャンネルを表示するには、 

オプシヨンの[チャンネル表示 
形式]で[すべて表示]を選んで 
くださし、。 

* 歸画ボタンを押して見ている番組を録画している場合 
は、番組表に歸画中の参(赤)マークは表示されません。 


本体の電源スイッチで電源を切ると、番組表の情報び失 
われることがあ0ます。 


巧のぺージにつヴ <-► 


テレビを見る 
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番組説明を見る 

番組名やあ S すじ、出演者、映像/音声情報な 
ど番組の詳しい情報を見ることびでをます。 


番組表を表示中に、♦♦♦■►で番組を選んで、 
@を押ず。 



白 


上記の番組はフィクションであり、実際の放送局での放 
を内容や実際の人物、せ名などとは関係あ0ません。 

巧 マーク(ち記） 

回番組の状況 

「開始前」や「終了」など状況を表示します。 

因を組内容•情報表示欄 

あ5ずじや出演ちなどの情報を表示します。 

「映像情報 J 、 「音声情報 J 、 「コピーコント□-ル J (録 

画や録音につしての情報@94ぺージ)などの情報も 
表术します。 

旧放送中のを組のとさ 

[視励 

遇局します。 

放送開始前の番組のとを 
[録画予約] 

予約設定画面び表示されます(が21ページ)。予約ち 
みのま組のとをは予約を修正したり、削除したりで 
をまず。 


マークの 意味 

百 :字幕化送(@97ページ） 

〇 :テレビやラジオと連動しているデータ放送 
(皮19 ぺージ） 

I ‘化 :マルチビュー放ち 

GE ) :デジタル A イビジョン信号巧5> 

日3 :標準テレビ信号巧か 

□a :視聴年齢制限付さま組(@48ページ） 

〇 :有料ま組 

他に放送局か5、ま組の種類を表すマークび付いて 
くる場合びありまず。け下はその一例です。 

□ :二か国語放さ 
医]:ステレオ放送 
胃：字幕放送(@97ページ） 

[U :圧縮 B モードステレオ放ち 
因]:ニュース番組 


テレビを見る 
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連動 データを 楽しむ 


番組と連動しているデータ放送を見ることびで 
さます。スポーツ中継を見ているとをに選手の 
成績をお認するなど、番組によってさまざまな 
データ放送を楽しめます。また、郵便ま号の設 
定をすれば(が43ページ)、天気などのお住まい 
の地域の情報を見ることびでさます。 


1デジタル放送視聴中に、 isi を押す。 

連動データの画面に切り換わります。 
連動データ放送の例 



情報欄 


2夸一^■やろ•ろ•ろ•ろ(カラーボタン)、 
\(戻る)などを使って、画面に従って操 
作ずる。 

視聴ち参加型のデータ放送を楽しむには 

自宅にいなび!5、放送局とやり取り（双ち向通信） 
でさるので、クイズ番組に参加したりアンケー 
卜に答えたり、ショッピングしたりでさます。 
ネットワーク回線(が58ぺージ)の接続び必要で 
す。 


独立データ放送/ 
ラジオ放送を楽しむ 


データの みを専門に扱っている独立 データ 放送 
や衛星放送で流れているラジオ放送を楽しめま 
す。ただし、ラジオ放送は2011年1月現在、休 
止中です。 

1デジタル放送視聴中に、 /( 番組表/予約) 
を押ず。 

2 ♦♦で放送の種類を選び、@を押ず。 

3 /( オプション）を押ず。 

4 ♦♦で[ヴービス切蜘を選び、@を押す。 

5 [ずべて]を選び、@を押す。 

G ** でデータ放送のチヤンネルを選んで、 
&を押す。 

巧立データ放ちの例 



7 ♦♦♦♦や•と](カラーボタン)、 

乂(戻る)などを使って、画面に従って操 
作ずる。 


10キーボタンを巧したあと、チヤンネル番号を入力する 
ことで還局することちで舌ます（が16ぺージ)。 


テレビを見る 
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録画•再生をずる 



録画する_ 

■ j 見ている番組をすぐに録画したいとを 

I 

を押ず。 （が 28ぺージ） 

本体 HDD に録画します。 

録画を停止するとをは D (停止)を巧しまず。 


1番組表か！5録画予約したいとき 

I 

番組表/予約)を押す。 （が 21ぺージ） 

本体 HDD または別売りの外付け HDD に録画します。 
曰時を指定して録画予約することちでさます(が23 
ページ）。 


再生する 

-録画した番組を再生したいとき 
CSS ：? を押ず。 （が 29ぺージ） 


ホームメニューを 使いこなす 

ホームボタンを巧すと、録画•再生に関するさま 
ざまな機能を使ラことびでさます。録画設定ち 
変えられまず。 


ご ミ 主意 


録画予約後、本体の電源スイッチで電源を切6ないで 
<ださい。 


口 

録画番組1」スト 
録画した番組を再ちします。 

百 

番組表’予約 
きおまから予約します。 


予約 J スト 

予約一窝を巧認.箱集します。 

口,* 

録画番組のムープ 
録画したまおを该動します。 

を 

設定 

本体の設定をします。 


外付け HDD 接続時のみ表示 





















































外付け HDD に録画ずるときは 

あらかじめ外付け HDD を接続してください 

(欺55ぺージ）。 

外付け HDD に関する注意事項については、「外 

付け HDD をご使用時の注意事項」（承93ぺージ） 

をご覧ください。 

パードディスクに関する免責事項 

• 万一何5かの不具合により、正常に録画びでさなかつ 
た場合の内容の補償、録画内容の損失、および直接•間 
接の損害に対して、当社は一切の責任を負いかねます。 
また、本機を修理した場合(本体八ードディスク政外の 
修理わ含む）においてち同様です。あ5かじめご了承く 
ださい。 

• J \— ドディスクに関するその他のを意事項につをまし 
ては、「録画•再生機能についてのごま意」(:@93ぺージ） 
をご覧ください。 


番組表か5録画する 


国 


番組表から録画したい番組を選ぶだけで、録画 
予約を設定でをます。 

各放送のサービスごとに番組表び用意されてい 
ます。視聴したい放送の番組表を選んでか!5ま 
組表を使ってください。 

1 /( 番組表/予約)を押ず。 

2 ♦♦で録画したし、放送の種類を選び、@を 
押ず。 


S ま組ミ’ずが！ 


ろ巧32時間口巧3日時間1/4旧斤を1规 


地上デジタルを組表 
BS デジタル番組表 


CS デジタル番組表 


日時指定予約 


本機で録画で走るのはデジタル放送のみです。が部入 
力（ビデオしビデオ2、コンポーネント、 HDMI 1、 
HDMI 2、 HDMI 3、 PC ) は録画できません。 

録画した映像は本機政外のテレビでは見ることはでき 
ません。 


3 ♦♦♦■►で録画したい番組を選び、@を押ず。 


3 BS デジタ J レま相 5- テレビ 


■^巧32居岛〇巧おお技 IM 旧げを I’m 


0なか。に I 

Srui 阳 3 




NHKBSS 
が10乙 
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SM 田 M I かレト占 ms ■呼 EW 
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- WJ *1 •ん历が正 • 
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占 D 出し*つ 
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a の冉 (Sign 


本 C 丕〇シ3'ソピンヴ 
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B 本 S 円* 
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発モ的固現だ固涅己阳I巧お [* 引番巧說巧[オフシ3ン」括能表示_ [巧る恼へ戾る 


4 ♦■►で[録画予約]を選び、@を押ず。 


S 里旭説巧 

ツアーでめぐる世巧追を 

テレビ 161 BSTBS 

1/目苗)午を 4:30-5:00 



I 巧昭 ） I 録困予約 I 

番組説明画面の見かたについては、 が25ぺ- 
ジをご覧ください。 


巧のぺージにつヴ <-► 


録画•再生をする 
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5 ♦一■►で腿赶を選び、@を押す。 

予約設定内容を変更したいとをは r 予約を変 
更ずる」（が24ページ)をご覧ください。 



予約設定完了画面び表おされて、自動的に 
番組表に戻ります。 

予約した番組は、ま組表にのび表示されます。 
同じ時間帯に予約び重複している場合は、 
お認画面び表示されます。 


ごま意 


• ま組表の番組表示は、8曰先まで表おします。 

• 予約巧能なま組数は、最大50件でず。また、録画 
番組1」ストに表おされるま組測ホ、最大300件です。 

録画先を変更したいときは 

手順5で臨画先変国を選び、®を巧します。[本 
体 HDD ] または[外付け HDD ] を選び、@を巧し 
ます。外付け HDD に録画するとをは、あらかじ 
め外付け HDD を接続してくださしパが55ぺ一 
ジ)。 


ちよつと一1 


• デジタル放送では、音声信号び複数ある番組びあり、 
これ5の音声信号を第1音声、第2音声と呼びます。第 
1音声信号に主+副音声び送られた0、第1音声(曰本 
語)、第2音声煤語)などのように送られる場合びあり 
ます。 

本機では、複数の音声信号び記録されまず。 

• 視聴年齢制限付を番組を予約するには、暗証番号の入 
力び必要です(@48ページ)。 


録画予約画面の見かた 



白 


m 


白 


向 


囚録画巧 

録画先(本体 HDD または外付け HDD ) を表示します。 

回更新 

毎回録画を設定したと刮こ[入]に設定すると前回録 
画したちのを消して、毎回更新しなび5録画します。 

因毎回録画 

毎曰放送される番組などを毎回録画します(毎日、月 
-±など)。毎回録画は設定した曰の番組か5実行さ 
れます。 

回録画時間 

本体 HDD またはが付け HDD の使用領域を表示しま 
す。 


画質と録画可能時間(本体 HDD ) 


画質 

録画可能時間 
(目ま） 

地上デジタル放送 ( HD 画質） 

約65時間 

65‘110度こ5デジタル放送 

約46時間 

( HD 画質） 


地上 • BS • 110度 CS デジタル放送 

約92時間 

( SD 画質） 



ごを意 


• 動画の動をによって録画時間び変わります。 

• 録画中の録画延長はでをません。 

• 本機に長時間録画モードはありません。 

• 番組表や設定画面などに表示される録画巧能残時間 
(承17ページ)は、地上デジタル放送 ( HD 画質)と 
BS ， 110度 CS デジタル放送 ( HD 画質)の録画巧能残時間 
を平均した数値を表示します。 


録画•再生をずる 
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曰時指定で録画する 


録画したい曰付、時間、チャンネルを選び、録 
画予約でさます。 

1(番組表/予約)を押ず。 

2 ♦♦で旧時指定予約]を選び、@を押す。 



3 ♦♦で設定欄を選び、@を押ず。 

4 ♦■►でき設定項目を選び、♦♦で設定ずる。 



5 [確定]を選び、@を押ず。 

予約設定内容を変更したいとさは r 予約を変 
更する」（が24ページ)をご覧ください。 

録画先を変更したいとさは、[録画先変更] 

を選び、@を巧します。詳しくは r 録画先を 
変更したいときは」（原 "22 ぺージ)をご覧く 
ださい。 


録画予約画面の見かた 



凸 


回 


白 


向 


ち 


白 


因 


囚更新 

毎回録画を設定したとさに[入]に設定ずると前回録 
画したちのを消して、毎回更新しなび5録画しまず。 

回毎回録画 

毎曰放をされる番組などを毎回録画します(毎曰、月 
-±など)。毎回録画は設定した曰のま組か5実行さ 
れまず。 

因月日 

録画を行ラ月曰を設定します。 

囚開始 

録画開始時間を設定しまず。 

曰終了 

録画終了時間を設定しまず。 

曰放送 

録画する巧ち(地上デジタル/ BS デジタル/ CS デジ 
タル)を設定します。 

旧 CH 

録画ずるチャンネルを設定しまず。 
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予約を確認•変更する 


予約1」ストは録画予約されているま組を一覧表 
示します。予約リストから、予約の変更や削除、 
重複お認、優先順の変更びでをます。 

予約を確認ずる 

1を押す。 

2 ♦♦で[予約リスト]を選び、@を押す。 

予約 U ストび表示されます。 



予約リストの見かた 


口 


因 


回 


回 


白 


白ち 


囚 マー ク 

♦(赤):録画中 
全て:録画巧(全て） 

一部:録画巧(一部） 

不可:録画不可 

回予約番組名 
囚予約日時 
回毎回録画の設定状態 
旦チャンネル番号•□コ 
Q 更新 マーク 
旧録画巧 マーク 


予約を変更する 

予約 U ストで番組を選んで、@を巧します。ま 
組説明画面で、[予約修正]を選びます。変更し 
たい項目を設定し直してか5、[確定]を選び、 
@を巧します。 


録画•再生をずる 
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番組説明画面の見かた 

□ 回 



因番組•放送局を•放送時間 
回番組の情報 

出演ちや、映像情報、音声情報、データ情報などの 
番組の詳しい内容び表示されます。で情報をスク 
□ールすることびでをます。 

因マーク 

放送 サービスの 種類などび マークで 表示されます。 

マークの意味 

百 :字幕放ち(が97ページ） 

0 :テレビやラジオと連動しているデータ放ち 


⑩ 

征 

西 

な 

〇 


(の9ページ） 

マルチビュー放送 

デジタル八イビジョン信号巧を 

標準テレビ信号巧 

視聴年齢制限付さ番組(が48ページ） 

有料番組 


因操作ガイド 

番組説明画面で行ラ操作に使ラボタンを表示します。 

且予約削除 

予約の削除びでさます。 

百予約修正 

予約の修正びでさます。 

因予約重複確認 

重複している予約を確認でをます。 


予約を取り消す 

番組説明画面で[予約削除]を選び、@を巧しま 
す。 

録画を停止する 

番組説明画面で陆5画停止]を選び、@を巧しま 
す。 

予約の重複を確認する 

予約 U ストで番組を還んで、@を巧します。ま 
組説明画面か S 「予約重複お認」を選んでお認し 
ます。 

予約の優先順位を変更する 

本機では、録画の優先順位にしたびって録画し 
ます。 

優先順位は、予約を設定した順まに、新しいち 
のび高くなるよラに設定されます。 

予約び重なった場合、優先順位び高し)ちのび録 
画され、低いちのは録画されなかったり、途中 
か S または途中までしか録画されないといラこ 
とび起こります。 

重要な録画の場合は、予約1」ストで優先順位を 
お認し、必要に応じてま組を最優先させて<だ 
さい。 

優先順位を変更するには 

予約1」ストで最優先したい番組を選んで、 

(緑)を巧します。優先変更画面で[はい]を選び、 
@を巧します。 


巧のぺージにつヴ <-► 


M 變•雲をする 
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予約び重なつているとさは 

新たに登録された予約と重複し、一部またはす 
ベてび録画されない番組には、「一部」または r 不 
可」び付をます。 

重複予約をお定した場合、後から設定した予約 
び優先されます。 

例:ま組 [ A ]、 旧]、に]の順に予約した場合(ま 
組に]の優先順位び一ま高い） 

午を7:00 


午後9加 午後11如 


午を10:40 



午を7撕 午を9加 午獲10:40 

「 A 7 B T I 


実隙の録画 

番組旧]の優先順位を番組に]よりち高くすると、 
番組旧]は設定した録画終了時間まで録画されま 
す。 



実際の録画 


予約終了時刻と次の予約開始時刻び同じときは 

前の予約の最後部は録画されません。 


ちよつと一1 


• 録画中に予約の優先順位を変えることちでをまず。 

• 重複していない予約に巧してち優先変更はでさます。 


前回録画した番組を消して録画す 
る（更新録画） 

連続ドラマなどの番組を毎回予約したとを、前 
回録画した番組を削除した上で、新しい回を録 
画します。 

[更新録画]を設定する場合は、[録画予約]で[毎 
回録画]び設定されているタイトルび対象になり 
ます（が22、23ページ）。 

1予約リストで番組を選び、@を押す。 

番組説明画面び表示されます。 

2 ♦■►で[予約修正]を選んで、@を押す。 

3 ♦♦で設定欄を選び、@を押す。 

4 ♦■►で廣新]を選んで、♦♦で[入]に設定し、 
@を押ず。 

5腿赶を選んで、@を押す。 

U モコンの電源スイッチで電源を切ってち、 
予約した録画開始時刻になると録画び始ま 
ります。ただし、本体の電源スイッチで電 
源を切ると録画されません。 


放送時刻の変更に合わせて録画ず 
る（番組追跡録画） 

番組表からの予約で対応する機能です。日時指 
定予約には対応しません。 

連続ドラマなどで特定の回だけ別枠の時間で放 
送されても追跡して録画する機能です。急なま 
組延長のように、直前に放送び変更される「流動 
編成」 * の録画追跡には対応していません。 

* 「流動編成」とは U 下のよ5な放送を指します。 

• 開始時刻び遅れたとき 
• 放送中に中断や割0込みびあったとさ 
• 終了時刻び延長されたとさ 


£録画•再生をずる 


成 



















番組追跡録画でさない条件について 

m 下の2つの条件び重なるとま組追跡録画でを 
ません。 

• 予約したま組の2つ前の番組の終了時刻び、 
予約した番組の本来の終了時刻を越えた場合 
• 予約したま組の開始時刻び変更され、変更前 
の番組開始時刻までに更新された番組表び取 
得でさなかった場合 

例:午後9:00か5午後10:00まで放送予定の番 
組 A を録画予約しています。ま組 Y の放送時間に 
1時間30分の延長び発生した場合、ま組 A の放 
送開始時刻に変更び発生します。しかしま組 A 
の開始時刻び変更されてち、本機のま組表情報 
は更新されません。そのため、変更後のま組 A 
放送開始時刻(午後10: 30) からは録画を開始せ 
ず、予約済みの録画開始時刻から録画を開始し、 
黒い部分び録画されます。 


午を日朋 午を8:30 午を9加 


ま組 Y り時間30分延長) 


組 A 


午を11伽 


番組 A 


午を日咖 午後10:孤，グ午後10加 午を11加 

I- 録画される部分 一！ ’ 


流動編成の場合 

流動編成び実施された場合、終了時刻は追跡し 
ますび、録画開始時刻び追跡でをないため、下 
記のよラな太線枠の時刻で録画を行います。 


午後7丑0 


午を9丑日 


午を1001 


1 野球 

ドラマ1 


‘、、、'- 

1 野球 

1 1ドラマ1 


午を9姐 午掛〇迎 

野球中継び30分延長した場合 
• 変更前の時刻で録画開始し、終了時刻はま組 
の最後まで追跡します。 

• ま組名やサムネイルは、録画開始時の番組(上 
記の例では r 野球」）から取得されます。 


巧のぺージにつヴ <-► 


連続ドラマなどのま組を毎回予約したとを、最 
終回だけ放送時間び違ラ場合に録り逃びすこと 
びあります。ま組追跡録画を設定すると、放送 
時間び違ってち、番組名を追跡して予約するた 
め、逃びさず録画でをます。 

また、1回だけの予約の場合は放送予定の前曰 LU 
前に放送時間枠びお定し、番組データび更ま斤さ 
れた場合、最新の情報に合わせて録画時間を自 
動補正します。 

本機の番組表データの更新は1曰1回、午前0時 
頃觸聴中の場合は電源スタンバイになったあ 
と）に実行され、このデータに基づさ自動補正さ 
れます。 


午徽孤 午を10:00 



他を送局予約番組 


最終回の番組枠び拡大さ： 
れ、化巧送局の予約番組： 
と重なりび発生 ! 


ケース2 旧し、巨像」 

最終回 


上記のよラにま組放送時刻び変更になり、最終 
回び他放送局の予約番組と重なりび発生した場 
合は、録画の優先順位に基づいてケース1、ケー 
ス2のよラに録画されます。詳しくは、「予約の 
優先順位を変更する」（が25ページ)をご覧にな 
り、適正に予約の優先度を変更してください。 



ケース1 「白い巨像」 

最終回 


[番組 Y ] 番組 Z ■、、ま組 A _ 番組 B I 


番組 A の巧送開始時刻を要。 
予約録画終了時刻を過ぎて 
から巧送開植。 


番組名 
「白い巨像」 

を番組追跡録画 


ドラマ 
「白い巨像」 
第1話 


録画•再生をする 
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見ている番組を 
録画ずる 



• 番組追跡録画機能は、お買い上げ時は[入]に設定され 
ています。この機能を使わないようにするには、[歸画 
設定]の[番組追跡録画]を、[切]に設定します(が46 
ぺージ)。 

• 同じ番組を別のチャンネルで継続して放送する場を(イ 
ベント I 」レー)は追跡録画でをません。 


fa を押ず。 

本体 H D D へ録画を開始します。 

録画時間は、お買い上げ時は[番組終了]に設定 
されていまず。 

この設定を変更するには、[録画設定]の[録画時 
間を、 [2 時間/ [3 時間]/ [4 時間]に設定しま 
す(が46ページ)。 

なの場合、^を押してち録画は実行されません。 
• 本機の電源び入っていない場合 
• 録画中 

• 外部入力になっている場合 
• 録画した番組を再生している場合 
• ホームメニュー画面を表示している場合 
• 録画した番組び300番組あるとさに[自動削除] 
び[切]に設定されていたり、[入]に設定され 
ていて録画した番組びすべてプ□テクトされ 
ている場合 

録画を停止するには 

■:■(停止)を巧します。 


ごミ主意 


• 録画予約び実行されると、録画ボタンによる録画は停 
止されます。 

• 録画番組は複数に分かれて録画されることびあります。 
• 録画ボタンで録画できるのは本体 HDD のみです。外付 
け HDD には録画できません。 

• 録画ボタンを押して見ている番組を録画している場合 
は、番組表に録画中の >( ホ)マークは表示されません。 


M 録画•再生をずる 
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再生ずる 


音声や字幕を切り換えるには 

a * (音声切換)や S (字幕)を巧すたびに、音声 
信号や字幕の言語び切り換わります。切り換え 
た信号や字幕表示の内容び画面に表示されます。 


再生のいろいろな操作 


巧ずボタン 

でまること 

ca 03 (前/：: 欠） 

前やなのチャプターに進みまず。 

1つ前のチャプターの先頭に戻るに 
は、前ボタンを2回続けて押してく 
ださい。 

タイトルをまたいで進むことはでさ 
ません。 

■ a (30 巧送り） 

30秒先に進みます。 

◎ 

• ■►で早送り再生、♦で早戻し再生し 

ます。 


(早戻し/早送り） 


再生中にく 0かえし巧すと4段階 
で早送り巧生 (►►1(2 倍)、►►2 
り日粒、 ►►3(30®, ►►4(120 
倍)）または早戻し再生 (イイ 1 (2 粒、 
◄◄2 (10 倍)、 ◄◄3(30 倍)、◄◄4 
り2日倍)）します。 


四(早戻し）四挥送り）でも同 
様の操作びでさます。 


心停止） 

@(一時信止） 


停止や一時停止します。 


■■を巧して停止、■を巧して一時 
停止することちでをまず。 


巧のぺージにつヴ <-► 


1 視る)を押す。 

2 ♦■►で再生元（[本体 HDD ] または[が付け 
HDD ]) を選び、@を巧す。 

初期化された外付け HDD び接続されている 
とさに必要な操作です。 

3 ♦♦で再生したい番組を選び、@を押す。 

再生をやめるには、^煩る）または■:■(停 
止)を巧して停止します。 

見る）を巧すと、録画ま組リストに 
戻ります。 


録画ま組リスト上でオプシヨンボタンを押して 
でさること 


HDD 情報 

HDD の情報を表示します。 

選択削除 

映像を選択して削除します。 

予約リスト 

予約リスト画面を表示します。 

録画番組の 
ムーブ 

録画した番組を移動します。 

削除 

映像を削除します。 

番組情報 

番組詳細の表示をします。 


再生中にオプシヨンボタンを巧してできること 


画質 

画質を設定します。 

音質 

音質を設定します。 

HDD 情報 

HDD の情報を表示します。 

画面モード 

画面モードを設定します。 

頭出し 

録画した番組を始めか5再生します。 

再生停止 

再生を停止します。 

映像切換 

マンヴ、 レなど切0換えび巧能な映像の 
場合に使用でをます。 

番組情報 

番組詳細の表示をします。 


ちよつと— 


■ i •再生をずる 
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ムーブ(移動)する 


録画中の番組を最初か5見る(追い 
かけ再生） 

録画を続けなび5、録画終了を待たずに録画済 
みの部分を再生します。 

1 視る)を押ず。 

2 ♦■►で再生元（[本体 HDD ] または[が付け 
HDD ]) を選び、@を押ず。 

初期化された外付け HDD び接続されている 
とさに必要な操作です。 

3 ♦♦で再生したい番組を選び、@を押す。 

午を 9:0 日 午後 1 ]: 邮 


[ 


あち画 


1 




再生 . 


午を10:0日 


録画しなが5他の番組を再生する 
(同時録画再生） 

番組を録画中に、録画した他の番組を再生でを 
ます。再生中に録画予約で設定した録画び始まつ 
てち再生を続けることびでをます。 


本体 HDD に録画したま組を外付け HDD にムー 
ブ(移動）して保存しておくことびでをます。外 
付け HDD に録画したま組を本体 HDD にムーブ 
(移動)することちでをます。 

1を押ず。 

2 ♦♦で[録画番組のムーブ]を選び、@を押す。 

3 ♦■►でムーブしたい番組び記録されている 
ムーブ元 （ [本体 HDD ] または[が付け 
HDD ]) を選び、@を押す。 

4 ♦♦でムーブしたい番組を選び、@を押ず。 

選んだ番組にはチェックマークび付さます。 


口, ♦ムーブ還巧 


ろち32時間口残35時間1/4旧1午を1观 


ムーフする番組を違んでくだでい。 


P 心 

世界の巧から 1 

10] に湖(を)午を11胤 [ OHOOM ) 口 1 

臀剛 

アメ IJ カンフットボール巧巧 

10312のけ)午を7咖脚犯 M ) 口 

0 も 

ヮールド占ース 

の10312のけ)午を11:00 ( DH 3 QM ) 8 口 

□ 17^ 

アフタヌーンシスマ r 出をいと別れ」 

に314112/2目【团午を3:0日 ( EH 15 M ) 口 

□ 重 

ステンドグラス講座 

巧102 '2/巧【团午を加0 (0 H 30 M ) 口 


5 ■►で腿赶を選び、@を押す。 

6 ♦■►で[はい]を選び、@を押ず。 


• ムーブ中は、録画•予約•再生(録画 U スト表示を含む） 
はでをません。 

• ムーブ選択時に録画開始時間になると、ムーブ選択画 
面は消えます。 

• 録画中はムーブでをません。ムーブ中にムーブ速度び 
何5かの理由で遅れるなどして録画開始時間になった 
場合は、ムーブはキャンセルされます。 

• ムーブ中に本体の電源スイッチでま電源を切ると、ムー 
プはキャンセルされます。 

• ムーブびキャンセルされた場合は、ムーブび完了した 
番組までムーブ先に移動します。ムーブ中の番組はムー 
ブ元に残ります。 

• が68ぺージや r 外付け HDD をご使用時のま意事項」 

(が93ページ)もご覧ください。 


録画•再生をずる 
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削除する 


1 視る)を押す。 

2 ♦■►で削除元（[本体 HDD ] または[が付け 
HDD ]) を選び、@を巧す。 

初期化された外付け HDD び接続されている 
とさに必要な操作です。 

3 ♦♦で削除したい番組を選び、削齡を 

押ず。 U 



4 ♦■►で[はい]を選び、@を押す。 


ごを意 


録画中のま組は削除でさません。 

複数の番組を選んで削除するには 

1 録画ま組 I 」ストで^(オプション)を巧す。 

2 ♦♦で曜択削除]を還び、@を巧ず。 

3 削除したい番組を還び、@を巧す。 

選んだ番組にはチェックマークび付さまず。 

4 [確定]を選び、@を巧す。 

5 確認画面で[はい]を還び、@を巧す。 


誤って消さないようにする 

誤って録画した番組を削除しないよラ、ま組ご 
とにプ□テクト(保護)の設定をします。 

1 C 35 ；：X 見る)を押す。 

2 ♦■►でプ□テクトしたい番組の記録場所 
( [本体 H D D ] または[が付け H D D ]) を選 
び、@を巧す。 

巧期化された外付け HDD び接続されてし)る 
とをに必要な操作です。 

3 ♦♦でプ□テクトしたい番組を選び、 

煩)を押す。 

番組び保護され、6び表示されます。 

プ□テクトを解除するには 

プ□テクト設定した番組を選び、 A (黄)を 
巧します。 

番組か SO び消えます。 


再生中の番組を削除するには 

1 ちを中に^^悄!1除)を巧す。 

2 ♦♦で[はい]を還び、 H を巧す。 


録画•再生をする 
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本機の設定•調整をする 


設定画面でチャンネルや画質、音質などのさま 
ざまな設定びでさます。 

1 c ：^ を押す。 

2 ♦♦でち馈定)を選ぶ。 


口 

録画番組リスト 
録画した番組を巧をします。 

呂 

番組表•予約 

番組表び5予がします。 

(!■)- 

予約リスト 


予約一覧を歴訟編集します。 

口* 

錄画番組のムーブ 

録画した番組を移動します。 

を 

設定 

本体の設定をします。 


外付け HDD 接続時のみ表示 

3 ** で設定したい項目を選んで、@を押ず。 



各設定項目の詳細については、ち記の「設定力了 
ゴ U —一覧」に記載されているページをご覧くだ 
さい。 


設定カテゴリ ー 覧 


アイコン 説明 



お知5せ.サポート（が33ページ） 

本機や放送局か5のメールやボード、 
お問い合わせ先などを確認でをます。 

巧 

画質‘映像設定(:@34ぺージ） 

画質や映像に関わる設定びできます。 

4) 

音質 • 音声設定(が40ページ） 

音質や音声に関わる設定びできます。 

ゴ 

放送受信設定(が42ページ） 

地域設定やチャンネル設定など、放送 
を受信するために必要な設定びでをま 
す。 

口 

録画設定(が46ページ） 

録画ずるために必要な設定びでさます。 

因 

機能設定(が47ページ） 

本機び対応しているさまざまな機能の 
設定びでをます。 

旧 

HDMI 機器制御設定(が53ページ） 

HDMI 機器制御に関わる設定びでさまず。 

1-2-3 

かんたん設定(が53ページ） 

放送を見るための初期設定びでさます。 


設定.調整をずる 
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お知 5 せ•サポート 


が操作ち法は体機の設定•調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 


設定したいこと 

I 頁目説明 

デジタル放送か5のメール 

放送局からお客様へのお知5せ(メール)を見ることびでさます。 

本機か6のメール 

予約や録画、ムーブ、ダウン□ー ドのお知日せなど、本機び発行したメールを見ることび 
でさます。 

ボードに S デジタル） 

110度 CS デジタルの利用ち全員へ共通のお知5せや番組案内などを見ることびでをます。 

カード•受信機情報 
表示 

B - CAS カードや本機の情報を表示します。 

お問い合わせ 

お問い合わせ先を表示します。 


■設定•調碧をずる 
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画質 


画質•映像設定 



sAi 

巧 

定 

m 

が 

W 

ず 

る 


が操作ち法は r 本機の設定 • 調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 


設定したいこと 

巧目 

項目説明 

設定巧を 

共通 

巧応ずる画質モードびある入力画面に共通の設定びでさます。 


現在の選択入力画面 
ち称 

下の入力画面で個別に設定びでさます。 

地上デジタル、 BS デジタル、 CS デジタル、ビデオ1、ビデオ2、 
コンポーネント、 HDMI1、HDMI2、HDMI3、 PC 

画質モード 

PC 入力 (HDMI 入力含む)で 

ダイナミック 

映像の輪郭とコントラストを重視した鮮やかな映働こな 0 ます。 

は、[スタンダード]のみ選 
おでをます。 

スタンダード 

ご家庭でのご使用に合わせ、自然さを重視した標準的な映像に 
なります。通常は[スタンダード]びおすすめです。 


カスタム 

才 U ジナルの映像を、お好みに合わせて細かく調整しまず。 


ゲーム 

ダームに適した映像になりまず。 

の入力画面で設定でさまず。 

ビデオ1、ビデオ2、コンポーネント、 HDMI1、HDMI2、 
HDMI3 

標準に戻ず 

はい 

[はい]を選ぶと、[画質]の設定項目をお買い上げ時の設定に戻 
します。 


いいえ 


バックライト# 

調整バーを左に動かすと画面び暗くなり、ちに動かすと明るくなります。 

ピクチャー* 

調動卜を左に動かずと明暗の差び ル さくなり、もに動かすと大きくなります。 

明るさ# 

調整バーを左に動かずと暗くな 0、 ちに動かすと明るくな 0 ます。 


34 

















設定したいこと 

垣目 

巧目説明 

色の 濃 さ 

調整バーを左に動かすと色び薄くなり、ちに動かすと濃くなります。 

色あい 

調整パーを左に動かすと色あいび赤みびかり、ちに動かずと緑びかります。 

色温度# 

高/中/ほ1 / お2 

高い温度ほど青みびかった色調になり、低い温度ほどホみび 
かった色調になります。 

[低1 ] と[低 2] は[画質モード]で[ダイナミック]外を選んだと 
さに設定でをます。 

シャープネス 

調整バーを左に動かすと映像の輪郭び柔5か<なり、ちに動かすとはっさりとします。 

ノイズリダクション 

強/中/弱 

ノイズの多さに応じて、強さを選び、映像のざ5つさや色ノイ 
ズを軽減でさます。 


切 

ノイズ処理していない才 U ジナル映像信号に戻0ます。映像の 
ざ5つさや色ノイズび強調されたり、色にじみび出ることびあ 
0ます。 

MPEG ノイズ 
リダクション 

強/中/弱/切 

デジタル特有のモスキートノイズやブ □ ックノイズを低減でさ 
ます。 

MPEG ノイズとは、 DVD や八ードディスクレコーダーに録画 
モードを長時間対応にして録画された映像などに出やすいノイ 
ズで、艾字の輪郭などに蚊び飛んでいるよラに見えるモスキー 
トノイズやモヴイク状のひずみび出るブ□ックノイズびありま 
す。 

シネマドライブ 

才ート 

[オート]を選ぶと、映画フィルム映像をより原画に忠実な映像 
に再現します。[オート]にしていて輪郭びギザギヴして見える 


切 

とさは[切]を選んでください。 



ゲームモードとプ□グレッシブ信号では機能しません。 



sHi 

巧 

定 

m 

が 

W 

す 

る 


* PC 入力 （HDMI 入力含む)では、[バックライト]、[ピクチャー]、[巧るさ]、[色温度]のみ調整でさまず。 


巧のぺージにつヴ <-► 
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設定したいこと 

巧目 

I 貝目説明 


詳細設定 

[画質モード]で[ダイナ 

標準に戻ず 

はい 

[はしリを選ぶと、[詳細設定]の設定 
項目をお買い上げ時の設定に戻しま 

ミック]1;(外を選ぶと設定 
でさます。 


いいえ 

す。 


黒補正 

強/中/弱/切 

お好みに合わせて、黒を強調してコ 
ントラストを強くでをます。 


アドパンスト C . E . 

強/中/弱/切 

映像の明るさを判別し、コントラス 
卜を自動で調整します。特に、黒つ 
ぶれしやすい暗いシーンで効果びあ 
り、細部まで表現力豊かに再現しま 
す。 


ガンマ補正 

最小、一2〜標準〜+2、 
最大 

お好みに合わせて、映像の明暗のバ 
ランスを調整でさます。 


ク IJ アホワイト 

強/弱/切 

お好みに合わせて、白の鮮明さを強 
調でさます。 


ライブ カラー 

強/中/弱/切 

お好みに合わせて、色の鮮やかさを 
強調でをます。 


色温度調整 

標準に戻ず 

[色温度調整]をお買い上げ時の設定 
に戻します。 



R ゲイン / G ゲイン/ 

B ゲイン/ R パイアス/ 

G バイアス/ B バイアス 

色温度を色ごとに細かく調整します。 
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画面モード 


が操作ち法は「本機の設定•調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 

放送や外部入力の設定項目 （ PC 入力似外） 

設定したいこと 頃目 巧目説明 

設定巧ま 共通 PC 入力 U (外のすべての入力画面に共通の設定びでをます。 

現在の選択入力画面 政下の入力画面で個別に設定びでさます。 

名称 地上デジタル、 BS デジタル、 CS デジタル、ビデオ1、ビデオ2、 

コンポーネント、 HDMI1 、 HDMI2 、 HDMI3 


ワイド切換 


ワイドズーム/ 
ノーマル/フル/ 
ズーム/字幕入 


お好みの画面モードに切り換え5れます。[オートワイド]を 
[切]に設定しておくとお好みの画面モードに固定でをます。 


ごミ主意 


番組情報び表示されていると走や視聴している番組によっては、 
ワイド切換びでさないことびあります。 


オートワイド 入 [入]を選ぶと、画像を検出して最適な画面モードに自動で切り 

_換えます。 


ごミ主意 


• 本機を営利目的、または公衆に視聴させることを目的として 
喫茶店、ホテルなどに置を、画面モード切0換え機能等を利 
用して画面の圧縮や引さ伸ばし等を行いますと、著作権法上 
で保護されている著作者の権利を侵害する恐れびありますの 
で、ごま意願います。 

• ワイド映像でない従来の4:3の映像を、ワイドズームモード 
を利巧してテレビの画面いっぱいに表示させてご覧になると、 
周辺画像び一部見えな<なったり変形して見えた0します。 
制作をの意図を尊重した才 U ジナルな映像はノーマルモード 
でご覧になれます。 

• オートワイド[入]のとさは、 CM び入った0番組び変わった 
りするとさなどに、画面サイズび変わって不自然に見えたり、 
変わるまでに数秒間かかった0することびあります。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の歸画または出力の設定に 
よっては、動作び異なることびあります。つないだ機器側の 
設定を確認してくださし、。 


巧のぺージにつヴ <-► 
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設定したいこと 

巧目 

I 頁目説明 

4:3映像* 

ワイドズーム/ 
ノーマル/切 

[才ートワイド]び[入]のときに4:3映像をどのように表示する 
か選べまず。 

表示領域> 

+ 1 

才 U ジナルの映像領域び表示されまず。 


標準 

推奨の表示領域にな0ます。 


-1 /-2 

才 U ジナルの映像の画欠けを見えなくします。 

画面の周辺び欠けたり周辺のノイズび気になる場合に設定して 
<ださし、。 

画面位置調整> 

縦 

画面の位置を上下に調整でさます。 


横 

画面の位置を左ちに調整でさます。 

縦サイズ* 

画面のサイズを上下に調整でさます。 


* 視聴している信号によつては設定でをないことびあ D ます。 


パソコン画像の設定項目 （ PC 入力/ HDMI 入力) 


設定したいこと 

巧目 

巧目説明 

自動画調碧* 

はい 

[はい]を選ぶと、入力信号に含わせ、自動的に画面び最適にな 
るよラに調整します。 


いいえ 

入力信号によっては、[自動画調整]によ0最適にな5ない場合 
びありまず。その場合は手動で[フ王ーズ]、[ピッチ]、[水平 
位置]、[垂直位置]を調整して<ださし、。 

標準に戻ず 

はい 

[はい]を選ぶと、パソコン画像の設定項目をお買い上げ時の設 
定(しおします。 


いいえ 


フェーズ* 

画像にチラツキびある場合に調整します。 

ピッチ# 

画像に縦じまのノイズびある場合に調整します。 

水平位置 

画像の水平位置を調整します。 

垂直位置 

画像の垂直位置を調整します。 
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設定したいこと 

頃目 

巧目説明 

ワイド切換 

ノーマル 

才1」ジナルのサイズで表示します。 


フル 1 

才1」ジナル映像の横縦比率を保ったまま、画面いっぱいに表示 
します。 


フル 2 

才1」ジナルの映像をワイド画面いっぱいに表示します。 


* パソコンを HDMI ケーブルでつないだ場合は設定でさません。 


モーションフ□一 

が操作ち法は体機の設定•調整をする」 （32 ぺージ)をご覧ください。 


設定したいこと_頂目_巧目説明 

モーシヨンフロー 入 [入]を選ぶと、スポーツなどの動さび速い映像の残像感を減5 

( KDL -40 EX 52 H のみ） _し、映画などの動きを滑5かにします。画面表示などびちらつ 

tji く場をびありますび、故障ではありません。 


ごミ主意 


• 画質モードび[ゲーム]に設定されているとさは、モーション 
フ□一は[切]になります。 

• オプションボタンか5は設定でさません。ホームボタンから 
のみ設定でさます。 


sni 

攻 

定 

m 

が 

ず 

る 
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音質•音芦設定 


音質 



ミ凡 

巧 

定 

m 

が 

W 

ず 

る 


が操作ち法は r 本機の設定 • 調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 


設定したいこと 

巧目 

項目説明 

設定巧を 

共通 

すべての入力画面に共通の設定びでさます。 


現在の選択入力画面 
ち称 

下の入力画面で個別に設定びでさます。 

地上デジタル、 BS デジタル、 CS デジタル、ビデオ1、ビデオ2、 
コンポーネント、 HDMI 1、 HDMI 2、 HDMI 3 、PC 

音質モード 

ダイナミック 

重低音を響かせなび5、高音わ通るよラに、明瞭感あふれるメ 
UAU のさいた音質になりまず。 


スタンタード 

才 U ジナルの音源を活かし、全音域びノくランスよく自然にに 
びっていく音質になります。クラシック音楽や自然ドキユゾン 
夕 U —などのコンテンツ向さです。 


クリアボイス 

話しことばび聞さ取0やす<、長時間聞いてをちにやさしい音 
質にな0ます。 

標準に戻ず 

はい 

[はい]を選ぶと、[音質]の設定項目をお買い上げ時の設定に戻 
します。 


いいえ 


高音 

調整パーを左に動かすと高音部分び弱<なり、ちに動かすと強くな0ます。 

ほ音 

調整バーを左に動かすと低音部分び弱<なり、ちに動かすと強くな0ます。 

バランス 

調整バーを左に動かすと左側の音び大さくな0、ちに動かすとち側の音び大を<なります。 

サラウンド 

入 

本機のスピーカーだけで、通常のステレオ放送や、 5.1 ch サラ 
ウンドステレオ放送、つないだ機器の音声を臨場感のある立体 
的な音場で楽しむことびでさます。 


切 

5.1 ch などデジタル放送のサラウンド音声は、通常のステレオ 
音声 (2 ch ) に変換して再現します。それ料外の音声は才 U ジナ 
ル音声をそのまま再現します。 
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設定したいこと 

垣目 

巧目説明 

テレビ スピーカー 出力 

入 

本機のスピーカーか5音声び出ます。 


切 

本機のスピーカーか5音声び出なくなります。 

光音声出力 

才ート 

光デジタル音声出力に圧縮音声対応 AV アンプなどをつないでい 
るとをに選びます。デジタルの圧縮音声は圧縮音声のまま出力 
されます。アナ□グ歸画機器からの音声は、 PCM 音声のデジタ 
ル音声に変撰して出力されます。 


PCM 

光デジタル音声出力に圧縮音青に対応していない AV アンプや 
ホームシアター機器などをつないでいると走に選びます。デジ 
タルの圧縮音声ちアナ□グ歸画機器か5のアナ□グ音声ち、 

PCM 音声のデジタル信号に変換して出力されます。 



sHi 

巧 

定 

m 

が 

W 

ず 

る 
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^ 放送受信設定 

アンテナ設定 



ミ凡 

巧 

定 

m 

が 

W 

ず 

る 


が操作ち法は r 本機の設定 • 調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 


設定したいこと 

巧目 

巧目説明 

地上デジタル： 

アンテナレベル 

BS: 衛星アンテナレベル 

CS: 衛星アンテナレベル 

ビープ音 

アンテナの向さを調整するとさにテレビ画面で確認でさない場 
合には[入]にします。受信レベルび良いほど高い音、悪いほど 
低い音び出ます。[切]にすると音は消えます。 

受信中のチャンネルのアン 
テナレベルび確認でをます。 
地上デジタルでは[伝送 

伝送チャンネル 
(地上デジタルのみ） 

受信チャンネルを表示します。受信チャンネルを選んで、切り 
換え5れます。 

チャンネル]で、 BS/CS では 
[3 巧チャンネル番号]で受 
信するチャンネルを切〇換 
えて、チャンネルごとの受 
信レベルを確認でをます。 

化雨柏 

3巧チャンネル番号 

受信中のチャンネ J レま号を表示しまず。 

現在受信中の放送 

受信中の放送局名を表示しまず。 

アンテナサービス 

サービス技術者用の表示です。 

アンテナレペルはアンテナ 
設置方向の最適値を確認す 
るための目安です。表示さ 
れる数値は受信 C/N の換算 
値を表します。 

現な 

受信中のチャンネルの現在のアンテナレベル値を表示します。 

ピーク 

受信中のチャンネルの過去に取得でさた最大のアンテナレベル 
値を表术します。 


受信レベル表示バー 

受信中のチャンネルのアンテナレベルをバーで表示します。赤、 
黄、緑の順に受信レベルび高くなります。良好な放送受信には 
緑の受信レベルび望ましいです。 

BS’CS: 衛星アンテナ設定 

才ート 

本機の電源び入っているときに、本機び衛星アンテナに電源を 
供給するかどラかを自動的に判断します。本機の電源び切れて 
いるときは供給しません。 


入 

本機の電源び入っているときはつねに電源を供給します。本機 
の電源び切れているときは供給しません。[オート]の設定でお 
使いのとさ、 BS デジタルび映った0消えたりするとをは[入]を 
選びます。 


切 

電源を供給しません。マンションなどの共同受信システムのと 
をは[切]を選びます。 

地上アッテネーター 

入 

電波の送信元付近の地域などで、電波び強いためお隣チャンネ 
ルなどの干渉を賣けるよラなとさは、[入]を選ぶと画面のノイ 


切 

ズび軽減されます。 
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地上デジタル放送受信設定 


が操作ち法は体機の設定•調整をする」 （32 ぺージ)をご覧ください。 


設定したいこと 

垣目 

巧目説明 

デジタル共通： 

地域設定(県域） 

都道府県を 

お住まいの地域にをった放送チャンネル(地上デジタル、 BS デ 
ジタル、 CS デジタル共通)の情報を取得するために設定します。 
引越しなどでお住まいの地域び変わったと走は、新たに都道府 
県を選び直し、同時に[地上デジタル:自動チャンネル設定]で 
チャンネ J レを設定し直してください。 

デジタル共通： 

地域設定(郵梗番号） 

郵语番号 

お住まいの地域独自の放送チャンネル(地上デジタル、 BS デジ 
タル、 CS デジタル共通)の情報を取得するために設定します。 
お住まいの地域の郵便番号3衍または7巧を選択ボックスの数 
字を変化させて選ぶか、1〜10の数字ボタンで入力しまず。 

地上デジタル： 

自動チャンネル設定 

初期スキャン 

設定してあるチャンネ J レを消去し、受信巧能なチャンネルを自 
動で設定し直します。 


再スキャン 

設定してあるチャンネルは変えずに、自動で受信可能チャンネ 
ルを追加した0、変更になったチャンネルを更新した0します。 

地上デジタル： 

プリセット登録 

自動設定したチャンネルを 
手動で変更するとをに使い 
まず。 

地上デジタルの 
チャンネル 

U モコンの1〜12の数字ボタンで選局するチャンネルを設定 
でさます。受信するチャンネルにはチャンネル番号を選びます。 
受信しないチャンネルには [ - ] を選びます。 

地上デジタル： 

チャンネル登録 

自動設定したチャンネルを 
手動で変更するとさに使い 
まず。 

+/— 選局 

チャンネル—ボタンで選べるチャンネルを設定します。選 
ぶチャンネルには[する]、選ばないチャンネルには[しない]を 
選びます。 


巧のぺージにつヴ <-► 


■ 

設定•調整をずる 
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BS - CS デジタル放送受信設定 



ミ凡 
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が操作ち法は r 本機の設定 • 調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 


設定したいこと 

巧 目 

巧 目 説明 

BS: プリセット登録 

自動設定したチャンネルを 
手動で変更するとさに使い 
ます。 

BS デジタルの 
チヤンネル 

IJ モコンの1〜12の数字ボタンで還局するチャンネルを設定 
できます。受信ずるチャンネルにはチャンネルま号を選びます。 
受信しないチャンネルには [ - ] を逞びます。 

旧 S: プリセット登録]を表 
示中にオプションボタンを 
押すと表示されます。 

初期化 

リモコンの]〜] 2 の数字ボタンで選局するチャンネルを、 
お買い上げ時の設定に戻せます。 

BS: チャンネル登録 

自動設定したチャンネルを 
手動で変更するとをに使い 
ます。 

+ /— 選局 

チャンネル— ボタンで選べるチャンネルを設定します。選 
ぶチャンネルには[する]、選ばないチャンネルには[しない]を 
選びます。 

CS: プリセット登録 

自動設定したチャンネルを 
手動で変更するとをに使い 
ます。 

110 度 CS デジタルの 
チヤンネル 

リモコンの]〜] 2 の数字ボタンで選局するチャンネルを設定 
できます。受信するチャンネルにはチャンネル番号を選びます。 
受信しないチャンネルには [ - ] を選びます。 

に S: プ U セット登録]を表 
示中にオプションボタンを 
押すと表示されます。 

初期化 

リモコンの]〜] 2 の数字ボタンで選局するチャンネルを、 
お買い上げ時の設定に戻せます。 

CS: チャンネル登録 

自動設定したチャンネルを 
手動で変更するとをに使い 
ます。 

+ /— 選局 

チャンネル+ /— ボタンで選べるチャンネルを設定します。選 
ぶチャンネルには[する]、選ばないチャンネルには[しない]を 
選びます。 
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放送受信詳細設定 


が操作ち法は体機の設定•調整をする」 （32 ぺージ)をご覧ください。 


設定したいこと 

垣目 

巧目説明 

自動チャンネル変更 

ずる 

[する]を選ぶと、放送局やチャンネルび増えたとさや伝送チャ 


しない 

' ィ、ルが矣史れノ 1_と ci [し自動むな赫しホ^。 [ しノょし IJ を) SU 、 
と、自動では登録せず、チャンネルスキャンすると受信でをる 
よラになります。 

デジタル放送か 5 のダウン 
□ —ド 

才ート 

はート]を選ぶと、本機内部のソフトウエアを最新の状態に保 
つために、デジタル放送か 5 自動でダウン□ー ドします。 


しない 


BS : 地デジ難視対策衛星巧 
送表示 

入 

[入]を選ぶと、地上デジタル放送局の番組を BS 放送の番組表に 
表术します。 


切 



II 靈 . s をずる 
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1^ 録画設定 


が操作ち法は「本機の設定•調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 


設定したいこと 

巧目 

巧目説明 

チヤプター 

6分毎 

於分毎]を選ぶと、約6分間隔でチャプターを区切0ます。 


切 


番組追跡録画 

入 

[入]を選ぶと、番組の放送時刻変更に合わせて録画をします 
(が26ページ)。 


切 


自動削除 

入 

[入]を選ぶと、 HDD 空き容量びかない場合に、自動的にちい録 
画か5削除します。 


切 


録画時間 

番組終了/2時間/ 

3時間/4時間 

デジタル放送視聴中に録画ボタンを押したとさの録画時間を設 
定します。[番組終了]を選ぶと、見ている番組び終わるまで自 


動で録画でさます。 

番組終了まで残0 3分政内に[番組終了]を選ぶと、次のき組び 
終わるまで録画します。 


B 設定•調整をずる 
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機能設定 


省エネ設定 


が操作ち法は「本機の設定•調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 


設定したいこと 

垣目 

巧目説明 

消費電力 

消費電力量を抑えるよラに 

標華 

お買い上げ時の設定です。 

設定でさます。 

減(明） 

消費電力を抑えたいとさに選びます。 


減び音） 

[減(明)]よ0ちさらに消費電力を抑えられまず。 


減(消画） 

ラジオ放送などをお楽しみになると走に、画面を消して音声の 
みを楽しめます。画面を表示するには、電源スイッチ政がのボ 
タンを押してください。 

他面担 

消画にしたままで電源を切ると、次に電源を入れたとさは[消 
費電力]び[標準]に戻ります。 

明るさセンサー 

入 

[入]を選ぶと、周囲の明るさに合わせて自動で画面の明るさを 
調整します。[画質モー问と[消費量力]の設定によって、明る 


切 

さセンサーによる効果び異なった0、効果び出にくいことびあ 
0ます。 

無操作電源オフ 

切/ 1 時間/ 2 時間/ 

4 時間 

選んだ時間中に本機の操作(チャンネル切換や音量調節など)を 
しなかった場合に、自動で電源を切ります(電源スタンバイ）。 
[切]を選ぶと、電源は自動で切れません。 

PC パヮー 
マネジメント 

入 

[入]を選ぶと、 PC 入力のとさに無信号を検出すると約30秒後 
に自動で電源び切れます(電源スタンバイ）。信号び入力される 


切 

と自動で電源か入ります。 

(HDMI ケーブルでの接続は除く。） 


巧のぺージにつヴ <-► 



設定•調整をずる 
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視聴制限設定 


が操作ち法は「本機の設定 • 調整をする」 （32 ぺージ)をご覧ください。 


設定したいこと 

巧 目 巧 目 説明 

暗証番号設定 

[視聴年齢制限設定]を行ラために暗証番号を設定します。 

すでに暗証番号を設定してあるとさは変更でさます。設定してある暗証番号を入力してか 
5新しい暗証番号を設定してください。 


t，W も， 

設定した暗罰番号は忘れないよラにしてください。忘れてしまったと走は、[個人情報初 
期化]を行い、一度削除することで新しく設定し直せます。その場含は、初期化される内 
容(が50ページ)はすべて削除されるのでごを意ください。 

視聴年歸制帳設定 

デジタル放送で推奨する視聴年齢びある番組を、暗罰番号を入力しなければ視聴/予約で 
さないよラに設定でさます。[暗証番号設定]で暗証番号を入力したあと、年齢を設定しま 
す。 


B 設定•調整をずる 
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タイ 7 — 


が操作ち法は「本機の設定•調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 

設定したいこと 垣目 巧目説明 

オンタイマー オンタイマー 見たい番組びあるときや目覚まし時計びわりに、本機の電源を 

入れ5れます。 

[入]を選ぶと、設定した時刻に自動で電源び入ります。 


ごミ主意 


• [入]に設定したあとは、リモコンの電源スイッチで電源スタ 
ンバイ状態にしてください。本体の電源スイッチで電源を切 
5ないで < ださい。 

• [オンタイマー]を使ラには、デジタル放送を受信している必 
要びあります。 


ちよ ごと一 


[オンタイマー]で本機の電源び入ったあと、無操作で1時間び 
経過すると自動で電源び切れます(電源スタンバイ）。操作した 
場合は、電源は切れません。 


スリープタイマー 


曜日 

下か 5 曜日を選びます。 

毎日、毎週(月）〜僅)、日、月、乂、7ん木、金、±、毎週（日）、 
毎週(月）、毎週(火)、毎週(水)、毎週(木)、毎週(金)、毎週(±) 

時刻 

時刻を設定します。 

チヤンネル 

巧送とチャンネルを還びます。 

な 

曰里 

テレビスピーカーの音量を調節します。 

120分/ 90分/ 

自動で電源を切る（電源スタンバイ）までの時間を選びます。 


60分/ 45分/ 30分/ 
15分/切 


巧のぺージにつヴ <-► 
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表示設定 



ミ凡 
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が操作ち法は体機の設定•調整をする」 （32 ぺージ)をご覧ください。 


設定したいこと 

巧目 

巧目説明 

デジタル放送:字幕 

日本語/英語/切 

字幕のある番組を視聴中に字幕の言語を切 0 撰えたり、字幕を 
消した 0 でをます。 

デジタル放送： 

文字 スーパー 

日本語/英語/切 

臨時ニュースなど、文字スーバーび送信されているときに文字 
スーノ（一の言語を切り換えたり、文字スーノく一を消したりでき 
まず。 

本体設定 




が 操作ち法は r 本機の設定 • 調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 

設定したいこと 

I 頁目 

頃目説明 

高速起動 

入/切 

U モコンで電源を切ってから 2 時間 U (巧に電源を入れるとき、 

本磯を早く起動でをまず。待機時消費電力び増えますのでごを 
意ください。 

本体 HDD 巧期化 

HDD を初期化します。初期化すると録画した映像びすべて削除され、元に戻すことはで 
さません。 


個人情報初期化 削除ずる 梢り除する]を選ぶと、本機を廃棄したり讓渡したりするとをに、 

-個人的な情報を削除でさます。 

中止ずる 

巧]期化される内容 


• データ放送で登録した個人情報やポイントなど 
• 暗証番号•パスワードなどの登録情報 
• 予約の情報 
• メール 

• 放送設定の設定内容(地域設定など） 

• 接続ヴーバーの設定 
• ネットワーク設定 (IP アドレスなど） 

• 通信などによる各種証明書 
• デジタル放送各種チャンネル設定 
• 画質•音質などの設定 



本磯を廃棄、讓渡等するとさは、本機巧の HDD、 メモリーに 
記緑されているデータを削除ずることを強くおすずめします。 
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ネットワーク設定 


が操作ち法は体機の設定•調整をする」 （32 ぺージ)をご覧ください。 


設定したいこと 

垣目 

巧目説明 

ネットワーク設定 

IP アドレス取得方法 

[ DHCP を利用 （ DNS 自動)]を選ぶと、ルーターやプ□バイダー 
の DH 〔 P(Dynamic Host Configuration Protocol ) ヴーパ'—機 
能により、自動でネットワークの設定を割り当てます 。 [DHCP 
を利用 （ DNS 手動)]を選ぶと、ルーターやプ□バイダーの 
DHCP サーバー機能により、自動で DNS ヴーパーしが+のネット 
ワークの設定を割り当てます。 DNS サーバーの設定は手動で行 
います。 

[固定 IP アドレスを指赴を選ぶと、ルーターの使用状況やプ〇 
バイダーの指定にをわせて、手動でネットワークを設定する必 
要びあ0ます。 


接続診断 

ネットワークに正常に接続でをるか診断します。 


IP アドレス/サブネツ 
トマスク/デフオルト 
ゲートウエイ/ 

DNS サーバー（プライ 
マ U )/ DNS ヴーバ ー 
(セカンタ’ IJ ) 

[ IP アドレス取得方法]で[固定 IP アドレスを指定]を選んだとき 
に、で数字を選ぶか、1〜10の数字ボタンで入力します。 

[ IP アドレス取得方湖で [ DH びを利用 （ DNS 手動)]を選んだと 
さち、 [ DNS サーバー（プライマ 10] と [ DNS サーバー(セカン 
ダ1」）]を入力します。 


MAC アドレス 

ネットワーク上で、ネットワークインターフェースを識別する 
ために設定されている固有の番号を表示します。 

[ネットワーク設定]を表示 
中にオプションボタンを巧 
すと表示されます。 

プ□キシ設定 

プ□キシサーバー使用 インターネットプ□バイダーから 

プ□キシサーバーの指定びあると 
をは[する]に設定してください。 



プ□キシヴーバー [プ□キシヴーノ '：： 一使用]を[する]に 

設定したとさに入力してください。 



ポート （1 〜 65535) [プ n キシサーパ'-使用]を[する]に 

設定したとさに入力してください。 


巧のぺージにつヴ <-► 


■ 

設定•調整をする 
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外付け HDD 設定 4 



sAi 

巧 

定 

m 

が 

W 

ず 

る 


が 操作ち法は r 本機の設定 • 調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 

設定したいこと 

巧目説明 

が付け HDD 初期化 

外付け HDD を初期化します。 

列付け HDD 動作テスト 

外付け HDD のパフオーマンスを確認しまず。（あくまでち目安で、録画を保証するちので 
はありません。） 

列付け HDD 取り外し 

外付け HDD の取0がしをします。 


* 外付け HDD び接続されていない場合は表示されません。 
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巧 HDMI 機器制御設定 


が操作ち法は「本機の設定•調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 

設定したいこと 恒目 巧目説明 

HDMI1、 2、3入力に HDMI 機器制御に対応した機器をつない 
でいるときに、 HDMI 機器制御を有効にするかどうかを選びま 
す。[する]を選ぶと、[テレビー HHDM I機器電源連動]と [HDMI 
機器一►テレビ電源連動]の設定びでさるよラになります。 


HDMI 機器制御 する 


しない 


ごミ主意 


有効にな5ない場をは、接続した機器側の HDMI 設定ち巧って 
<ださい。 


テレビ^り01\/11機器 
電源連動 

ずる 

しない 

[する]を選ぶと、本機の電源を切るとさに HDMI 機器の電源を 
連動して切ります。 

■ 

sHi 

巧 

定 

HDMI 機器ーテレビ 

ずる 

[する]を選ぶと、 HDMI 機器で電源を入れたり、再生などの操 

m 

電源連動 


作をしたりするときに、本機の量源も連動して入ります。 

が 


しない 


を 




す 


HDMI 機器一覧 HDMI 入力につないだ HDMI 機器を一賣表示します。一覧表示されたオーディオシステム 

政外の機器は入力切換ボタンで選べるよラになります。[機器認識]を選ぶと、つなびれた 
HDMI 機器を再認識します。 


かんたん設定 

1 . 2.3 


が操作ち法は r 本機の設定•調整をする」 （32 ページ)をご覧ください。 

設定したいこと 

頃目説明 

かんたん初期設定 

地上 ‘ BS ’1 1 日度 CS デジタルの受信設定を、一連の流れでできます(が 15 ページ)。 
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録画/再生機器をつなぐ 


別売0 

© HDMI ケ—スレ (1 本) 


本機 



ごを意 


• ソニー製の High Speed HDMI ケーブルをご使用ください。 

(推奨: DLC-H D シ U - ズ201 ] 年1月現在） 

• 市販の HDMI ケーブルの中には、取り付け5れないちのちあ0ますのでごま意<ださい。 

• HDMI 機器電源連動に対応したオーディオ機器をつないだときは、光デジタル接続ケーブルで音 
声の接続わしてください(が56ページ)。 


別売0 

〇 D 映像ケーブル (1 本） © 言声ケースレ (1 本) 



本機の D4 映像入力端子は D1 〜 D4 すべてに対応しています。 


別売0 

©映像•音靑ケープルり本) 


本機 
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映像•音声信号の流れ 





































































































外付け HDD をつなぐ 



外付け HDD 
側売り） 


:映像'音青信号の流れ 


が付け HDD をネリ期化する 

ネ刃期化されていない外付け HDD を接続すると、外付け HDD 初期化画面び表示されます。♦■►で[はし)] 
を選び、@を巧してください。初期化しないと外付け HDD に録画でをません。 

ホームボタンを巧して、を(設定）(機能設定）^ [外付け HDD 設定]^ [外付け HDD 初期化] 
を選び初期化することちでさます。 


ネ刃期化すると録画した映像がずベて削除されます。 

外付け HDD を取り外す 

ホームボタンを巧して、さ馈思一因(機能設思一[外付け HDD 設定] 
を行ってか S 取り外してください。 


[外付け HDD 取り外し] 


外付け HDD に関するを意事項については、「外付け HDD をご使用時のを意事項」（@93ぺージ)をご覧ください。 


他機器を接続•操作ずる 
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オーディオ機器をつなぐ 





曰ド: ク~ — ノ J レ 

(別売り： RK-C330 など） 


音声信号の流れ 


ごを意 


• HDMI 機器電源連動に対応したオーディオ機器をつなぐとをは、 HDMI ケーブル(が54ページ)と光デジタル接続ケープ 
ルの両方での接続び必要です。 

• 光デジタル音声出力端子につなぐオーディオ機器び対応している音声信号にをわせて、[光音声出力](@41ページ)を 
設定してくださし、。 



音再入力節子 


% 


光デジタル入力対応のオーディオ機器をつなぐとき 

光デジタル音声入力端テを持つ AV アンプや、ホームシアター機器などをつなざます。 



つなぐ機器の後面 


穿财 


その他の才ーディオ機器 (2 ch 入力対応)をつなぐとき 


本機を面 


巧ホ 

諭 


つなぐ機器の後面 




固固 



^他機器を接続•操作ずる 
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パソコンをつなぐ 


Mini D-Subl5 - Mini D-5ub15 
ディスプレイケーブル(別売り； 
アナ□グ RGB) 



HDMI 接続に対応しているパソコンであれば、ス了レス::::ニプフブ 
HDMI ケーブルで接続でをます(が99ページ)。（抵化/よし)） 


映像•音声信号の流れ 

• 対応信号については、が79ページをご覧ください。 

• パソコンの画像を見るための操作については r パソコンの画像を映す」（が61ページ)をご覧くださし、。 



||他機器を接続•操作ずる 
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LAN ケーブルをつなぐ 


インターネット回線の状況に合わせてつないで 
ください。 


本機後面 



パソコンなどの 
ネットワーク機器 


ネッ h ワーク 
端子へ 


LAN! 端 テへ 


_ LAN ケーブル, 
(別売り） 


因 


ルーター機能付 ADSL 
モデム/光ファイバー 
モデムなど 


LAN LAN LAN WAN 

O D D D 


LAN ケーブルをお使いになるとさは 

• LAN ケーブルには、ストレートケーブルとク□スケー 
ブルの2種類びあります。 

モデムやルーターなどの種類により、使用するケーブ 
ルの種類び異なります。詳しくは、モデムやルーター 
の取扱説明書をご覧 < ださし、。 

• T00BASE-TX/10BASE-T タイプの LAN ケーブルをお使 
し、< ださい。 

詳しくは、モデムやルーターの取扱説明書をご覧くだ 
さい。 


お使いの ADSL モデム/光ファイバーモデムなどに、ルー 
ター機能びあるかどラかは、モデムなどに付属の取扱説 
明書をご賣ください。 

また、本機の動作のために、あ5かじめモデムなどのル~ 
ター機能設定び有効になっている必要びあります。詳し 
い設定方法はモデムなどに付属の取扱説明書をご覧くだ 
さし、。 


ADSL 回線のときは 

スプリッターへ 

ケープルテレビ回線のとをは 

同軸ケーブルでケーブルテレビの端テへ 

光ファイバー回線のとをは 

インターネット網へ 


:信号の流れ 


^他機器を接続•操作ずる 
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本機のネットワーク設定をする 

ネットワークに接続する機器に割り当て S れる 
固有の番号 （ IP アドレス)の設定などを、本機で 
行います。 

DHCP を利用ずるとさは 

1ホームメニューからを(設定) 一@(機能 
設定)一[ネットワーク設赶の順に選んで、 
@を巧す。 

2 ♦♦で [ IP アドレス取得方法]を選んで、® 
を押ず。 

3 ♦♦で！; DHCP を利用 （ DNS 自動)]または 
l ； DHCP を利用の NS 手動)]を選んで、® 
を押ず。 

[ DHCP を利用 （ DNS 手動)]を選んだときは、 
[DNS サーバー（プライマ U )] と [DNS ヴー 
バー(セカンダ U )] を入力して<ださい。入 
力のしかたについては、「固定 IP アドレスを 
指定するときは」の手順3〜6をご覧くださ 
い。 

4 ♦■►で[接続診断]を選んで、@を巧ず。 

5 ♦■►で[はい]を選んで、@を押す。 

接続診断び始まります。「正萬です。正しく 
入力されています。」と表示された5、戻る 
ボタンをくり返し巧して、設定を終了して 
<ださい。 


固定 IP アドレスを指定ずるときは 

1 「 DHCP を利用ずるときは J (が 左記)の 
手順！〜2を行ラ。 

2 ♦♦で[固定 IP アドレスを指定]を選んで、 
@を押ず。 

3 ♦♦で手動入力ずる項目を選んで、@を 
押ず。 

設定項目について詳しくは、が60ページを 
ご覧ください。 

4 ■■〜 Ei の数字ボタンまたは♦♦で3衍の 
数値を入力ずる。 

5 ■►でちの枠に移動ずる。 

6 手順4、5をくり返して4つの枠に入力し、 
@を押ず。 

7 他の項目を設定ずるときは、手順3〜6を 
くり返ず。 

8 ♦■►で腊続診断]を選んで、@を押す。 

9 ♦■►で[はい]を選んで、@を押ず。 

接続診断び始まります。「正常です。正しく 
入力されています。」と表示された5、戻る 
ボタンをくり返し巧して、設定を終了して 
ください。 


巧のぺージにつヴ <-► 


i 他機器を接続•操作ずる 
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設定項目 
頂目 


説明 



IP アドレス 

ネットワークに接続ずる機器に割 
0当てられる固有の番号でず。通 
常は3 fiT の数字4組を点で区切っ 
た形になっています。 

例:169.254 . XXX.XXX 

「xxx」 は〇〜255の任意の数字を 

入力します。 


ヴブネットマスク 

ネットワークを区切るために、 

ネットワークに接続する機器に割 
り当て5れる IP アドレスの範囲を 
限定するし < みです。 



例: 255.25弓. XXX.XXX 


デフオルトゲート 

IP アドレスの取得方法び[固定 IP 

他 

ウェイ 

アドレスを指定]の場合で、イン 

機 


ターネットに接続しないときは、 

器 


本機の IP アドレスを指定して<だ 

を 


さい。 

接 

続 


例：169.254 . XXX.XXX 

DNS ヴーパ.一 

ドメイン名を IP アドレスに置き換 

烏 

(プライマリ）/ 

える機能を持つサーバーで、 IP ア 

作 

DNS ヴーパ.一 

ドレスで特定されています。 

ず 

(セカンダリ） 

例：169.254 . XXX.XXX 

る 

MAC アドレス 

ネットワーク上で、ネットワーク 
インターフェースを識別するため 
に設定されている固有の番号を表 
示します。入力はでさません。 


ちよつと一^ 


「DNS サーノ く一び応答しません。」と表示された場合は、「故 
障かな？と思った5」（が69ぺージ)をご覧になり、接続 
と設定を確認してください。 


60 











つないだ機器の映像 
を見る 


パソコンの画像を 
映す 


あ5かじめ接続をしてください(が54ページ)。 

1 ^を押ず。 

2 iii をくり返し押して、入力を選ぶ。 



HDMI 1、 2、3入力端モにつないだ機器び HDMI 機器電源 
連動に対応している場合は、本機と HDMI 機器の電源び 
連動して入/切するよラに設定でをます。（「テレビ 
- HDMI 機器電源連動」、 「 HDM I 機器ーテレビ電源連動」 
(が53ぺージ )） 


パソコンを接続してください(:@57ぺージ)。 
対応入力信号については（が79ページ)。 


1 iii を押す。 

2 iii をくり返し押して、 D ( PC ) または 
— ( HDMI ) を選ぶ。~ 



□ 

PC 入力につないだパソコンの画像 

に切 D 換わります。 

口 

HDMI 1、 2、3入力につないだパソ 
コンの画像に切り換わ0ます。 


ちよつと一 


パソコン側で外部出力設定をしてください。詳しくは、 
パソコンの取扱説明書をご覧 < ださし、。 


他機器を接続•操作する 
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故障かな？と思った 5 


インターネットのホームページでもよくあるお問い含わせ 「 Q & A 」 を紹介しています。 
http://www.sony.co.jp/faq/bravia/ 



こんな場合は故障ではありません 


画面に光る点、または光5ない点 
がある。 


「ピシッ J というきしみ音び出る。 




電源を入れたときや電源スタンバイ 
時に r カチッ」と音びずる。 


\カチッ/ 



液晶テレビの映像は微細な画素の 
集合です。 

画面の一部に画素欠けや輝点び存 
在する場合びあ0ます。 


量源を入れているかどラかに関わ 
5ず、周囲との温度差でキャビネッ 
卜び伸縮し、「ピシッ」という音び 
出ることびおります。 


電源を入れたとさは、内部の回路び 
働くため音びします。 

また電源スタンバイ時は、データ受 
信やソフトウエアの書き換えのため 
に本機の電源び自動的に入0、音び 
することびあります。本機前面の 
図のランプびオレンジ色に点滅しま 
すび、故障ではありません。 


自己診断表示機能が働いていまず 



画面び消'え、本機前面の (1) ランプびホをに点滅ずる。 

本機に何5かの異甫び起さています。のランプの点滅回数をごお認 
のうえ、ソニーご相談窓□にお問い合わせください。 


困つたとさは 
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(T^ 


全般 


症状 

対処のしかた 

参照ページ 

本機の 電源び突然切れた/ 

• [無操作電源オフ]を設定していると自動的に電源び切れます。 

47 

し、つのまにか消えていた。 

• [オンタイマー]を利用して電源を入れた場を、無操作で1時間を経過す 
ると電源び切れます。 

49 

本機の 電ミ原が勝手に 
入つてしまラ。 

• ^01\/11機器制御設赶の|>101\/11機器^テレビ電源連動]を[しない]に設 
定してください。 

53 

色びつかない、 色びぉかしし、、 

• 田(画質‘映像設定)をお好みに合わせて調整して < ださい。 

34 

画面び暗い。 

• [消費電力]を確認してください。願蝴)]または頗(暗)]に設定され 
ていると画面び暗くなります。 

47 


• ご覧になる角度(視野角)び影響している場をびあります。 

画面の角度を前後に調節(チルト)するなど、画面を正面から見5れる 
よう設置調整してください （ KDL -22 EX 42 H のみ)。 

12 

音詞拙るび 画像び出ない。 

• [消費電力]を確認してください。[減(消画)]に設定されていると画像 
は出ません。 

このときは本機前面の図 0 ランプび緑色に点灯します。 

47 

画像び 乱れる。 

•本機の近くで携帯電話や電子レンジ、掃除機などを使用すると、映像 
や音靑び一時的に乱れることびあります。 



• 画像の輪郭び乱れる場をは[シネマドライブ]を[切]にしてください。 

35 


• HDD の特性上、ごくまれに画像び乱れることびありまずび、故障では 
ありません。 


画面サイズび 勝手に 

切0換わる。映像び上下に動く。 

• [オートワイ问が[入]に設定されていると映像に適した画面サイズを 
自動的に判断しまず(お買い上げ時は[入]に設定されています)。気に 
なるときは[オートワイ问を[切]にしてください。 

37 

チヤンネルび映らなぃ。 

• チヤンネルを再度設定してください。 

43、44 

チヤンネル +/— 

Ttt タンで選局でさない。 

• チヤンネル登録で、チヤンネル+/— ボタンで選局でさるチヤンネル 
を設定して < ださい。 

43、44 

でナ □ グ )5 夕 ち!び受信できない。 

• 本機はアナ□グ放送には対応していません。 



巧のページにつヴ <—► 


■困つたとさは 
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地上デジタル 

症げ _ 対処のしかた _ 参照ぺージ 

地上デジタルび言でさ 
なし、/地上デジタルの厘 i 像 
び乱れる。 

•アンテナレベルを確認しなびら地上波アンテナの位置、方向、角度を 42 

調藝してください。強風などでアンテナの向さび変わっていないか確 
認してください。 

• プースターのレベルを下げてみてください。信号を増幅しすざると受 
信でさないことびあります。 

• アンテナを直接つないでいるか、ケーブルテレビに ATV ) を夏信してい 13 

るかを確認してください。ケーブルテレビ放送含社によって、再送信 
の方式び異なります(本機び対応しているのは y ':ススルー方式のみで 
す)。 

• 有料放送を見るには視聴契約してください。 

•お住まいの地域によって放送び異なります。必ず、チャンネルスキャ 43 

ンの前に[デジタル共通:地域設定(県域)]を設定して < ださい。 

• [地上デジタル：自動チャンネル設定]で[初期スキャン]または[再ス 43 

キャン]してください。 

•電波び強すざたり、弱すざる場合びあります。[地上アッテネーター] 42 

を[入]または脚]に切り換えてください。 


• お住まいの地域で地上デジタルび放送開始されているか確認してくだ 
さい。 

• 地上デジタルに対応したアンテナにつないでください。 


困つたとさは 
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BS /110 度 CS デジタル 


症状 


対処のしかた 

参照ページ 

BS デジタル • 110 度 CS デジタルび 

受信できない。 

• 電源コードを损を、衛星用同軸ケーブルのお線び BS/11 日度 CSIF 入力 
端テやケーブルのまわりの金属部分に触れていないか確認して<ださ 
い。 




• BS’l 10 度 CS デジタルに対麻したアンテナおよび同軸ケーブルにつない 
で < ださし、。 

13 



•アンテナや分配器、分波器、ブースターなどび BS’ 11 日度 CS デジタルに 
対応していないと養信でさません。詳しくは、お買い上げ店か、マンショ 
ン管理尝社にお問い合わせください。 




• 目 S アナ□グチューナー内蔵の録画機器か 5 アンテナ接続ケーブルをつ 
なぐと夏信でをません。分配器を使って本職と BS アナ□グチューナー 
内蔵録画機器にそれぞれつないでください。 




• 衛星アンテナの前方に障害物びないか確認してください。 




• 旧 S‘GS: 衛星アンテナ設定]を[オート]または[入]に設定してください。 
マンションなどの共同受信システムの場をは[切]に設定してください。 

42 



•衛星アンテナレベルを確認しなびら衛星アンテナの位置、方向、角度 
を調馨してください。強風などでアンテナの向きび変わっていないか 
確認してください。 

42 



• 有料 BS デジタルやり日度 CS デジタルの寅信契約(加入申し込み)をして 
<ださい。 


BS デジタル¬ 
り 日度 CS デジタ 

ルの 画像び 


•雨や雪び降ると映りび悪くなることびあります。また、お住まいの地 
域び晴れていてち、送信する放送衛星を社の地域で雨や雪び降ってい 
ると映りび悪くなることびあります。天候の回復をお待ちください。 


繫 


乱れる。 


• 降雨対応放送の場をは、画質や音質び通常放送に比べお下した状態で 
寶信します。 

72 

接続機器 

症状 


対処のしかた 

参照ページ 

つないだ機器の 国た出なし、 0 

• つないだ機器の電源び入っているか確認してください。 




• 接続ケーブルの端子び正しく、しっかり差し込まれているか確認して 
<ださい。 

54 、 55 、 

57 



• 本体または U モコンの入力切撰ボタンを巧して、入力を切り換えてく 
ださい。 

61 


巧のぺージにつヴ <-► 


困つたとさは 
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症げ 

対処のしかた 


参照ページ 

人す)切で、 つないだ機器び 
選べない、入力を切り換え5れない。 

• 接続ケープルの端子び正し<、 
<ださい。 

しっかり差し込まれているか確認して 

54. 57 

録画•再生中ではないのに、外付け 

HDD の 動作音びする。 

• 番組表情報を取得するとをに、 

が付け HDD び回転します。 


r 過電流を検出しまし 

た」 と表示される。 

•本機の電源を切り、一度外付け HDD ( USB 機器)を取りがして、再度接 
続してください。 

55 



困 

ご 

た 

と 

さ 

は 


症状 

対処のしかた 

参照ぺージ 

画像は出るび、 音た出なし、 0 

• 音量び下びりさっていないか確認してください。 



• 画面に「消音」の表示び出ているとをは、 U モコンの消音ボタンまたは 
音量+ボタンを押して表示を消してください。 

97 


• [テレビスピーカー出力]を[入]にしてください。[切]に設定されてい 
ると、本機か5は音は出ません。 

41 


• へッドホンを抜いてください。 

99 

聞きたい音 芦になってし、なぃ。 

•二か国語放送などで、副音声や第2音声になっている場をは、音声切換 
ボタンを巧して、音芦を切り換えてください。 

97 

音声び出なぃ/音青び 33た、しし、 0 

• [サラウン问を[切]に設定してください。番組によっては、サラウンド音 
声にしていると音び聞こえにくかったり、間こえなくなることびあります。 

40 


• HDMI 入力端テにつないだ機器を再生しているとさ、光デジタル音声出 
力端テから音声は出力されますび、録音はでさません。 



• 一時停止になっていないか確認してください。 

29 


• 早送りまたは早戻しになっていないか確認してください。 

29 


66 









〔録画•予約•ムープ) 


症状 対処のしかた 参照ぺ—ジ 


が! した番組び録画 •本体の電源スイッチで電源を切ると、録画されません。録画予約棲は、 

さ;^^い U モコンの電源スイッチで電源を切ってください。 

20 

• 番組の変更にをわせて録画するには、[番組追跡録画]を[入]に設定し 
てください。録画予約した番組の開始時刻び変わったとき[切]に設定 
されていると、正しく録画されません。 

46 

胃てし、る0 央^び録画されない。 • 録画は予約録画び優先されます。予約録画と重なっていないか確認し 

てください。外付け HDD を接続していなくてち、が付け HDD への予約 
録画と重なっているとをは録画でさません。 


録画中に[録画停止]を選んでも • 録画び止まる前に HDD にデータを記録するため、止まるまでに十数秒 

すぐに 録画び 止ホらな1、 かかりまず。録画の状態によっては、録画び停止するまでに通常より 

1 U_<Js CM / 0 も時間びかかる場をびあります。 


画像は出ているび、•電波び強すざたり、弱すざる場をは録画されないことびあります。[地 
し、 上アッテネーター]を[入]または[切]に切り換えてください。 

42 

予約したのに 11@さ；11てし、 • 本機からのメールを確認してください。 


なし、。 •録画中に停電びありませんでしたか？ 


• 1時間政上の停電びあ0、時計び止まっていなかったか確認して<ださ 
い。 


• コピー制御信号び含まれている映像を録画、または録画予約していな 
いか確認してください。 


• 後から設定した予約、または優先設定や延長設定をした予約び重なっ 
ていなかったか確認してください。 

26 

• HDD の残量び足りているか確認してください。 


• 録画した映像の数び上限 (300 個）に達していると録画でさません。 


• 視聴年齢制限を超えた番組か確認してください。 

48 

• 有料番組か確認してください。 


• B - CAS カードび正しい向きで挿入されているか確認してください。 


•外付け HDD に番組を録画する場合は、初期化が必要です。ホームメ 
ニューか5[外付け HDD 初期化]を行ラか、または、 USB ケーブルを再 
度差し込み、自動的に起動する[外付け HDD 初期化]を行ってください。 

55 


困 

ご 

た 

と 
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困 

ご 

た 

と 

さ 

は 


症状 対処のしかた 参照ぺージ 


予約した内容び途中で切れて • 本機からのメールを確認してください。 


•をか5設定した予約、または優先設定や延長設定をした予約び重なっ 
ていなかったか確認してください。 

26 

• 番組の中断びなかったか確認して<ださい。 


• コピー制御信号び含まれている映像び途中から始まらなかったか確認 
して < ださし、。 


• HDD の残量び足りているか確認してください。 


• 録画中に停電びありませんでしたか？ 


• 録画終了時刻から開始する別の録画予約びなかったか確認してくださ 
い。 


•夏信:!犬態び悪かった場合、途切れます。 


ムーフびでさない。 • ムーブ時間び予約録画時間と重複すると、ムーブは実行されません。 

30 

ムーブび失敗する。 • 本機からのメールを確認してください。 


• ムーブ中に予約録画の開始時間になると、ムーブはキトンセルされます。 

30 

• ムーブ中に本体の電源ボタンで主電源を切ると、ムープはキャンセル 
されます。 

30 

• ムーブ中に電源コードを抜いたり USB ケープルを抜くと、録画された 
番組び消滅する場をびあります。 

30 

•本機に振動を与えたり、使用中に電源コードを抜いたりしたとさは、録 
画された番組びムーブでさない場をびあります。 

30 

じ(育した内容びな<なっ • 更新»画び設をされているか確認して<ださい。 

26 

• [自動削除]び[入]に設定されていると、 HDD の空き容量びかない場を 
に、録画された映像び自動的に削除されます。 

46 

• ムーブ中に電源コードを抜いたり USB ケーブルを抜くと、録画された 
番組び消滅する場をびありまず。 

30 

• 録画•再を中に電源コードを抜いたり USB ケープルを抜くと、録画され 
た番組び消滅する場合びあります。 



ごを意 


HDD に関するを意事項については、が93ページをご覧くださし、。 
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症状 

対処のしかた 

参照ページ 

最初から 始ま5ない。 

.つづを 再生になっていないか確認してください。映像選択時に、オプ 
シヨンか5原旨、出し]を選んでくださし、。 

29 

追いかけ 再生で きなぃ。 

•アンテナの受信状態び悪かったり、アンテナ線び抜けていると、追い 
かけ再生でさないことびあります。 



• 録画中の番組の途中からスクランブル解除でさない信号び入った場を、 
追いかけ再生でさません。 


( ネットワーク） 

症げ 

対処のしかた 

参照ページ 

ネツ トワ ータに つなび5ない。 

• LAN ケーブルやネットワーク機器の電源コードびはずれていないか確 
認してください。 

58 


•ネットワーク設定で [ IP アドレス取得方湖をに HCP を利用 （ DNS 自動)] 
または [DH びを利用 （ DNS 手動)]に設定している場合、 DHCP ヴーバ ー 
びを在しないと磯器の認識に時間がかかる場合びあります。[接続診断] 
をしてください。また、[接続診断]の結果で 「 DNS サーバーび応答しま 
せん」と表示されるとさは、接続と設定ちあわせて確認して<ださい。 

51、58、 

59 


巧のページにつヴ <—► 


困つたとさは 
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その他） 


ランプの点滅 


困 

ご 

た 

と 

さ 

は 


症げ 

対処のしかた 

参照ぺージ 

図0ランプがオレンジ色に点 
滅する。 

• 本機び自動的にソフトウェアの書を換えをしています。異常ではあり 
ません。 

書さ換えには 10 分前後かかります。書を換え中は本機を操作できない 
ことびあ 0 ます。 

14 

(1) ランプびホ创こ点滅する。 

•本機に何らかの異常び起をています。点滅回数をご確認のラえ、ソニー 
ご相談窓□にお問い含わせください。 

62 

リモコン 

症状 

対処のしかた 

参照ぺージ 

1」モコンで 本機を操作でき 

• 電池を交換してください。 

15 

ない。 

• 電池の受©を正しい向さに入れてください。 

15 


• &ランプびホ色に点打していないとさは、本体の電源スイッチを押し 
て < ださい。 

15 


• 1」モコン先端部を手などで覆わないよラにして操作してください。 



• 本機のリモコン受光部の前には物を置かないようにしてください。 

95 

リモコンの u 〜 KRl の 

数字ボタンを がしても、 

•数字ボタンを押す前に、見たい放送(地上デジタル、目 S デジタル、 11 日 
度 CS デジタル)のボタンを巧してください。 

16 

チヤンネルび選べない。 

• チゎンネル番号を直接入力する場をは、1日キーボタンを押したあとに 
数ぞボタンを押してください。最後にボタンを押すとチヤンネルび 
切り換わります。 

16 
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番組表 


症状 

対処のしかた 

参照ページ 

ま組表に表おされる 

少ない。 

• お買い上げ時、または長時間本体の電源スイッチで主電源を切った状 
態のあとは、番組表に表おされる番組びかないことびあります。しば 

5< 視聴すると表示されます。 



• 番組表が表示されているとさに、♦•►で番組情報び出ていないチャンネ 
ルを選び、決定ボタンを押してください。選んだチトンネルの番組情 
報を取得し直します。 

17 

ま組表に表おされる チサン 

ネルが少ない。 

• ま組表が表示されているとさに、オプションか 5 [チャンネル表示形式] 

を選んで[すべて表示]に設定してください。 

17 


有料放送 


症状 

対処のしかた 

参照ページ 

gP 放 in び視聴でさない。 

• 視聴契約してください。 


圆回ホル 

症状 

対処のしかた 

参照ページ 

表示されない設定 項目び 

ある。 

• 夏信している放送や設定•調藝状況によっては、表おされない項目や設 
定できない項目びあります。 


地上デジタル のが 胃® 
スー:^び表示されなし、。 

• 地上デジタルの各放送局をしばらく視聴すると、放送局のマークび表 
示されます。 



巧のページにつヴ <—► 


困つたとさは 
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( エフー メッセーシ） 


メッセージー覧 エラーコード 対処のしかた 参照ぺージ 


B - CAS 力ードを入れてくださ • 目- CASA - ドび挿入されていません。 B - CAS 力ードを正し 

し、 < 入れて < ださい。 

12 

B - CAS 力ードを読み取れませ コード： X X X X • 目- CASA - ドがは使えません。付属の B - CAS 力ードをお 

ん。カードを抜き差ししてを 使い<ださい。 

12 

直らない場合はのスタマーセ . B - CAS カードの入れる向きび前後、表裏逆向きになってい 
ンターにお問い合わせくださ ないか確かめてか5、もう一度しっかり入れ直してくださ 
し、 し、 

12 

• B - CAS 力ードび破損している場合や、入れ直してもメッ 
セージび表示されるとをは、 B - CAS カスタ7—センター(電 
話番号0570 -000-250) へお問いをわせください。 

12 

1 この B - CAS カードには必要なコード： XX XX •還局したま組はホ契約のため視聴でをません。ご覧のチャ 

g 情報びありません。ご覧のチャ ンネルのカスタマ-センタ-までも'問し、合ねせくださし、。 

こ） ンネルのカスタマーセンター 
た にお問い合わせください。 

と 


さ 本機では、このサービスには E 210 •放送チトンネルではないため、視聴できません。 

は対応していません。 別のチャンネルを選局してくださし、。 


降雨対応放送に切り換わりま E 201 •雨などの影響により、衛星からの電波び弱くなったため、 

た 降雨対応放送に切り換わりました。画質や音質び低下した 

状態で賽信します。天候が回復次第、元の状態に戻ります。 


受信でをません。政下の操作 E 202 •悪天候による受信障害やアンテナの設定、調整び正しくで 

で^信でキる場合びあじ ます- きていない場含びあります。また放送されていないチャン 

^ i、,it +…ホ^/-、- ネルを選局している場合や夏信できないチヤンネルび設定 

ケ-ブルをつなき直す/アソ了 されている場をびあります。 

ナ再調整/「地上デジタル:自動 

チャンネル設赴を行う。 


受信でをません。ケーブルを E 202 •悪天候による受信障害やアンテナの設定、調磬び正しくで 

っなぎ直すかア、ノ^ 十 g 調?* きていない場含びあります。また放送されていないチャン 

ナ「心、た,て/ド、^,..て， ネルを選局してし、る場をもあります。 

なとをしてくたさい。大雨•大 

雪び影響している場合わあり 

ます。 
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メッセージー覧 


エラーコード対処のしかた 


参照ページ 


このチャンネルは現在休止中 E 203 • 放送を休止しているチャンネルを選局しています。 

でォ。 別のチャンネルを選局してくださし、。 


該当するチャンネルはありま E 204 • 放送のないチャンネルを選局しています。 

ん。 別のチャンネルを選局してください。 


チャンネルび設定されていま • チャンネルび割り当てられていない数字ボタンを押してい 

せん。 ます。 

43、44 

この信号には対応していませ • パソコンまたは HDMI の入力信号び未対応の信号です。 

ん。入力する信号を変更して 

<ださい。 


前回電源を正常に切ることび • メッセージび表示されている間は、電源を切ったり電源プ 

できませんでした。本体 ラグを抜いた t ) しないで<ださい。 

HDD を再認識中です。電源 

を切5ないで < ださい。 


前回電源を正常に切ることび • メッセージび表示されている間は、電源を切ったり電源プ 

スホ丰 e んでし +■_ 外イ寸け ラグを抜いたりしないでください。また、 USB ケーブルも 

HDD 铜認識中です。電源 ® urcDU ^ cf ： UT ：'< rcz：rUo 

を切った0 USB ケーブルを抜 

かないで < ださい。 


本体 HDD にアクセスでをま • ；><ッセージに従ってください。 

せん。ホームの r 設定」か5「本 

体 HDD 初期化」を行ってくだ 

さい。それでちアクセスでさ 

ない時は使い方相談窓口にご 

連絡ください。 


外付け HDD にアクセスでき • メッセージに従ってください。 

ません。ホームの「設定」か5 

「外付け HDD 初期化」を行っ 

て<ださい。それでちアクセ 

スでさない時は使い方相談窓 

□にご連絡ください。 




困 


ご 

た 

と 

を 

は 
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別売りアクセサリーを取り付ける 


本機は!;•(下の別売アクセヴ U —に対応してしなす Q 0 11年1月現在)。 

• 壁掛けユニット 

SU - WL 500： KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 
SU - WL 100： KDL -22 EX 42 H 
• フ□アスタンド 

SU - FL 71 M ： KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H 
SU - FL 71 L ： KDL -40 EX 52 H 

壁掛け ユニッ トはお実な取り付けび必要です。必ず専門業者に取り付けを巧頼してください。本書と 
とちにお使し)の別売アクセヴ U —の取扱説明書をよくお読みのうえ、お実な取り付けを行ってください。 


壁掛け ュニッ ト (SU-WL500/SU-WL100 ) を使う 

KDL -40 EX 52 H /32 EX 42 H ( SU - WL 500) KDL -22 EX 42 H ( SU - WL 100) 




下記もご覧ください。 

. 壁掛け ユニッ トの取扱説明書 
• 「テレビ取り付け寸法表」（が 75 ページ) 
• 「スタンドを取りはずす」（が11ページ) 


ごを意 


壁掛けユニット使用時に、テレビ後面と壁の間の距離は約 6 cm にな0ます。接続でをるケープルをご使用<ださい。 


6 cm 



B その他 
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取り付け寸法は取り付け状態により若干異なることびあります。 


A 警告 

取0付ける壁にはテレビ質量の4倍に耐えられる強度を要します。 
テレビの質量はページをご覧くださし、。 


巧のページにつヴ <—► 
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ネジ•フック心置一覧表 


テレビ型名 

ネジ位置 

フック位置 

KDL-40EX52H 

d、g 

b 

KDL-32EX42H 

も g 

C 

KDL-22EX42H 

— 

b 


ネジ位置 

マウンティングフックをテレビに取り付ける場合 
SU-WL500 




ろ 


S 

化 




M 


间 


m 


フック位置 

テレビをベースブラケットに取り付ける場合 
SU-WL 500 



SU-WL100 




~ b —— 









TT 


上記のテレビ型名表に記載されている機種では、 a の 
フック位置は使用しません。 



1その他 
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フ□アスタンドを使う 


本機との設置について 

別売アクセヴ U —の取扱説明書にある設置手順 
に対応して本機では1;•(下の作業び必要です。本 
書とあわせてアクセヴ U —の取扱説明書ちご覧 
ください。 

はじめにフ□アスタンドに付属の取扱説明書の 
rn フ□アスタンドを組み立てる」をご覧になり、 
フ□アスタンドを組み立ててください。 

組み立て後、「且テレビの取り付け準備をする」 
のかわりに、なの手順を行ってください。 

1必要に応じてテレビに付属のスタンドを 
はずず。 

スタンドのはずしかたはが本書の11ページ 
をご覧ください。 


ごミち意 


テレビに付属のスタンドに戻す場をは、必ず保管し 
たネジを元の場所に取り付けてください。 

2ブラケットをテレビに取り付ける。 

フ□アスタンドに付属のネジ ( M 6 X 16)4 本 
で固定します。 

KDL-40EX52H 


® (SU-FL71M) 
® (SU-FL71L) 



KDL-32EX42H 



ごを意 


角巧び中央より上部になるよラに、左ちを正しく置 
いて < ださい。 


3フック®をブラケットに取り付ける。 

KDL-40EX52H 




その他 


引を続さフ□アスタンドの取扱説明書をご覧に 
なり、テレビをフ□アスタンドに取り付けてく 
ださい(回〜且)。 
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主な仕様 


形式 

A — ドデイスク内蔵液晶テレビ 

受倍方式 

地上デジタル放を方式、 BS デジタル放送ち式、110度 CS デジタル放送方式 

受信チヤンネル 

地上デジタル ‘ BS デジタル’110度 CS デジタル(テレビ•ラジオ•独立データ)の各チヤンネル 

BS デジタル’110度 CS 
デジタル対応周波数 

1022 -2072 MHz 

BS デジタル‘110度 CS 
デジタル対応□一カル 
周波数 

10.678 GHz 

映像圧縮方式 

MPEG -2 

音声圧縮方式 

MPEG -2 AAC 

使用スピーカー 

40 EX 52 H ： 

フルレンジ 3.0 X1 5.0 cm 精円型 
(2) 

32 EX 42 H /22 EX 42 H ： 

フルレンジ 3.0 X 10.0 cm 精円型 (2) 

音声出力(実用最大出力） 

40 EX 52 H /32 EX 42 H ：10 W +10 W 

22 EX 42 H ：3 W + 3 W 

アンテナ端子 

UHF 、 巨 S /110 度 CS IF 75 n F 型コネクター(コンバーター巧電源出力、 DC 15 V 最大 4 W 、 

お線側+、オート/入/切、六ニュー切り換え） 

ビデオ1、2入力端子 

映像：ピンジャック 

音声：ピンジャック、2チャンネル 

コンポーネント入力端子 

D 4 映像: D 端デ 

音声：ピンジャック、2チャンネル 

HDMI 1 〜3入力端子 

映像:デジタル RGB / YCb ( Pb ) CrCPr ) 

音声: P〔M (32/44.1/48 kHz ) 

(アナ□グ)音声 ( HDMI 3 入力のみ）： PC 音声入力端デを兼巧 

音声出力(固定)端モ 

2 ch 出力、ピンジャック 

へッドホン端子 

ステレオ S ニジャック 

光デジタル音声出力端モ 

角型端子、 P 〔 M (48 kHz )、 MPEG 2 AAC ( デジタル放送） 

LAN り0/1 00) 端子 

10 BASE - T /100 BASE - TX コネクター(ネットワークの使用環境により、接続速度に差び生じることびあ 
ります。本繳ま1 0 BASE - T /1 OOBASE - TX の通信速度や通信品質を保証するものではありません。） 

PC 入力端子 

RGB 映像 : Mini D - Sub 15 ピン 
音声:ステレオ S ニジャック 

USB 端子 

Hi-Speed USB 

HDD 録画端子 


ス出ホ端子 


その他 
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受信機型サイズ (40 V など)は、有効画面の対角寸法を基準とした大ささの目まです。 


PC 入力対応信号表 



解像度 

水平周液数 [kHz]/ 

VESA 規格 


水平 [pixel] /垂直 [line] 

垂直周波数 [Hz] 

VGA 

640/480 

31.5/60 

〇 

SVGA 

800/600 

37.9/60 

〇 

XGA 

1024/768 

48.4/60 

〇 


1280/768 

47.4/60 

〇 

WXGA 

1280/768 

47.8/60 

〇 


1360/768 

47.7/60 

〇 

SXGA* 

1280/1024 

64/60 

X 

1080 p* 

1920/1080 

67.5/60 

X 


" KDL -40 EX 52 H のみ対応してしほす。 

• Sync on Green/Composite Sync / Interlace 信号には対応していません。 

• PC 入力对応信号表 m 外の信号を入力した場合、正しく表示されなかった D 、 各種設定びできなかったりすることびあります。 
• 本機は垂直周波数び 60 Hz の入力信号を推契しています。 

•接続状況によっては、映像びにじんだりぼやけたりして、正しく表示されないことびあります。その場合、パソコンの 
設定を変更して PC 入力対応信号表にある他の入力信号を選んでください。 

巧のぺージにつヴ <-► 


型ち 

KDL-40EX52H 

KDL-32EX42H 

KDL-22EX42H 

使巧温度 

5 で〜 35む 

消費電力 

116W 

85W 

46W 

消費電力(待機時） 

0.3W (リモコン待機時ただし、 
データ取得時を除く）、 21W (高 
速起動 r 入」時） 

0.3W(U モコン待機時ただし、 
速起動「入」時） 

データ取得時を除く）、 17W (高 

年間消費電力量 
(スタンダード時） 

125 kWh/ 年 

84kWh/ 年 

64kWh/ 年 

区分名 

DG2 

DN2 

DK2 

受信機型サイズ* 

40V 

32V 

22V 

パネル解像度 

1920 XI 080X3 (RGB) 

13目 6X768X3 (RGB) 



(ドット:水平 X 垂直） 

(ドット:水平 X 垂直） 


有効画面サイズ 
(幅•高さ•巧角） 

88.6-49.8-101.6cm 

69.8 ■39.2- 80.0cm 

47.7-26.8-54.801X1 

視野角(左ち/上下） 

176/176度 (JEITA 規格準拠コントラスト比10:1 ) 

170/16日度 (JEITA 規格準拠コン 
トラスト比 10:1) 

最大外形寸法 

94.3 X 58.9 X 4.2cm 

75.5X48.5X4.2cm 

52.9 X 34.7 X 4.2cm 

(最大突起部分を除く） 

94.3 X 60.7 X 25.4cm (スタンド 

75.5X50.1 X22.5cm (スタンド 

弓 2.9X36.2 XI 7.2cm (スタンド 

(幅 X 高さ X 奥行を） 

含む） 

含む） 

含む） 

HDD 容量 

500ギガバイト 

質量 

12.3kg 

8.6kg 

4.8kg 


W.gkg (スタンド含む） 

り. 0kg (スタンド含む） 

6.0kg (スタンド含む） 

電源 

AC100V. 50/60HZ 


II その他 


電源部、その他 
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区分ちと年間消費電力量について 

• 区分名 

「エネルギーの使用の合理化に関する法律(省エネ法)」では、テ 
レビに使用される画素数、表示素子、動画表お及び付加機能の 
有無等に基づいた区分を巧っています。その区分名称を言いま 
す。 

• 年間消費電力量 

省エネまに基づいて、一般家庭での1曰の平均視聴時間 (4.5 時 
間)を基準に算出した、1年間に使用する電力量です。 

• r」ISC 6100日- 3-2 適合品」です。 

JISC 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性-第 3-2 
部:限度値-高調波電流発生限度値 （ 1相当たりの入力電流び 20 A 
UTF の機器)」に基づを、商用電力系統の高調波環境目標レベル 
に適合して設計•製造した製品です。 （ KDL -22 EX 42 川ま除く） 

• HDMI 、 HDMinzJ 、 および High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。 

• Adobe は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ 
社)の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。 

• 本製品は、株式会社 ACCESS の NetFront 目 rowser を搭載して 
います。 

• ACCESS 、 ACCESS □ユ NetFront は、日本国、米国、および 
その他の国における株式会社 ACCESS の登録商標または商標で 
す。 

• © 2010 ACCESS CO ., LTD . All rights reserved . 

• 本製品の一部分に Independent JPEG G の叩び開発したモ 
ジュールび含まれています。 

• このテレビは曰本国内巧です。電源電圧、放送規格の異なるが 
国ではお使いになれません。 

• 仕様およびが観は改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承ください。 

Hsmi 

NetFront ACCESS™ 


長くお使いいただくためのお手入 
れ方法 

液晶画面には、反射による映0込みを抑えたり、映像を 
見やすくしたりするために、特殊な表面処理を施してい 
ます。 

誤ったお手入れをした場合、テレビを傷つける原因にを 
な0ますので、次のことを必ずお守0ください。 


液晶画面、外装のお手入れについて 



• お手入れをずる前に、必ず電源プラグをコンセントから扳いて 
<ださい。 

• 液晶の画面は特殊加工びされていますので、なるべく画面に軸 
れないよラにして < ださい。 

• 本機に直接水や洗剤をかけないでください。吹をかけた水や洗 
剤び画面下部やが装部にたれて本機び故障する場合びあります。 



中性洗剤を水で薄める。 
固く絞る。 


. 画面や外装のちれをふを取るとさは、めびね拭をなどの乾いた 
柔らかい巧でそっとふを取って<ださい。 

• 万一、油性マジックなどび付着してしまった場合は、水で薄め 
た中性洗剤などに巧を浸して固く絞ってふを取り、最後に乾い 
た巧で軽くふいてください(強くこすると、液晶表面に傷びつ 
去ます)。 

. クレンヴーのよラな研磨剤び入った洗剤は使わないでください。 

. ふを取るとさの圧力で、液晶配列び崩れて、巧れのよラに見え 
ることびありまず。これは、電源を入れ直ずと元に戻ります。 

• 印刷面は乾いた柔らかい巧で T 寧にふいてください。 / n などで 
ひっか<と、印刷面び傷つくことびあります。 



揮発性のをの(殺虫剤、 
シンナー、ベンジンなど） 
は使用しないでくださし V 


• 殺虫剤のよラな揮発性のちのをかけたり、シンナーやベンジン 
などは使ったりしないでください。変質したり、塗装びはげた 
りすることびあります。 

. 3’ムやビニール製品に長時間接軸させると、蜜質したり、塗装 
びはけ"たりすることびあ0まず。 

• 巿販の化学ぞラさんやク U —ニングク□スなどを使ラとをは、 
その販売会社に確認してください。 

• 市販の液晶パネル用保護フィルターなどは使わないでください。 
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ソフトウェアに関する 
重要なお知らせ 

この度は弊社製品（凹下「本製品」）をお買い上げい 
たださあ D びとラござレます。 

本製品のご使用を開始される前に必ず、本製品に 
含まれるソフトウェアに関するこのお知らせをお 
読み < ださい。 

お客様による本製品の使用開始をちって、このお 
知らせの内容をご確認の上、ご同意レただけたち 
のとさせてレたださます。 

ソフトウェアほ用許諾契約 

ま 

本製品に含まれるソフトウェア(む下「許諾ソフト 
ウェア J とします）につさまして、下記のソフト 
ウェア使巧許諾契約書厉ぴ本冊子の;欠のぺージ W 
降に記載されておりまず各 r お知5せ J をご確認く 
ださい。 

なお、下記のソフトウェア使用許諾契約書と、各 
r お知5せ J に記載されておりまずソフトウ王アの 
使用許諾ま件に矛居及は融韶などびある場合には、 
各 r お知6せ J にかかるソフトウ王アの節囲におい 
て、各 r お知6せ J に記載されておりまず使用許諾 
ま件び握巧致しまず。 

ソフトウェア使巧許諾契約書 

本巽約は、お客様（な下「使用ち」とします）と脾 
社（な下「ソニー」とします）との間における許詰 
ソフトウェアの使用許諾に関する条件を規定して 
おじます。 

第1条(総則） 

許諾ソフトウェアは、日本国内外の善作権法並び 
に普作ちの権利及びこれに隣接ずる権利に関する 
諸条約その他知的財産権に関する法律によってな 
護されています。許諾ソフトウェアは、本巽約の 
条件に従いソニーから使用をに対して使用許諾さ 
れるちので、許諾ソフトウェアの菁作権等の知的 
財産権は使用をに移転いたしません。 

第2条(使用権） 

1. ソニーは、許詰ソフトウェアの日本国内にお 
ける非独占的な使用権を使用ちに許語します。 

2. 前項に定める使巧権とは、本製品上において 
のみ、使用ちび許詰ソフトウェアを使用する 
権利をいいます。 

3. 許語ソフトウェアの使用は私的範囲に限定さ 
れるものとし、使用ちは許語ソフトウェアを 
営利目的に用いてはならないちのとします。 


第3を（許語を件） 

1. 使用ちは、許詰ソフトウてアの一部及は全部 
を複製、複写若しくは修正、追加等の改変を 
してはならないちのとします。 

2. 使用ちは、許語ソフトウェアを日本国外に輸 
出又は移送してはならないちのとします。 

3. 使用ちは、許語ソフトウェアに関し 、リバー 
スエンジニアリング、逆アセンプル、逆コン 
パイル等のソースコード解析作業を行っては 
ならなレちのとします。 

4. 使用ちは、許詰ソフトウてアの一部を許詰ソ 
フトウェアから切り離して単独のソフトウェ 
アとして使用してはならないちのとします。 

5. 使用ちは、許詰ソフトウェアを再使用許詰、 
貸与又はI」ースその他のちまで第兰ちに使用 
ごせてはならなし)ちのとします。 

6. 使用ちは、許語ソフトウェアを使用して、ソ 
ニーを含む第云ちの著作権、特許権その他の 
知的財産権を侵害するよラな行為を行っては 
ならなレちのとします。 

7. 使用ちは、本製品と共に許詰ソフトウェアの 
一切（全ての構成部分、マニュアルなどの関連 
書類、電モ文書なび本契約文書を含みます）を 
譲受人に譲渡し、かつ当該讓受人び本契約の 
全条項に同意することを条件とし、許語ソフ 
トウェア及び前条に規定するその使用権を第 
=ちに讓渡することびでをるをのとします。 

尚、許語ソフトウェアの一切び譲受人に讓渡 
され、かつ当該譲賣人び本契約の全条項に同 
意した時点をちって、当該譲受人とソニーと 
の間で本契約の内容を条件とする契約び成立 
し、かつ、元の使用ちとソニーとの間での本 
契約は解除されるものとします。 

第4条（許語ソフトウェアの権利） 

許諾ソフトウてアに関する菁作権等一切の権利は、 
ソニー及びソニーび許諾ソフトウェアに含まれる 
ソフトウてアの使用、再許諾を許諾された原権利 
ち（な下「原権利ち」といいます）に帰属するちの 
とし、使用ちは、許諾ソフトウェアに関して本契 
約に基づさ許諾された使用権な外の権利を有しな 
し、ちのとします。 

第5条（無保証） 

許諾ソフトウェアの使用は、使用をの責任で巧っ 
ていただくちのとします。許諾ソフトウェアは現 
巧有姿でソニーから使用をに対して提供されるち 
のとし、ソニ…及び原権利ちは使用をに対して、 
エラー•パグ等の不具をびないこと、中断なく稼 
動ずること、有用であること、使用をのご利用目 
的に合致していること等を含め、許諾ソフトウェ 
アに関し明示であると載示であるとを問わず何ら 
のな証ち行わないちのとします。 


第6条（ソニー及び原権利ちの免責） 

許諾ソフトウてア（全ての構成部分、媒体、電子 
で書、マニュアルなどの関連書類を含みます）に 
関連して使用を又は第兰ちに生じた損害に対して、 
ソニー及び原権利ちび負ラべさ責任の範囲は、許 
諾ソフトウェアの使用権取得に際して使用をび負 
担された金藻を超えないちのとします。但し、こ 
れを制限ずる別途ま律の定めびある屬合はこの限 
りではありません。 

第7条（第兰ちに対する責任） 

使用をび許諾ソフトウェアを使用ずることにより、 
第兰ちとの間で普作権、特許権その他の知的財産 
権の侵害を理由として紛争び生じた場合、使用ち 
自身び自らの費巧で稱ミ夫ずるちのとし、ソニー及 
び原権利をに一切の迷惑をかけないちのとしまず。 

第8条（許語ソフトウェアのアップデート） 

使用をは、許諾ソフトウェアの機能の向上、エラー 
の修正等の目的のため、 ソニー、原権利を、放さ 
事業ち又はそれらび委託した第=をび、インター 
ネット、放送、列部機器等を利用して、許諾ソフ 
トウェアを適宜アップデートずること、及びアッ 
プデートされた許諾ソフトウェアについてち本異 
約の各条件び適用されることに同意ずるちのとし 
まず。 

第9条(契約解除） 

1 . ソニーは、使用ちにおいて次の各号の一に該 
当する事由び生じた場合、直ちに本契約を解 
除し、又はそれによって蒙った損害の賠償を 
使用ちに巧し請ホでをるちのとします。 

0) 本契約に定める条項に違反したとを 
(2) 差巧、仮差巧、仮処分その他強制執行の申 
立を受けたとを 

2. 本契約解除後といえども、第1ま、第4を打至 
第7ま、第10をおよび第11まの規定は、有効 
にを続するものとします。 

第10条（許詰ソフトウェアの廃棄） 

前条の規定により本巽約び終了した摇合、使用ち 
は、直ちに許諾ソフトウェアの使用を中止し、許 
話ソフトウェアの全てを廃棄ずるか、ソニーに対 
して返還ずるちのとします。ソニーび要求した場 
合、使巧をは許諾ソフトウェアを廃棄した旨を証 
明ずるで書をソニーに差し入れるちのとしまず。 

第 11 条（その他） 

1. 本契約の一部び法律によって無効となった場 
合でも、当該を項政列は有効にを続するもの 
とします。 

2. 本契約の準拠法は、日本国の法律とします。 

3. 本契約に定めなを事項若しくは本契約の解釈 
に疑義をちじた場合には、ソニー巧び使用ち 
は誠意をちって協議し、賴まするちのとします。 

な上 
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ソフトウェアに関するお巧 
百せ 

GNUGPL/LGPL 適用ソフ 
トウェアに関するお巧!百せ 

本製品には、 iU 下の GNU General Public 
License 似下に PU としまず）または GNU 
Lesser General Public License 拟下 「LGPU と 
しまず）の適用を寅けるソフトウェアび含まれて 
おります。 

お宮様は添付の GPIVLGPL の条件に従いこれらの 
ソフトウてアのソースコードの入手、改変、再配 
巧の権利びあることをお知らせいたしまず。 

バッケージリスト 
Linux Kernel 
Busvbox 
し E Linux Tools 
binutils 

gcc 

gdb 

gdb-host 

gdbserver 

mtd-utils 

glibc 

jfs-utils 

e2fsprogs 

smartmontools 

これらのソースコードは、 Web でご提供してお 
ります。 

ダウン□ー ドずる際には、 iU 下の URL にアクセ 
スしてください。 

httpy / www . sony . net / Products / Linux / 

なお、ソースコードの中身についてのお問い合わ 
せはご遠慮ください。 

GNU GENERAL PUBLIC 
LICENSE 

Version 2, June 1991 

Copyright に） 1989,1991 Free Software Foundation, 
Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 
USA Everyone is permitted to copy and distribute 
verbatim copies of this license document, but 
changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take 
away your freedom to share and change it. By 
contrast, the GNU General Public License is intended 
to guarantee your freedom to share and change free 
software—to make sure the software is free for all its 
users. This General Public License applies to most of 
the Free Software Foundation's software and to any 
other program whose authors commit to using it. 
Gome other Free Software Foundation software is 
covered by the GNU Library General Public License 
instead.) You can apply it to your programs, too. 

When we speak of tree software, we are referring to 
freedom, not price. Our General Public Licenses are 
designed to make sure that you have the freedom to 
distribute copies of free software (and charge for this 
service if you wish), that you receive source code or 


can get it if you want it, that you can change the 
software or use pieces or it in new free programs; 
and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions 
that forbid anyone to deny you these rights or to ask 
you to surrender the rights. 

These restrictions translate to certain responsibilities 
for you if you distribute copies of the software, or if 
you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a 
program, whether gratis or for a fee, you must give 
the recipients all the rights that you have. You must 
make sure that they, too, receive or can get the 
source code. And you must show them these terms 
so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright 
the software, and (2) offer you this license which 
gives you legal permission to copy, distribute and/or 
modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want 
to make certain that everyone understands that 
there is no warranty for this free software. If the 
software is modified by someone else and passed on, 
we want its recipients to know that what they have is 
not the original, so that any problems introduced by 
others will not reflect on the original authors' 
reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by 
software patents. We wish to avoid the danger that 
redistributors of a free program will individually 
obtain patent licenses, in effect making the program 
proprietary. To prevent this, we have made it clear 
that any patent must be licensed for everyone's free 
use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, 
distribution and modification follow. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, 
DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other 
work which contains a notice placed by the 
copyright holder saying it may be distributed 
under the terms of this General Public License. 
The "Program", below, refers to any such 
program or work, and a "work based on the 
Program" means either the Program or any 
derivative work under copyright law: that is to 
say, a work containing the Program or a portion 
of it, either verbatim or with modifications and/ 
or translated into another language. 
{Hereinafter, translation is included without 
limitation in the term "modification".) Each 
licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and 
modification are not covered by this License; they are 
outside its scope. The act of running the Program is 
not restricted, and the output from the Program is 
covered only if its contents constitute a work based 
on the Program {independent of having been made 
by running the Program). Whether that is true 
depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies 
of the Program's source code as you receive it, 
in any medium, provided that you 
conspicuously and appropriately publish on 
each copy an appropriate copyright notice and 
disclaimer of warranty; keep intact all the 
notices that refer to tnis License and to the 
absence of any warranty; and give any other 
recipients of the Program a copy of this License 
along with the Program. 


You may charge a fee for the physical act of 
transferring a copy, and you may at your option offer 
warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the 
Program or any portion of it, thus forming a 
work based on the Program, and copy and 
distribute such modifications or work under the 
terms of Section 1 above, provided that you 
also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry 
prominent notices stating that you 
changed the files and the date of any 
change. 

b) You must cause any work that you 
distribute or publish, that in whole or in 
part contains or is derived from the 
Program or any part thereof, to be 
licensed as a whole at no charge to all 
third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads 
commands interactively when run, you 
must cause it, when started running for 
such interactive use in the most ordinary 
way, to print or display an announcement 
including an appropriate copyright notice 
and a notice that there is no warranty (or 
else, saying that you provide a warranty) 
and that users may redistribute the 
program under these conditions, and 
telling the user how to view a copy of this 
License. (Exception: if the Program itself is 
interactive but does not normally print 
such an announcement, your work based 
on the Program is not required to print an 
announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a 
whole. If identifiable sections of that work are not 
derived from the Program, and can be reasonably 
considered independent and separate works in 
themselves, then this License, and its terms, do not 
apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same 
sections as part of a whole which is a work based on 
the Program, the distribution of the whole must be 
on the terms of this License, whose permissions for 
other licensees extend to the entire whole, and thus 
to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights 
or contest your rights to work written entirely by you; 
rather, the intent is to exercise the right to control 
the distribution of derivative or collective works 
based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not 
based on the Program with the Program (or with a 
work based on the Program) on a volume of a 
storage or distribution medium does not bring the 
other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a 
work based on it, under Section 2) in object 
code or executable form under the terms of 
Sections 1 and 2 above provided that you also 
do one of the following: 

a) Accompany it with the complete 
corresponding machine-readable source 
code, which must be distributed under 
the terms of Sections 1 and 2 above on a 
medium customarily used for software 
interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid 
for at least three years, to give any third 
party, for a charge no more than your cost 
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of physically performing source 
distribution, a complete machine- 
readable copy of the corresponding 
source code, to be distributed under the 
terms of Sections 1 and 2 above on a 
medium customarily used for software 
interchange; or, 

c) Accompany it with the information you 
received as to the offer to distribute 
corresponding source code. (This 
alternative is allowed only for 
noncommercial distribution and only if 
you received the program in object code 
or executable form with such an offer, in 
accord with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form 
of the work for making modifications to it. For an 
executable work, complete source code means all 
the source code for all modules it contains, plus any 
associated interface definition files, plus the scripts 
used to control compilation and installation of the 
executable. However, as a special exception, the 
source code distributed need not include anything 
that is normally distributed (in either source or binary 
form) with the major components (compiler, kernel, 
and so on) of the operating system on which the 
executable runs, unless that component itself 
accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made 
by offering access to copy from a designated place, 
then offering equivalent access to copy the source 
code from the same place counts as distribution of 
the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object 
code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or 
distribute the Program except as expressly 
provided under this License. Any attempt 
otherwise to copy, modify, sublicense or 
distribute the Program is void, and will 
automatically terminate your rights under this 
License. However, parties who have received 
copies, or rights, from you under this License 
will not have their licenses terminated so long 
as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, 
since you have not signed it. However, nothing 
else grants you permission to modify or 
distribute the Program or its derivative works. 
These actions are prohibited by law if you do 
not accept this License.Therefore, by modifying 
or distributing the Program (or any work based 
on the Program), you indicate your acceptance 
of this License to do so, and all its terms and 
conditions for copying, distributing or 
modifying the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any 
work based on the Program), the recipient 
automatically receives a license from the 
original licensor to copy, distribute or modify 
the Program subject to these terms and 
conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the 
rights granted herein. You are not responsible 
for enforcing compliance by third parties to this 
License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or 
allegation of patent infringement or for any 
other reason (not limited to patent issues), 
conditions are imposed on you (whether by 
court order, agreement or otherwise) that 
contradict the conditions of this License, they 
do not excuse you from the conditions of this 


License, if you cannot distribute so as to satisfy 
simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, 
then as a consequence you may not distribute 
the Program at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free 
redistribution of the Program by all those who 
receive copies directly or indirectly through 
you, then the only way you could satisfy both it 
and this License would be to refrain entirely 
from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or 
unenforceable under any particular circumstance, 
the balance of the section is intended to apply and 
the section as a whole is intended to apply in other 
circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to 
infringe any patents or other property right claims or 
to contest validity of any such claims; this section has 
the sole purpose of protecting the integrity of the 
free software distribution system, which is 
implemented by public license practices. Many 
people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that 
system in reliance on consistent application of that 
system; it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any 
other system and a licensee cannot impose that 
choice. 

This section is intended to make thoroughly clear 
what is believed to be a consequence of the rest of 
this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is 
restricted in certain countries either by patents 
or by copyrighted interfaces, the original 
copyright holder who places the Program 
under this License may add an explicit 
geographical distribution limitation excluding 
those countries, so that distribution is 
permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License 
incorporates the limitation as if written in the 
body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish 
revised and/or new versions of the General 
Public License from time to time. Such new 
versions will be similar in spirit to the present 
version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version 
number. If the Program specifies a version number of 
this License which applies to it and "any later 
version", you have the option of following the terms 
and conditions either of that version or of any later 
version published by the Free Software Foundation. 

If the Program does not specify a version number of 
this License, you may choose any version ever 
published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program 
into other free programs whose distribution 
conditions are different, write to the author to 
ask for permission. For software which is 
copyrighted by the Free Software Foundation, 
write to the Free Software Foundation; we 
sometimes make exceptions for this. Our 
decision will be guided by the two goals of 
preserving the free status of all derivatives of 
our free software and of promoting the sharing 
and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF 
CHARGE. THERE IS NO WARRANTY FOR THE 


PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY 
APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE 
STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS 
AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE 
PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY 
KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE THE 
ENTIRE RISK ASTOTHE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. 
SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU 
ASSUMETHE COST OF ALL NECESSARY 
SERV に ING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE 
LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY 
WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 
PROGRAM AS PERMITTED ABOW, BE LIABLE TO 
YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERA し 
SPEOA し INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR 
INABILIT 丫 TO USE THE PROGRAM (INCLUDING 
BUT NOT LIMITEDTO LOSS OF DATA OR DATA 
BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES 
SUSTAINED BY YOU ORTHIRD PARTIES OR A 
FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WtH 
ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH 
HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED 
OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND 
CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New 
Programs 

If you develop a new program, and you want it to be 
of the greatest possible use to the public, the best 
way to achieve this is to make it free software which 
everyone can redistribute and change under these 
terms. 

To do so, attach the following notices to the program. 
It is safest to attach them to the start of each source 
file to most effectively convey the exclusion of 
warranty; and each file should have at least the 
"copyright" line and a pointer to where the full notice 
is found. 

cone line to give the program's name and a brief 
idea of what it does.> 

Copyright に） <year> <name of author> 

This program is free software; you can redistribute it 
and/or modify it under the terms of the GNU General 
Public License as published by the Free Software 
Foundation; either version 2 of the License, or (at 
your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be 
useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even 
the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE See the GNU 
General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General 
Public License along with this program; if not, write 
to the Free Software Foundation, Inc., 59Temple 
Pla ぴ ， Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by 
electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short 
notice like this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of 
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author Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO 
WARRANTY; for details type 'show w'. 

This is free software, and you are welcome to 
redistribute it under certain conditions; type 'show c' 
for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' 
should show the appropriate parts of the General 
Public License. Of course, the commands you use 
may be called something other than ’show w' and 
—show c’; they could even be mouse-clicks or menu 
け ems—whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a 
"copyright disclaimer" for the program, if necessary. 
Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest 
in the program 'Gnomovision' (which makes passes 
at compilers) written by James Hacker. 

(signature ofTy Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit 
incorporating your program into proprietary 
programs. If your program is a subroutine library, you 
may consider it more useful to permit linking 
proprietary applications with the library. If this is 
what you want to do, use the GNU Library General 
Public License instead of this License. 

GNU LESSER GENERAL 
PUBLIC LICENSE 

Version 2.1, February 1999 

Copyright に） 1991,1999 Free Software Foundation, 
Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 
USA 

Everyone is permitted to copy and distribute 
verbatim copies of this license document, but 
changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It 
also counts as the successor of the GNU Library 
Public License, version 2, hence the version number 
2 . 1 .] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take 
away your freedom to share and change it. By 
contrast, the GNU General Public Licenses are 
intended to guarantee your freedom to share and 
change free software-to make sure the software is 
free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, 
applies to some specially designated software 
package 卜 -typically libraries—of the Free Software 
Foundation and other authors who decide to use it. 
You can use it too, but we suggest you first think 
carefully about whether this license or the ordinary 
General Public License is the better strategy to use in 
any particular case, based on the explanations below. 

When we speak of tree software, we are referring to 
freedom of use, not price. Our General Public 
Licenses are designed to make sure that you have 
the freedom to distribute copies of free software (and 
charge for this service if you wish); that you receive 
source code or can get it if you want it; that you can 
change the software and use pieces of it in new free 
programs ； and that you are informed that you can do 
these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions 
that forbid distributors to deny you these rights or to 


ask you to surrender these rights. These restrictions 
translate to certain responsibilities for you if you 
distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, 
whether gratis or for a fee, you must give the 
recipients all the rights that we gave you. You must 
make sure that they, too, receive or can get the 
source code. If you link other code with the library, 
you must provide complete object files to the 
recipients, so that they can relink them with the 
library after making changes to the library and 
recompiling it. And you must show them these terms 
so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1) 
we copyright the library, and (2) we offer you this 
license, which gives you legal permission to copy, 
distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very 
clear that there is no warranty for the free library. 
Also, if the library is modified by someone else and 
passed on, the recipients should know that what 
they have is not the original version, so that the 
original author's reputation will not be affected by 
problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to 
the existence of any free program. We wish to make 
sure that a company cannot effectively restrict the 
users of a free program by obtaining a restrictive 
license from a patent holder. Therefore, we insist that 
any patent license obtained for a version of the 
library must be consistent with the full freedom of 
use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is 
covered by the ordinary GNU General Public License. 
This license, the GNU Lesser General Public License, 
applies to certain designated libraries, and is quite 
different from the ordinary General Public License. 

We use this license for certain libraries in order to 
permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether 
statically or using a shared library, the combination 
of the two is legally speaking a combined work, a 
derivative of the original library. The ordinary General 
Public License therefore permits such linking only if 
the entire combination fits its criteria of freedom. The 
Lesser General Public License permits more lax 
criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public 
License because it does Less to protect the user's 
freedom than the ordinary General Public License. It 
also provides other free software developers Less of 
an advantage over competing non-free programs. 
These disadvantages are the reason we use the 
ordinary General Public License for many libraries. 
However, the Lesser license provides advantages in 
certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a 
special need to encourage the widest possible use of 
a certain library, so that it becomes a de-facto 
standard. To achieve this, non-free programs must be 
allowed to use the library. A more frequent case is 
that a free library does the same job as widely used 
non-free libraries. In this case, there is little to gain by 
limiting the free library to free software only, so we 
use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library 
in non-free programs enables a greater number of 
people to use a large body of free software. For 
example, permission to use the GNU C Library in 
non-free programs enables many more people to use 
the whole GNU operating system, as well as its 
variant, the GNU/Linux operating system. 


Although the Lesser General Public License is Less 
protective of the users' freedom, it does ensure that 
the user of a program that is linked with the Library 
has the freedom and the wherewithal to run that 
program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, 
distribution and modification follow. Pay close 
attention to the difference between a "work based 
on the library" and a "work that uses the library". The 
former contains code derived from the library, 
whereas the latter must be combined with the library 
in order to run. 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, 
DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software 
library or other program which contains a 
notice placed by the copyright holder or other 
authorized party saying it may be distributed 
under the terms of this Lesser General Public 
License {also called "this License"). Each 
licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions 
and/or data prepared so as to be conveniently linked 
with application programs (which use some of those 
functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software 
library or work which has been distributed under 
these terms. A "work based on the Library" means 
either the Library or any derivative work under 
copyright law: that is to say, a work containing the 
Library or a portion of it, either verbatim or with 
modifications and/or translated straightforwardly 
into another language. {Hereinafter, translation is 
included without limitation in the term 
"modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of 
the work for making modifications to it. For a library, 
complete source code means all the source code for 
all modules it contains, plus any associated interface 
definition files, plus the scripts used to control 
compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and 
modification are not covered by this License ； they are 
outside its scope. The act of running a program using 
the Library is not restricted, and output from such a 
program is covered only if its contents constitute a 
work based on the Library {independent of the use 
of the Library in a tool for writing it). Whether that is 
true depends on what the Library does and what the 
program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies 
of the Library's complete source code as you 
receive it, in any medium, provided that you 
conspicuously and appropriately publish on 
each copy an appropriate copyright notice and 
disclaimer of warranty; keep intact all the 
notices that refer to tnis License and to the 
absence of any warranty; and distribute a copy 
of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of 
transferring a copy, and you may at your option offer 
warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the 
Library or any portion of it, thus forming a work 
based on the Library, and copy and distribute 
such modifications or work under the terms of 
Section 1 above, provided that you also meet 
all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a 
software library. 
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b) You must cause the files modified to carry 
prominent notices stating that you 
changed the files and the date of any 
change. 

c) You must cause the whole of the work to 
be licensed at no charge to all third 
parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers 
to a function or a table of data to be 
supplied by an application program that 
uses the facility, other than as an 
argument passed when the facility is 
invoked, then you must make a good 
faith effort to ensure that, in the event an 
application does not supply such function 
or table, the facility still operates, and 
performs whatever part of its purpose 
remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute 
square roots has a purpose that is entirely 
well-defined independent of the application. 
Therefore, Subsection 2d requires that any 
application-supplied function or table used by 
this function must be optional: if the 
application does not supply it, the square root 
function must still compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work 
as a whole. If identifiable sections of that work 
are not derived from the Library, and can be 
reasonably considered independent and 
separate works in themselves, then this License, 
and its terms, do not apply to those sections 
when you distribute them as separate works. 
But when you distribute the same sections as 
part of a whole which is a work based on the 
Library, the distribution of the whole must be 
on the terms of this License, whose permissions 
for other licensees extend to the entire whole, 
and thus to each and every part regardless of 
who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights 
or contest your rights to work written entirely by you; 
rather, the intent is to exercise the right to control 
the distribution of derivative or collective works 
based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not 
based on the Library with the Library (or with a work 
based on the Library) on a volume of a storage or 
distribution medium does not bring the other work 
under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary 
GNU General Public License instead of this 
License to a given copy of the Library. To do 
this, you must alter all the notices that refer to 
this License, so that they refer to the ordinary 
GNU General Public License, version 2, instead 
of to this License. (If a newer version than 
version 2 of the ordinary GNU General Public 
License has appeared, then you can specify 
that version instead if you wish.) Do not make 
any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is 
irreversible for that copy, so the ordinary GNU 
General Public License applies to all subsequent 
copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of 
the code of the Library into a program that is not a 
library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a 
portion or derivative of it, under Section 2) in 
object code or executable form under the 
terms of Sections 1 and 2 above provided that 


you accompany it with the complete 
corresponding machine-readable source code, 
which must be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering 
access to copy from a designated place, then offering 
equivalent access to copy the source code from the 
same place satisfies the requirement to distribute the 
source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object 
code. 

5. A program that contains no derivative of any 
portion of the Library, but is designed to work 
with the Library by being compiled or linked 
with it, is called a "work that uses the Library". 
Such a work, in isolation, is not a derivative 
work of the Library, and therefore falls outside 
the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with 
the Library creates an executable that is a derivative 
of the Library (because it contains portions of the 
Library), rather than a "work that uses the library". The 
executable is therefore covered by this License. 
Section 6 states terms for distribution of such 
executables. 

When a "work that uses the Library" uses material 
from a header file that is part of the Library, the 
object code for the work may be a derivative work of 
the Library even though the source code is not. 
Whether this is true is especially significant if the 
work can be linked without the Library, or if the work 
is itself a library. The threshold for this to be true is 
not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, 
data structure layouts and accessors, and small 
macros and small inline functions (ten lines or less in 
length), then the use of the object file is unrestricted, 
regardless of whether it is legally a derivative work. 
(Executables containing this object code plus 
portions of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, 
you may distribute the object code for the work 
under the terms of Section 6. Any executables 
containing that work also fall under Section 6, 
whether or not they are linked directly with the 
Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may 
also combine or link a "work that uses the 
Library" with the Library to produce a work 
containing portions of the Library, and 
distribute that work under terms of your choice, 
provided that the terms permit modification of 
the work for the customer's own use and 
reverse engineering for debugging such 
modifications. 

You must give prominent notice with each copy of 
the work that the Library is used in it and that the 
Library and its use are covered by this License. You 
must supply a copy of this License. If the work during 
execution displays copyright notices, you must 
include the copyright notice for the Library among 
them, as well as a reference directing the user to the 
copy of this License. Also, you must do one of these 
things: 

a) Accompany the work with the complete 
corresponding machine-readable source 
code for the Library including whatever 
changes were used in the work (which 
must be distributed under Sections 1 and 
2 above); and, if the work is an executable 


linked with the Library, with the complete 
machine-readable "work that uses the 
Library", as object code and/or source 
code, so that the user can modify the 
Library and then relink to produce a 
modified executable containing the 
modified Library. {It is understood that 
the user who changes the contents of 
definitions files in the Library will not 
necessarily be able to recompile the 
application to use the modified 
definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism 
for linking with the Library. A suitable 
mechanism is one that (1)uses at run 
time a copy of the library already present 
on the user's computer system, rather 
than copying library functions into the 
executable, and (2) will operate properly 
with a modified version of the library, if 
the user installs one, as long as the 
modified version is interface-compatible 
with the version that the work was made 
with. 

c) Accompany the work with a written offer, 
valid for at least three years, to give the 
same user the materials specified in 
Subsection 6a, above, for a charge no 
more than the cost of performing this 
distribution. 

d) If distribution of the work is made by 
offering access to copy from a designated 
place, offer equivalent access to copy the 
above specified materials from the same 
place. 

e) Verify that the user has already received a 
copy of these materials or that you have 
already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work 
that uses the Library" must include any data and 
utility programs needed for reproducing the 
executable from it. However, as a special exception, 
the materials to be distributed need not include 
anything that is normally distributed (in either source 
or binary form) with the major components 
(compiler, kernel, and so on) of the operating system 
on which the executable runs, unless that 
component itself accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the 
license restrictions of other proprietary libraries that 
do not normally accompany the operating system. 
Such a contradiction means you cannot use both 
them and the Library together in an executable that 
you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work 
based on the Library side-by-side in a single 
library together with other library facilities not 
covered by this License, and distribute such a 
combined library, provided that the separate 
distribution of the work based on the Library 
and of the other library facilities is otherwise 
permitted, and provided that you do these two 
things: 

a) Accompany the combined library with a 
copy of the same work based on the 
Library, uncombined with any other 
library facilities. This must be distributed 
under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined 
library of the fact that part of it is a work 
based on the Library, and explaining 
where to find the accompanying 
uncombined form of the same work. 
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8. You may not copy, modify, sublicense, link with, 
or distribute the Library except as expressly 
provided under this License. Any attempt 
otherwise to copy, modify, sublicense, link with, 
or distribute the Library is void, and will 
automatically terminate your rights under this 
License. However, parties who have received 
copies, or rights, from you under this License 
will not have their licenses terminated so long 
as such parties remain in full compliance. 

弓 . You are not required to accept this License, 

since you have not signed it. However, nothing 
else grants you permission to modify or 
distribute the Library or its derivative works. 
These actions are prohibited by law if you do 
not accept this License. Therefore, by modirying 
or distributing the Library (or any work based 
on the Library), you indicate your acceptance 
of this License to do so, and all its terms and 
conditions for copying, distributing or 
modifying the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any 
work based on the Library), the recipient 
automatically receives a license from the 
original licensor to copy, distribute, link with or 
modify the Library subject to these terms and 
conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the 
rights granted herein. You are not responsible 
for enforcing compliance by third parties with 
this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or 
allegation of patent infringement or for any 
other reason (not い mited to patent issues), 
conditions are imposed on you (whether by 
court order, agreement or otherwise) that 
contradict the conditions of this License, they 
do not excuse you from the conditions of this 
License. If you cannot distribute so as to satisfy 
simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, 
then as a consequence you may not distribute 
the Library at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free 
redistribution of the Library by all those who 
receive copies directly or indirectly through 
you, then the only way you could satisfy both it 
and this License would be to refrain entirely 
from distribution of the Library. 

If any portion of tnis section is held invalid or 
unenforceable under any particular circumstance, 
the balance of the section is intended to apply, and 
the section as a whole is intended to apply in other 
circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to 
infringe any patents or other property right claims or 
to contest validity of any such claims; this section has 
the sole purpose of protecting the integrity of the 
free software distribution system which is 
implemented by public license practices. Many 
people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that 
system in reliance on consistent application of that 
system; it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any 
other system and a licensee cannot impose that 
choice. 

This section is intended to make thoroughly clear 
what is believed to be a consequence of the rest of 
this License. 


12. If the distribution and/or use of the Library is 
restricted in certain countries either by patents 
or by copyrighted interfaces, the original 
copyright holder who places the Library under 
this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those 
countries, so that distribution is permitted only 
in or among countries not thus excluded. In 
such case, this License incorporates the 
limitation as if written in the body of this 
License. 

13. The Free Software Foundation may publish 
revised and/or new versions of the Lesser 
General Public License from time to time. Such 
new versions will be similar in spirit to the 
present version, but may differ in detail to 
address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version 
number. If the Library specifies a version number of 
this License which applies to it and "any later 
version", you have the option of following the terms 
and conditions either of that version or of any later 
version published by the Free Software Foundation. 

If the Library does not specify a license version 
number, you may choose any version ever published 
by the Free Software Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library 
into other free programs whose distribution 
conditions are incompatible with these, write 
to the author to ask for permission. For software 
which is copyrighted by the Free Software 
Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions 
for this. Our decision will be guided by the two 
goals of preserving the free status of all 
derivatives of our free software and of 
promoting the sharing and reuse of software 
generally. 

NO WARRANTY 

15. BECAUSETHE UBRARY に LICENSED FREE OF 
CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FORTHE 
UBRARY.TOTHE EXTENT PERMITTED BY 
APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE 
STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS 
AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY 
"AS IS" WtHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, 

BUT NOT LIMITEDTO, THE IMPLIED WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE.THE ENTIRE RISKASTO 
THE QUALITY AND PERFORMANCE OFTHE 
LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUMETHE COST OF 
ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 

CORR に T の N. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE 
LAW OR AGREEDTO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY 
WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 
LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLETO 
YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERA し 
SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR 
INABILITYTO USETHE LIBRARY (INCLUDING BUT 
NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING 
RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED 
BY YOU ORTH 旧 D PARTIES OR A FAILURE OFTHE 
LIBRARYTO OPERATE WITH ANY OTHER 
SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER 
PARTY HAS BEEN ADVISED OFTHE POSSIBILITY 
OF SUCH DAMAGES. 


END OF TERMS AND 
CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of 
the greatest possible use to the public, we 
recommend making it free software that everyone 
can redistribute and change. You can do so by 
permitting redistribution under these terms (or, 
alternatively, under the terms of the ordinary General 
Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to 
the library. It is safest to attach them to the start of 
each source file to most effectively convey the 
exclusion of warranty; and each file should have at 
least the "copyright" line and a pointer to where the 
full notice is found. 

cone line to give the library's name and a brief idea 
of what it does.> 

Copyright (C) <year> <name of author> 

This library is free software; you can redistribute it 
and/or modify it under the terms of the GNU Lesser 
General Public License as published by the Free 
Software Foundation; either version 2.1of the 
License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be 
useful, but WtHOUT ANY WARRANTY; without even 
the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE See the GNU 
Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser 
General Public License along with this library; if not, 
write to the Free Software Foundation, Inc., 59 
Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 
USA 

Also add information on how to contact you by 
electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a 
"copyright disclaimer" for the library, if necessary. 
Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest 
in the library 'Frob' (a library for tweaking knobs) 
written by James Random Hacker. 

<signature ofTy Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 

That's all there is to it! 
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JPEG に関するお巧百せ 

本製品の一部には 、 Independent JPEG Group 
の研究成果を使用していまず。 

な上 

ACCESS ブラウザにおける 
第五者ソフトに関するお知 
百せ 

ijgjpeg 

"this software is based in part on the work of the 
Independent JPEG Group" 

camellia 

camellia.h ver 1.2.0 
camellia.c ver 1.2.0 
Copyright (c) 2006,2007 

NTT {Nippon felegraph and Telephone Corporation). 
All rights reserved. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY NTT "AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITEDTO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. 

IN NO EVENT SHALL NTT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT. INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANYTHEORYOF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY. OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANYWAY 
OUT OFTHE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 

ii ( 上 

FreeType2 に関するお巧ら 
せ 

This software is based in part of the work of the 
FreeTypeTeam. 

な上 

モ y サワフォントに関する 
お巧 6 せ 

本製品に搭載されているフォントの内、新 3 R 、 

新丸 3 R 、 新丸の各書体は株式会社モ I 」サワ 
より提供を受けており、これらの名称は同社の登 
録商標または商標であり、フォントの善作権ち同 
社に帰属します。 

な上 

OpenSSL ソフトウェアに 
関するお知 6 せ 

本製品には、弊社びその普作権をとのライセンス 
契約に基づさ使用しているソフトウェアである 
「OpenSSL (「Original SSLeay 」 と称ずるライプラ 
リーを含む)」び搭載されておりまず。当該ソフト 
ウェアの善作権ちの票ホに基づさ、弊社は、な下 
の内容をお客様に通知する義務びあ D ます。 

下記内容をご一読<ださレますよラ、よろし<お 


願い申し上げます。 

<OpenSSL> 

Copyright (c)1998-2006The OpenSSL Project. All 
rights reserved. 

Copyright (c)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft. 
com) All rights reserved. 

This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSLToolk け 
(http://www.openssl.org/). 

= OpenSSL License = 

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without mod 巾 cation, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or 
use of this software must display the following 
acknowledgment: "This product includes 
software developed by the OpenSSL Project for 
use in the OpenSSL Toolkit. {http://www. 
openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSLToolkit" and "OpenSSL 
Project" must not be used to endorse or 
promote products derived from tnis software 
without prior written permission. For written 
permission, please contact openssl-core@ 
openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be 
called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in 
their names without prior written permission of 
the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must 
retain the following acknowledgment: "This 
product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit 
(http://www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE OpenSSL 
PROJECT "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO.THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL 
PROJECTOR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF U 化 DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANYTHEORYOF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN 
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 

= Original SSLeay License = 

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without mod 巾 cation, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or 
use of this software must display the following 
acknowledgment: "This product includes 


cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com)" The word "cryptographic" 
can be left out if the rouines from the library 
being used are not cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or a 
derivative thereof) from the apps directory 
(application code) you must include an 
acknowledgement: 

"Tnis product includes software written byTim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" 
AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES. 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE USCLAIMED. IN NO 
EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL 
SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF 
UABtITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 
OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE. 

ii ( 上 

YAMON™; SOFTWARE 
LICENSE AGREEMENT 
("Agreement") 

IMPORTANT- This Agreement legally binds you 
(either an individual or an entity), the end user 
("Licensee"), and MIPS Technologies, Inc. ("MIPS") 
whose street address and fax information is 1225 
Charleston Road, Mountain View, California 94043, 

Fax Number (650) 567-5154. 

1.DEFINITIONS-The following definitions apply 
to this Agreement: 

"Authorized Product" shall mean a product 
developed by MIPS or under a license that 
was granted by MIPS. 

"Documentation" shall mean documents (including 
any updates provided or made available by MIPS 
solely at its discretion), and any information, whether 
in written, magnetic media, electronic or other 
format, provided to Licensee describing the Software, 
its operation and matters relating to its use. 

"GPL Materials" shall mean any source or object code 
provided by MIPS to Licensee under the terms of the 
GNU General Public License, Version 2, June 1991 or 
later ("GNU GPL"). 

"IP Rights" shall mean intellectual property rights 
including, but not limited to, patent, copyright, trade 
secret and mask work rights. 

"Licensee Code Modifications" shall mean any 
modifications to YAMON Code and/or other code 
provided to Licensee by MIPS, made by or on behalf 
of Licensee. 

"MIPS Code Modifications" shall mean modifications 
to YAMON Code and/or other code provided to 
Licensee by MIPb or any third party licensed by MIPS, 
wherein such third party grants back to MIPS a 
license under such code modifications with the 
rights to sublicense and grant further sublicenses. 
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"MIPS Deliverables" shall mean the Software, 
Documentation and any other information or 
materials provided by MIPS to Licensee pursuant to 
this Agreement except for GPL Materials. 

"Software" shall mean software containing YAMON 
Code, any other source and/or object code provided 
by MIPS at its sole discretion, and any 
Documentation contained in such software at MIPS' 
sole discretion. 

"YAMON Code" shall mean source and/or object 
code for the YAMON monitor software, Ver. 1.01 , or 
later {including any updates provided or made 
available by MIPS solely at its discretion). 

2 . MIPS LICENSE GRANTS 

(a) Subject to Licensee's compliance with the 
terms and conditions of this Agreement and 
payment of any fees owed to MIPS, MIPS grants 
to Licensee a non-exclusive, worldwide, 
non-transferable, royalty-free, fully-paid limited 
right and license to: 

(i) use the MIPS Deliverables at Licensee's 
facilities solely for Licensee's internal 
evaluation and development purposes 
(and to use, copy and reproduce and 
have reproduced Documentation solely 
to facilitate those uses of MIPS 
Deliverables that are allowed hereunder), 
and to sublicense Licensee's rights 
granted in this Subsection 2(a)(i) to 
Licensee's consultants for their use of the 
MIPS Deliverables at their facilities for 
their internal evaluation and 
development purposes ； 

(ii) make, use, import, copy, reproduce, have 
reproduced, modify, create derivative 
works from YAMON Code only in 
conjunction with making, using, 

impo 口 ing, offering for sale and selling or 
otherwise distributing Authorized Product 
and only for use exclusively with such 
Authorized Product, and to sublicense its 
rights granted in this Subsection 2(a)(ii), 
including the right to grant further 
sublicenses, provided that with respect to 
any sublicensee, (A) any IP Rights arising 
in any modification or derivative work 
created by such sublicensee shall be 
licensed back to MIPS together with the 
right by MIPS to sublicense such rights 
and grant further sublicenses, and (B) the 
obligations of Subsection 2(c) below shall 
apply equally to any YAMON Code 
modified and/or sublicensed by such 
sublicensee. These obligations shall be 
deemed to have been satisfied by 
Licensee's delivery of a copy of this 
Agreement to its sublicensee(s). 

(b) MIP：5 further grants to Licensee a non-exclusive, 
worldwide, non-transferable, royalty-free, 
fully-paid limited right and license under MIPS' 
IP Rights in any MIPS Code Modifications in 
existence now or at any time during the term 
of this Agreement (including those IP Rights 
assigned to MIPS or licensed to MIPS with 
sufficient sublicensing rights to satisfy the 
license grant in this Subsection 2(b)) to the 
limited extent that Licensee may make, use and 
import such MIPS Code Modifications only in 
conjunction with making, using, importing, 
offering for sale and selling or otherwise 
distributing Authorized Product and only for 


use exclusively with such Authorized Product, 
and sublicense its rights granted in this 
Subsection 2(b), including the right to grant 
further sublicenses under the preconditions set 
forth in Subsection 2(a)(ii) above. Licensee 
acknowledges and agrees that MIPS (or any 
third party) is under no obligation to deliver 
MIPS Code Modifications; rather, this license 
right is intended solely to provide a freedom to 
use such mod 巾 cations when created 
independently by Licensee or any sublicensee 
thereof. 

(c) Any YAMON Code modified and/or sublicensed 
pursuant to this Agreement must (i) contain all 
copyright and other notices contained in the 
original YAMON Code provided by MIPS to 
Licensee, (ii) cause modified files to carry 
prominent notices stating that Licensee (or any 
sublicensee) changed the files and the date of 
any change, and (iii) be sublicensed under 
terms that disclaim all warranties from MIPS 
and limit all liability of MIPS pursuant to 
Sections 8, 9,11 and 12 herein. 

(d) All other rights to the MIPS Deliverables not 
stated in this Section 2 are reserved to MIPS. 
Except as set out in this Section 2, Licensee 
shall not rent, lease, sell, sublicense, assign, 
loan, or otherwise transfer or convey the MIPS 
Deliverables to any third party. These license 
grants are effective as of the Effective Date. No 
license is granted for any other purpose. 

似 To the extent MIPS provides any GPL Materials 
to Licensee, use of such materials shall, 
notwithstanding any provision of this 
Agreement to the contrary, be governed by the 
GNU GPL 

3. LICENSEE CODE MODIF に ATIONS 

In partial consideration for the rights and licenses 
granted under Section 2 herein. Licensee agrees to 
grant and does hereby grant to MIPS a perpetual, 
irrevocable, non-exclusive worldwide, royalty-free, 
fully-paid limited right and license under Licensee's 
IP Rights in any Licensee Code Mod 巾 cations 
(including those IP Rights assigned to Licensee or 
licensed to Licensee with sufficient sublicensing right 
to satisfy the license grant in this Section 3) to the 
extent that MIPS may make, use and import such 
Licensee Code Modifications only in conjunction 
with making, using, importing, offering for sale and 
selling or otherwise distributing Authorized Product 
and only for use exclusively with such Authorized 
Product, and sublicense its rights granted in this 
Section 3, including the right to grant further 
sublicenses. MIPS acknowledges and agrees that 
Licensee (or any third party) is under no obligation to 
deliver Licensee Code Mod 巾 cations; rather, this 
license right is intended solely to provide a freedom 
to use such modifications when created 
independently by MIP：> or any sublicensee thereof. 

4. OWNERSHIP AND PREVENTION OF MISUSE 
OF MIPS DELIVERABLES 

(a) This Agreement does not confer any rights of 
ownership in or to the MIPS Deliverables to 
Licensee; Licensee does not acquire any rights, 
express or implied, in the MIPS Deliverables 
other than those specified in Section 2 above. 
Licensee agrees that all title and IP Rights in the 
MIPS Deliverables remain in MIPS (subject only, 
if and to the extent applicable, to the rights of 
a MIPS supplier with respect to a particular 
MIPS Deliverable(s)). Licensee agrees that it 
shall take all reasonable steps to prevent 


unauthorized copying of the MIPS Deliverables. 

(b) MIPS owns all right, title and interest in the 
YAMON Code and other MIPS Deliverables 
{subject only, if and to the extent applicable, to 
the rights of a MIPS supplier with respect to a 
particular MIPS Deliverable(s)). Licensee shall 
own all right, title and interest in the 
modifications and derivative works of the 
YAMON Code created by Licensee, subject to 
MIPS' rights in the underlying original YAMON 
Code as provided under this Agreement. 

(c) Licensee agrees to provide reasonable feedback 
to MIPS including, but not limited to, usability 
of the MIPS Deliverables. All feedback made by 
Licensee shall be the property of MIPS and may 
be used by MIPS for any purpose. 

(d) Licensee shall make all reasonable efforts to 
discontinue distribution, copying and use of 
any MIP：3 Deliverables that are replaced by a 
new, upgraded or updated version of any such 
MIPS Deliverables, including distribution to any 
sublicensee of such new, upgraded or updated 
versions. 

(e) Licensee shall not make any statement of any 
kind or in any format, that any MIPS Deliverable 
is certified, or that its performance in 
connection with any product is warranted, 
indemnified or guaranteed in any way by MIPS 
or any party on MIPS' behalf. 

び） Neither YAMON, MIPS nor any other trademark 
owned or licensed in by MIPb may be used by 
Licensee, any sublicensee thereof or any party 
on their behalf without prior written consent 
by MIPS, including at MIPS' sole discretion a 
trademark license agreement preapproved by 
MIPS. 

5. ASSIGNMENT 

Licensee may not assign or otherwise transfer any of 
its rights or obligations under this Agreement to any 
third party without MIPS' prior written consent, and 
any attempt to do so will be null and void.This 
prohibition against Licensee's assignment shall apply 
even in the event of merger, re-organization, or when 
a third party purchases all or substantially all of 
Licensee's assets. Subject to the foregoing, this 
Agreement will be binding upon and will inure to the 
benefit of the parties and their respective permitted 
successors and assigns. 

6. LIMITATIONS OF MIPS' SUPPORT-RELATED 
OBLIGATIONS 

This Agreement does not entitle Licensee to 
hard-copy documentation or to support, training or 
maintenance of any kind from MIPS, including 
documentary, technical, or telephone assistance. 

7. TERM AND TERMINATION 

(a) This Agreement shall commence on the 
Effective Date. If Licensee fails to perform or 
violates any obligation under this Agreement, 
then upon thirty (30) days written notice to 
Licensee specifying such default (the "Default 
Notice"), MIPS may terminate this Agreement 
without liability, unless the breach specified in 
the Default Notice has been cured within the 
thirty (30) day period. This 30-day period may 
be extended upon mutual, written consent 
between the parties. 

(b) Upon the termination of this Agreement due to 
Licensee's material breach hereof, Licensee 
shall (1)immediately discontinue use of the 
MIPS Deliverables, (2) promptly return all MIPS 
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Deliverables to MIPS, (3) destroy all copies of 
MIPS Deliverables made by Licensee, and (4) 
destroy all copies of derivative works of MIPS 
Deliverables made by Licensee while in breach 
of this Agreement. All licenses granted 
hereunder shall terminate as of the effective 
date of termination. 

(c) The rights and obligations under this 
Agreement which by their nature should 
survive termination, including but not limited 
to Sections 3-16, will remain in effect after 
expiration or termination hereof. Subject to 
Licensee's compliance with the surviving 
sections of this Agreement identified herein, 
any sublicenses rightfully granted and 
derivative works rightfully developed pursuant 
to Section 2 shall survive the termination of this 
Agreement. 

8. DISCLAIMER OF WARRANTIES 

THE MIPS DELIVERABLES ARE PROVIDED "AS IS". MIPS 
MAKES NO WARRANTIES WITH REGARDTO ANY OF 
THE MIPS DELIVERABLES, AND EXPRESSLY DISCLAIMS 
ALL WARRANTIES, WHETHER EXPRESS, IMPLIED. 
STATUTORY OR OTHERWISE, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF TITLE, 
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT OF THIRD PARTY 
RIGHTS. 

9. LIMITATION OF LIABILITY AND REMEDY 

(a) Licensee acknowledges the MIPS Deliverables 
are provided to Licensee only for the purpose 
set forth in Section 2. Licensee shall hold 
harmless and indemnify MIPS from any and all 
actual or threatened liabilities, claims or 
defenses based on the sublicensing, use, 
copying, installation, demonstration and/or 
modification of any of the MIPS Deliverables by 
Licensee, any sublicensee of Licensee or any 
party on their behalf. Licensee shall have sole 
responsibility for adequate protection and 
backup of any data and/or equipment used 
with the MIPS Deliverables, and Licensee shall 
hold harmless and indemnify MIPS from any 
and all actual or threatened liabilities, claims 
and defenses for lost data, re-run time, 
inaccurate output, work delays or lost profits 
resulting from use and/or modification of the 
MIPS Deliverables, or any portion thereof, under 
this Agreement. Licensee expressly 
acknowledges and agrees that any research or 
development performed with respect to the 
MIPS Deliverables is done entirely at Licensee's 
own risk. 

(b) NEITHER PARTY SHALL BE LIABLE TO THE OTHER 
PARTY OR TO ANYTHIRD PARTY FOR ANY 
DAMAGES INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, 
SPECIAL CONSEQUENTIAL PUNITIVE, INDIRECT, 
EXEMPLARY OR INCIDENTAL DAMAGES, 
WHETHER SUCH DAMAGES ARISE UNDER A 
TORT, CONTRACT OR OTHER CLAIM, OR 
DAMAGES TO SYSTEMS, DATA OR SOFTWARE, 
EVEN IF SUCH PARTY HAS BEEN INFORMED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.THIS 
LIMITATION ON LIABILITY SHALL SURVIVE EVEN 
IFTHE LIMITED REMEDY PROVIDED HEREIN 
FAILS OF ITS ESSENTIAL PURPOSE. IN NO CASE 
WILL MIPS’ LIABILITY FOR DAMAGES UNDER 
THIS AGREEMENT EXCEEDTHE AMOUNTS 
RECEIVED BY MIPS AS FEES UNDER THIS 
AGREEMENT. 


10. WAIVER; MODIFICATION 

Any waiver of any right or default hereunder will be 
effective only in the instance given and will not 
operate as or imply a waiver of any other or similar 
right or default on any subsequent occasion. No 
waiver or modification of this Agreement or of any 
provision hereof will be effective unless in writing 
and signed by the party against whom such waiver 
or modification is sought to be enforced. 

11. HAZARDOUS APPLICATIONS 

The MIPS Deliverables are not intended for use in any 
nuclear, aviation, mass transit, medical, or other 
inherently dangerous application. MIPS EXPRESSLY 
DISCLAIMS ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTY OF 
FITNESS FOR SUCH USE. LICENSEE REPRESENTS AND 
WARRANTS THAT IT WILL NOT USE THE MIPS 
DELIVERABLES FOR SUCH PURPOSES. 

12. SEVERABILITY 

In the event any provision of this Agreement (or 
portion thereof) is determined to be invalid, illegal or 
otherwise unenforceable, then such provision will, to 
the extent permitted, not be voided but will instead 
be construed to give effect to its intent to the 
maximum extent permissible under applicable law 
and the remainder of this Agreement will remain in 
full force and effect according to its terms. IN THE 
EVENTTHAT ANY REMEDY HEREUNDER IS 
DETERMINEDTO HAVE FAILED OF ITS ESSENTIAL 
PURPOSE. ALL LIMITATIONS OF LIABILITY AND 
EXCLUSIONS OF DAMAGES SHALL REMAIN IN EFFECT. 

13. RIGHTS IN DATA 

Licensee acknowledges that all software and 
software related items licensed by MIPS to Licensee 
pursuant to this Agreement are "Commercial 
Computer Software" or "Commercial Computer 
Software Documentation" as defined in FAR 12.212 
for civilian agencies and DFARS 227.7202 for military 
agencies, and that in the event that Licensee is 
permitted under this Agreement to provide such 
items to the U.S. government, such items shall be 
provided under terms at least as restrictive as the 
terms of this Agreement. 

14. MISCELLANEOUS 

(a) The MIPS Deliverables and GPL Materials may 
be subject to U.S. export or import control laws 
and export or import regulations of other 
countries. Licensee agrees to comply strictly 
with all such laws and regulations and 
acknowledges that it has the responsibility to 
obtain such licenses to export, re-export, or 
impcxt as may be required after delivery to 
Licensee. Licensee shall indemnify, defend and 
hold MIPS harmless from any damages, fees, 
costs, fines, expenses, charges and any actual 
or threatened civil and/or criminal claims or 
defenses arising from any failure of Licensee 
and/or its customers to comply with any 
obligations arising under this Section 14(a). 

(b) Any notice required or permitted by this 
Agreement must be in writing and must be 
sent by email, by facsimile, by recognized 
commercial overnight courier, or mailed by 
United States registered mail, effective only 
upon receipt, to the legal departments of MIPS 
or Licensee (if Licensee has no legal 
department, then to an officer of Licensee, a 
contact person specified by Licensee or 
Licensee's place of business). 


(c) The headings contained herein are for the 
convenience of reference only and are not 
intended to define, limit, expand or describe 
the scope or intent of any clause or provision of 
this Agreement. 

(d) The parties hereto are independent contractors, 
and nothing herein shall be construed to create 
an agency, joint venture, partnership or other 
form of business association between the 
parties hereto. 

(e) Licensee acknowledges that, in providing 
Licensee with the MIPS Deliverables, MIPS has 
relied upon Licensee's agreement to be bound 
by the terms of this Agreement. Licensee 
further acknowledges that it has read, 
understood, and agreed to be bound by the 
terms of this Agreement, and hereby reaffirms 
its acceptance of those terms. 

15. GOVERNING LAW AND JURISDICTION 

This Agreement shall be governed by the laws of the 
State of California, excluding California's choice of 
law rules. With the exception of MIPS' rights to 
enforce its intellectual property rights in the MIPS 
Deliverables, all disputes arising out of this 
Agreement shall be subject to the exclusive 
jurisdiction and venue of the state and federal courts 
located in Santa Clara County, California, and the 
parties consent to the personal and exclusive 
jurisdiction and venue of these courts. The parties 
expressly disclaim the application of the United 
Nations Convention on the International Sale of 
Goods to this Agreement. 

16. ENTIRE AGREEMENT 

This Agreement and the GNU GPL constitute the 
entire agreement between MIPS and Licensee 
regarding the MIPS Deliverables and GPL Materials 
provided to Licensee hereunder, and shall supersede 
and control over any other prior or contemporaneous 
shrinkwrap and/or clickwrap agreements regarding 
the same. Any additions or modifications must be 
made in a subsequent, written agreement signed by 
both parties. 

ncurses に関するお巧]百せ 

Copyright (c) 1998,2004,2005 Free Software 
Foundation, Inc. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any 
person obtaining a copy of this software and 
associated documentation files (the "Software"), to 
deal in the Software without restriction, including 
without limitation the rights to use, copy, modify, 
merge, publish, distribute, distribute with 
modifications, sublicense, and/or sell copies of the 
Software, and to permit persons to whom the 
Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions: 

The above copyright notice and this permission 
notice shall be included in all copies or substantial 
portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, 
INCLUDING BUT NOT LIMITEDTO THE WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT 
SHALL THE ABOVE COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE 
FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, 
WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,TORT OR 
OTHERWISE, A 向 SING FROM. OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR 
OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 
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Except as contained in this notice, the name(s) of the 
above copyright holders shall not be used in 
advertising or otherwise to promote the sale, use or 
other dealings in this Software without prior written 
authorization. 

glibc に関するお巧百せ 

This file contains the copyin 曰 permission notices for 
various files in the GNU C Library distribution that 
have copyright owners other than the Free Software 
Foundation.These notices all require that a copy of 
the notice be included in the accompanying 
documentation and be distributed with binary 
distributions of the code, so be sure to include this 
file along with any binary distributions derived from 
the GNU C Library. 

All code incorporated from 4.4 BSD is distributed 
under the following license; 

Copyright に ） 1991 Regents of the University of 
California. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. [This condition was removed.] 

4. Neither the name of the University nor the 
names of its contributors may be used to 
endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE REGENTS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO.THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 

INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITEDTO. PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA. OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 
OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OFTHE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGE 

The DNS resolver code, taken from BIND 4.9.5, is 
copyrighted both by UC Berkeley and by Digital 
Equipment Corporation. The DEC portions are under 
the following license: 

Portions Copyright (C)1993 by Digital Equipment 
Corporation. 


Permission to use, copy, modify, and distribute this 
software for any purpose with or without fee is 
hereby granted, provided that the above copyright 
notice and this permission notice appear in all 
copies, and that the name of Digital Equipment 
Corporation not be used in advertising or publicity 
pertaining to distribution of the document or 
software without specific, written prior permission. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND DIGITAL 
EQUIPMENT CORP. DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH 
REGARD TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN 
NO EVENT SHALL DIGITAL EQUIPMENT CORPORATION 
BE LIABLE FOR ANY SPECIAL DIRECT, INDIRECT, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES 
WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA 
OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING 
OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR 
PERFORMANCE OFTHIS SOFTWARE. 

The Sun RPC support {from rpcs に -4 .0) is covered by 
the following license: 

Copyright (C)1984, Sun Microsystems, Inc. 

Sun RPC is a product of Sun Microsystems, Inc. and is 
provided for unrestricted use provided that this 
legend is included on all tape media and as a part of 
the software program in whole or part. Users may 
copy or modify Sun RPC without charge, but are not 
authorized to license or distribute it to anyone else 
except as part of a product or program developed by 
the user. 

SUN RPC に PROVIDED AS IS WITH NO WARRANTIES 
OF ANY KIND INCLUDING THE WARRANTIES OF 
DESIGN, MERCHANT 旧 lUTY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE, OR ARISING FROM A COURSE 
OF DEALING, USAGE OR TRADE PRACTICE. 

Sun RPC is provided with no support and without 
any obligation on the part of Sun Microsystems, Inc. 
to assist in its use, correction, modification or 
enhancement. 

SUN M に ROSYSTEMS, INC. SHALL HAVE NO LIABILITY 
WITH RESPECTTO THE INFRINGEMENT OF 
COPYmGHTS, TRADE SECRETS OR ANY PATENTS BY 
SUN RPC OR ANY PARTTHEREOF. 

In no event will Sun Microsystems, Inc. be liable for 
any lost revenue or profits or other special, indirect 
and consequential damages, even if Sun has been 
advised of the possibility of such damages. 

The following CMU license covers some of the 
suppo 口 code for Mach, derived from Mach 3.0: 

Mach Operating System 

Copyright に） 1991,1990,1989 Carnegie Mellon 

University 

All Rights Reserved. 

Permission to use, copy, modify and distribute this 
software and its documentation is hereby granted, 
provided that both the copyright notice and this 
permission notice appear in all copies of the 
software, derivative works or modified versions, and 
any portions thereof, and that both notices appear in 
supporting documentation. 

CARNEGIE MELLON ALLOWS FREE USE OFTHIS 
SOFTWARE IN ITS "AS IS" CONDtlON. CARNEGIE 
MELLON DISCLAIMS ANY LIABILITY OF ANY KIND FOR 
ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM THE 
USE OF THIS SOFTWARE. 


Carnegie Mellon requests users of this software to 
return to 

Software Distribution Coordinator 
School of Computer Science 
Carnegie Mellon University 
Pittsburgh PA 15213-3890 

or Software.Distribution@CS.CMU.EDU any 
improvements or extensions that they make and 
grant Carnegie Mellon the rights to redistribute these 
changes. 

The file i し ppp.h is under the following CMU license: 

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. Neither the name of the University nor the 
names of its contributors may be used to 
endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY CARNEGIE MELLON 
UNIVERSITY AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
UNIVERSITY OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PRO 円 TS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
{INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN 
IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The following license covers the files from Intel's 
"Highly Optimized Mathematical Functions for 
Itanium" collection: 

Intel License Agreement 
Copyright (c) 2000, Intel Corporation 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without modification, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

* Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

* The name of Intel Corporation may not be used 
to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written 
permission. 
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THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOTLIMITEDTO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
INTEL OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT. INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANYTHEORYOF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY. OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANYWAY 
OUT OFTHE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 

The files inet/getnameinfo.c and sysdeps/posix/ 
getaddrinfo.c are copyright (C) by Craig Metz and are 
distributed under the following license: 

/*The Inner Net License, Version 2.00 

The author(s) grant permission for redistribution and 
use in source and binary forms, with or without 
modification, of the software and documentation 
provided that the following conditions are met: 

0. If you receive a version of the software that is 
specifically labelled as not being for 
redistribution (check the version message and/ 
or README), you are not permitted to 
redistribute that version of the software in any 
way or form. 

1. All terms of the all other applicable copyrights 
and licenses must be followed. 

2. Redistributions of source code must retain the 
authors' copyright notice(s), this list of 
conditions, and the following disclaimer. 

3. Redistributions in binary form must reproduce 
the authors' copyright notice(s), this list of 
conditions, and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

4. [The copyright holder has authorized the 
removal of this clause.] 

5. Neither the name(s) of the author(s) nor the 
names of its contributors may be used to 
endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ITS AUTHORS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 

INDIRECT. INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANYTHEORYOF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY. OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY 
OUT OFTHE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 

If these license terms cause you a real problem, 
contact the author. V 


e2fsprogs に関するお巧]百 
せ 

Copyright (C) 2007 TheodoreTs'o. 

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without mod 巾 cation, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, and the entire 
permission notice in its entirety, including the 
disclaimer of warranties. 

2. Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. The name of the author may not be used to 
endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE, ALL OF WH に H ARE HEREBY DISCLAIMED. 

IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
GOODS OR SERVICES; LOSS OF U 化 DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANYTHEORYOF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN 
IF NOT ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE 

Copyright (c)1988 Regents of the University of 
California. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms are 
permitted provided that the above copyright notice 
and tnis paragraph are duplicated in all such forms 
and that any documentation, advertising materials, 
and other materials related to such distribution and 
use acknowledge that the software was developed 
by the University of California, Berkeley. The name of 
the University may not be used to endorse or 
promote products derived from this software without 
specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, 
WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANT 旧 ILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE 

Copyright (c)1997, 1998, 2001 Kungliga Tekniska 
Hogskolan 

(Royal Institute ofTechnology, Stockholm, Sweden). 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without mod 巾 cation, are permitted provided 
that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 


3. Neither the name of the Institute nor the 
names of its contributors may be used to 
endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written 
permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE INSTITUTE AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO,THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE INSTITUTE OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 

INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANYTHEORYOF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY 
OUT OFTHE USE OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 

Copyright 1987 by the Student Information 
Processing Board of the Massachusetts Institute of 
Technology 

Permission to use, copy, modify, and distribute this 
software and its documentation for any purpose and 
without fee is hereby granted, provided that the 
above copyright notice appear in all copies and that 
both that copyright notice and this permission 
notice appear in supporting documentation, and 
that the names of M.l.T. and the M.l.T. S.I.P.B. not be 
used in advertising or publicity pertaining to 
distribution of the software without specific, written 
prior permission. M.l.T. and the M.l.T. S.I.P.B. make no 
representations about the suitability of this software 
for any purpose. It is provided "as is" without express 
or implied warranty. 

dhclient に関するお巧百せ 

Copyriaht c 2004-2010 by Internet Systems 
Consortium, Inc. ("ISC) 

Copyright c 1995-2003 by Internet Software 
Consortium 

Permission to use, copy, modify, and/or distribute 
this software for any purpose with or without fee is 
hereby granted, provided that the above copyright 
notice and this permission notice appear in all 
copies. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ISC 
DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS 
SOFTWARE INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL 
ISC BE LIABLE FOR ANY SPECIAL DIRECT, INDIRECT, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES 
WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA 
OR PROFITS. WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
NEGLIGENCE OR OTHERTORTIOUS ACTION, ARISING 
OUT OF OR IN CONNECTION WmH THE USE OR 
PERFORMANCE OFTHIS SOFTWARE. 
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使用上のごま意 


;な晶画面について 

•液晶画面を太陽にむけたままにすると、液晶画面を傷 
めてしまいます。屋外や窓隙には置かないで<ださし、。 

•液晶画面を強く巧したり、ひっかいたり、上に物を置 
いた0しないでください。画面にムラび出た0、液晶 
パネルの故障の原因にな0ます。 

• 寒い所でご使用になると、画像び尾を引いて見えた0、 
画面び暗く見えた0することびあ0ますび、故障では 
ありません。温度び上びると元に戻ります。 

•静止画を継続的に表示した場を、残像を生じることび 
ありますび、時間の経過ととをに元に戻0ます。 

• 使用中に画面やキャビネットびあたたかくなることび 
ありますび、故障ではあ0ません。 

輝点•減点について 

画面上にホや青、緑の点(輝点)び消えなかったり、黒い 

点(滅点)び表れたりしますび、故障ではあ0ません。 

液晶画面は非常に精密な技術で作!5れてお0、99.99%し^ 

上の有効画素びありますび、ごくわずかの画素欠けや常 

時点好する画素びあります。 

メモリーに保巧されるデータに関する 
ごま意 

• 本機のメモリーには、各種機能の設定時に IP アドレス 
び、また、ご使用にあたってメールび記歸されます。 

•本機の メモ リーには、放送事業者の要求によ0お客様 
び入力した個人情報や、データ放送のポイントなどび 
記録される場合びあ0ます。 

•本機を廃棄、讓渡などする場をには、本機のメモ U — 
に記録されているデータを削除することを強<おすす 
めします。削除の方法について詳しくは、が50ぺージ 
をご覧ください。 

•本機の不具合•修理など、何5かの原因で、本機のメモ 
U 一に保をされたデータび破損 • 消滅した場合など、い 
かなる場をにおいてわ記録内容の補償およびそれに付 
随するあ5ゆる損害について、当社は一切責任を負い 
かねます。また、いかなる場をにおいても、当社にて 
記録内容の修復はいたしません。あ5かじめご了承< 
ださし、。 

リモコンの取り扱いについて 

•落としたり、踏みつけたり、中に液体をこぼしたりし 
ないよラ、ていねいに扱ってくださし、。 

• 直射日光び当たるところ、暖房機具のそばや湿度び高 
いところには置かないでくださし、。 


LAN 端子に接続ずる機器について 

電気通信事業法に基づ < 認定品に接続して < ださし、。 

廃棄ずるときのごま意 

家電リサイクルまでは、お客様びご使用済みの液晶テレ 
ビを廃棄される場合は、収集•運搬料金、再商品化等料金 
( U サイクル料金)をお支払いいただを、対象品を販売店 
や市町村に適正に引を渡すことび求め5れています。 


乾電池についてのま全上のご注意 

漏液、究熱、黄义、破裂などを避けるため、下記のこと 
を必ずお守りください。 

IA 警告 I 

•火の中に入れない。ショートさせたり、分解、加熱し 
ない。 

• 充電しない。 

• +と一の向さを正し < 入れる。 

•電池を使いをったとさ、長時間使用しないとさは、取 
0出してお<。 

• 新しい電池と使巧した電池、種類の違ラ電池を還ぜて 
使わない。 

「/1\ぶ 局、 1 

• 指定された種類の電池を使用する。 

• 廃棄の際は、地ち自治体の条例または規則に従ってく 
ださい。 

ちし電池の;夜び漏れたとさは、 U モコンの電池入れの液 
をよくふをとってか5、新しい電池を入れてください。 
万一、液び身体についたときは、水でよく洗い流してく 
ださい。 


長年ご使用のテレビの点検を！ 

愛情点検 

こんな症状はありませんか 

• 電源コードやプラグび異常な熱を持っていませんか 
• 異常な熱や煙び発生したり変な臭いや音(パチパチ） 
びしませんか 

• 電源を入れてわ画像や音が出ないことびありませんか 
• 故障状態のまま使巧していませんか 



すぐに電源プラグを抜いて使用を中止し、故障や事故 
の防止のために、お買い上げ店、またはソニーご相談 
窓□にご相談ください。 


k その他 
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録画•再生機能についてのごま意 


本体八ードディスクについての 
重要なお願い 

八ードディスクは記録密度び高いため、長時間録画やす 
ばやい頭出し再生を楽しむことびでさます。その一方、 
ほこりや衝擊、振動に弱く磁気を帯びた物に近い場所で 
の使用は避ける必要びありまず。大切なデータを失わな 
いよラ、次の点にごま意ください。 

• 本機に振動、衝擊を与えない。 

• 振動する場所や不安定な場所では使用しない。 

• 急激な温度変化(毎時10む政上の変化)のある場所では 
使用しない。結露(震つ走)の原因とな0ます。 

• 電源プラグをコンセントにさしたまま本機を動かさな 
い。 

• 電源び入っているとさは、電源プラグをコンセントか 
5抜かない。 

• 電源プラグをコンセントから抜く場合、テレビ本体の 
電源スイッチを切って5分 ULL 経ってか5行ラ。 

• 電源を切ったとさの状態によっては、次に電源を入れ 
た時に r 前回量源を正常に切ることびでをませんでした。 
本体 HDD を再認識中です。電源を切5 ないで くださ 
い。」の六ッセージび表示されることびあります。 

• 本機を移動する場合、コンセントか5電源プラグを抜 
いて1分 ULL 待ってか5、振動、衝擊を与えずに行ラ。 
•故障の原因となるため、お客様ご自身で八ードディス 
クの交換や増設をしなし、。 

何らかの原因で八ードディスクび故障した場合は、デー 
夕の修復はできません。八ードディスクは性質上長期的 
な記録場所として適しておりませんので、一時的な記録 
場所としてご利用 < ださい。 


本体八ードディスクの修理に 
ついて 

• 修理•点検の際、不具合症状の発生•改善等の確認のた 
めに必要最ル限の範囲で八ードディスク上のデータを 
確認することがあ0ます。ただし、タイトルなどのファ 
イルを弊社で複製•保をすることはありません。 

• 八ードディスク自体や本機のその他の部品の修理のた 
めに、八ードディスクの初期化または交換び必要とな 
る場合、弊社の判断にて初期化を行わせていただをま 
す。八ードディスクの記録内容はすべて削除されます 
のでご了承 < ださい(著作権法上の著作物に該当する 
データび発見された場をわ含みます)。 


• 弊社にて交換した八ードディスクの保管や処分につさ 
ましては、弊社の責任のちとで、事業協力舎社に作業 
を委託する場合を含め、第兰者び八ードディスク内の 
情報に不当に細れることびないように、合理的な範囲 
内での厳重な管理体制のもとで作業を行います。 


が付け H DD をご使用時のミ主意事項 

• 歸画•再生‘ムーブ中ではなくてわ、外付け HDD び接続 
された状態で、電源コードや USB ケーブル、外付け 
HDD 側の電源コードを絕巧に损かないでください。録 
画された番組び消滅することびあ0ます。 

• [外付け HDD 取り外し]を巧ってか5外付け HDD を本 
機か5取り外してください ( t ^55 ページ)。[外付け 
HDD 取り外し]を行わずに外付け HDD を取り外すと、 
操作中の画面び消えます。 

• 外付け HDD への録画開始時間になったときは、外付け 
HDD を接続していなくてを、録画ボタンを押すなどの 
操作をすると r 録画中です」と表示され、操作を実行で 
さません。見ている番組を録画する場合は、録画予約 
を取0消してか5録画ボタンを押してください。 

• 32 GB 未満または 2 TB を超える容量の外付け HDD は認 
識でさません。 

• 本機はすべての外付け HDD の動作を保証しているわけ 
ではあ0ません。 

• USB 八ブを使用した場合、その先に接続された外付け 
HDD は認識でさません。 

• 外付け HDD に録画予約した場合は、外付け HDD を取 
0外さないでください。 

• 外付け HDD を初期化すると、外付け HDD 内の録画し 
た内容びすべて削除されます。 

• 外付け HDD を接続してか5認識するのに一定の時間び 
かか0ます。 


巧のぺージにつヴ <-► 
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記録内容の補償に関ずる免責事項 

本機の不具合など何らかの原因で本製品内に記録びでを 
なかつた場合、不具合‘修理など何5かの原因で本製品内 
の記録内容び破損•消滅した場合など、いかなる場合にお 
いてち、記録内容の補償およびそれに付随するあ5ゆる 
損害について、当社は一切責任を負いかねます。また、 
いかなる場合においても、当社にて記録内容の修復、復元、 
複製などはいたしません。あ5かじめご了承ください。 


制約事項•ミ主意事項について 

•] つの番組の連続録画最長時間は、約8時間です。 

• 本機に録画できる最大番組数は300番組です。八ード 
ディスクの残量びなくなると最大数まで録画でさません。 

• 本機では U モコンの電源スイッチで電源を切ってを、 
予約した録画開始時刻になると録画び始まります。た 
だし、本体の電源スイッチで電源を切ると、録画され 
ません。 

• 録画ボタンで録画を開始してを、すぐに録画び始ま日 
ないことびあ0ます。 

• 録画巧能時間は目まとしてご覧くださし''。実隙の録画 
巧能時間は、放送や映像により異なります。 

•停電びあった場合は緑画されません。本機からの;一 
ルを確認してください。 

• 番組連動データは録画されません。 

• 地上デジタルのデータ放送や、 BS /1 10度 CS デジタルの 
ラジオ放送とデータ放送は録画でさません。 

• デジタル放送の予約では、番組放送時間び変更になっ 
た場合でを時間変更に対応して録画することびでをま 
すび、放送の状況によっては時間変更の検出び遅れる 
ことびあります。このとき、番組の先頭び録画されて 
いない場合びあります。 

•録画された番組の双ち向サービスはご利用になれませ 
ん。 


録画制限と著作権保護について 

デジタル放送では、番組の著作権を保護し、不 
正コピーやインターネットへの不正な配信を防 
ぐため、コピー制御信号を番組に多重し、暗号 
をかけて放送されております。同捆されている 
B - CAS カードは必ず挿入してください。 

デジタル放送の番組には次のような 
ロピー制御信号」び付力にれています 

録画禁止 

「録画禁止」の番組は、著作権び保護されてい 
るため八ードディスクに録画でをません。 

「ま組説明」画面(が18ページ)の番組情報欄で「コピー 
コント□ール」情報を確認してください。 

巧デジタル音芦出力における録音制限について 

着作権びな震されているま組では、光デジタル音声出力 
か6の信号を録音で去ない場合びあ0ます。 


あなたび録画'録音したちのは、個人として楽しむな 
どのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使用でさ 
ませんのでご注意くださし、。 


1その他 
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各部の名前 


本機前面のランプ 



ランプの点 I 灯 • 点滅について 


ま電源 r 切 Jots 

〇 図 0 

〇 の 

〇 1 0» 

電源び入つているとを 

〇 図© 〇 む 

-0-1 0» 

緑点口 

ミ 肖画中 （が 47 ベー 

ジ） 


ソフトウ:！:アの書を巧え中 (@14 ぺ一 

ジ） 


-か 図© 

〇 (!) 

ん1 ©• 

- i - 図め 

ぶの 

〇 

1 ©• 

緑点灯 


緑点 丹 

オレンジ点滅 

ホ点灯 



電源スタンバイ中/ 

PC パワーマネジメント中 (承 47 ぺージ） 

自己診曲表示 (が 62 ぺージ） 



〇 図 0 

- 今' の 

〇 1 の • 

〇 図め 

冷-む 

〇 1 

1 ©• 


赤点阿 



赤点減 



主電源「切」！;^がのとをは、上記に加えて、次のランプわ点口します。 




ス y - プタイマー/オンタイマー巧動中 (が 49 ぺージ） 

録画モ約待機中 




ただし、消画中は緑色に点打しまず。 






ん 図 0 

〇 の 

〇 1 0» 

〇 図め 

〇 む 

-0-1 

1 め • 

オレンジ点灯 





オレンジ点口 


モ約した録画/ムーブの実行中 

〇図の 〇 (!) -0-1 01 

ホ点丹 


ごミ主意 


リモコン受光部/明るさセンサーの前には物を置かないでください。 


巧のぺージにつヴ <-► 
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リモコンと本体のボタン 


リモコン 



本体 



ホ1の付いたボタン(チャンネル+ボタン、音声切換ボタン、再生ボタン、数字ボタンの「5」）の上には、凸点(突起)び付い 
ています。操作の目印として、お使いください。 

か2ホームメニュー表示中は***•►として働さます。 

み3ホームニュー表示中のみ、決定ボタンとして働さます。 


% 





















































































田入力切換(が61ぺージ） 

回録画(が20ぺージ） 

图画面表示 

チャンネルや番組情報、時計などの表示/非 
表示を切り換えます。 



囲音声切換 

副音声や第2音声(デジタル放送のみ)びあると 
さに切り換えます。 


ちよつと一; 


チャンネルを切0換えたとさは、第1音声に切り換 
わ D ます。 

固字幕 

字幕の入/切や言語を切り換えます。 



• 字幕なちの取得には、時間びかかることびあ0ます。 
• 字幕ボタンを巧ずと、番組に字幕びあるかど5か 
に関わ5ず、[日本語]または[英語]、脚]に切り 
換わります。巧に字幕のある番組び放送されたと 
さに切0換えた字幕び表示されまず。 

• 字幕なちとはデジタル放送の映画やドラマなどの 
字幕のことでず。 

图見る（が20、29ぺージ） 

团番組表/予約(が17、20、21、23ぺ一 
ジ） 

圓戻る 

1つ前の画面に戻ります。 

图ホーム（が32ぺージ） 

画放送切換用ボタン(地上デジタル、 BS 、 
CS ) (が16ぺージ） 

回数字 

チヤンネルを切り換えたり（が16ページ)、数 
字を入力します。 


圃音量+/_ 

音量を調節します。 

画消音 

消音になります。 

圆電源スイッチ 

電源を入/スタンバイします。 

画再生操作用ボタン(が29ぺージ） 

圃カラーボタン(青、ホ、緑、黄） 

(が19ぺージ） 

回削除(が31ぺージ） 

画一一決定 

♦♦♦■►でホームメニューなどの項目を選んだり、 
カーソルの 移動をします。 

ま定で選んだ項目をミ夫定します。 

画オプション（が16ぺージ） 

國連動データがが19ぺージ） 

國チヤンネル +/— (が16ぺージ） 

國10キー(が16ぺ_ジ） 

國電源スイッチ 

を電源を入/切します。 


巧のぺージにつヴ <-► 
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接続端子 
本機後面 



B その他 
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田 B - CAS 力ード挿入□(が12ぺージ） 

付属の B - CAS カードを挿入します。 

回 HDMI 1、 2、3入力端モ(が54ぺージ) 

DVD プレーヤーや AV アンスパソコンの 
HDMI 出力端子につなざます。デジタ j レ映像- 
音声信号を入力します。 

対応している映像信号:5251(4801)、 525 p 
(480 p)s 75雌 (720 p )、 11251(10801)、 
1125 p (1080 p)s 1125(1080)/24 p 
対応している音声信号： U ニア PCM 
32/44.1/48 … Z 
アナ□グ音青入力端モ 

HDMI 3 入力のアナ□グ音声は、 PC 入力の音声 
入力端テと兼用しています。 DVI 端テ搭載機器 
のアナログ音声出力端子につなざます。 

• DVI 端子搭載機器と接続する場合は、 HDMI3 入力 
に接続し、 PC 入力の音声入力端テに音青ケーブル 
を接続して<ださい。 PC 入力の RGB 入力端子に 
ケーブルび接続されていない場合のみ、 DVI 端子 
搭載機器の音青び出力されます。 

• DVI 端子搭載機器と接続する場合は、 DVI-HDMI 変 
換用のケープルをご使用<ださい。 

• HDMI および DVI 端子搭載機器と接続できますび、 
一部の機器では映像や音声び出ないなど正南に動 
作しない場合びあります。 

固ビデオ2入力端子(映像/音声） 

(ビデオ ID -1 システム） 

テレビゲーム やビデオカメラ レコーダー など 
のビデオ出力端モにつなざます。 

囲へッドホン端子 

へッドホンをつなざます。 


固 PC 入力端子 (RGB/ 音声） （が 57 ぺ一 
ジ） 

RGB 入力端モ 

別売りの Mini D-Sub15- Mini D-Subl 5 ディ 
スプレイケーブル(アナ□グ RGB) を使って、 
パソコンの D-SUB 出力端子につなざます。 
Macintosh コンピューターにつなぐときは、 
必要に応じて市販のアダプターをお使い < だ 
さい。 

音青入力端モ 

別売0の音声ケーブル(ステレオ5ニプラグ： 
巧抗なし）を使って、パソコンの音声出力端子 
につなざます。 

HDMI3 入力の音声入力端テを兼用しています。 

图 UHF アンテナ入力端子 (が 13 ぺージ） 

VHF/UHF 用同軸アンテナ接続ケーブルやケー 
ブルテレビのケーブルをつなざます。 

团 BS/11 OSes IF 入力端子 (が 13 ぺ一 
ジ） 

衛星アンテナからの同軸ケーブルをつなざま 
す。衛星アンテナ用の電源を供給するため、 
DC15V の直流電圧び出ています。 

VHF/UHF 用のアンテナ接続ケーブルは絶対につなび 
ないで < ださし、。 

固コンポーネント入力端テの 4 映像/ 
音声) (が 54 ぺージ） 

D 4 映像入力端モ 

デジタル CS チューナーや録画機器などの D 映 
像出力端子につなざます。 

音青入力端モ 

デジタル CS チューナーや録画機器などの音声 
出力端モにつなざます。 


巧のぺ—ジにつヴぐ- ► 
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回ビデオ1入力端子(映像/音声)（ビデ 
才 ID -1 システム）（が54ぺージ） 

録画機器やレーヴーディスクプレーヤー、 

DVD プレーヤーなどの再生機器、およびデジ 
タル CS チューナーなどのビデオ出力端子につ 
なざます。 

画音声出力 (5 kD ) 個思端子(が56ぺ一 
ジ） 

オーディオ機器の音声入力端テにつなざます。 
選んでいるチャンネルや入力の音声び出力さ 
れます。 

回光デジタル音声出力端子(が56ぺ一 
ジ） 

AV アンプや ホームシアター 機器などの、光デ 
ジタル音声入力端テにつなざます。 

デジタル放送のデジタル音声び出力されます。 
また、アナ□グ録画機器などからのアナ□グ 
音声などは PCM 音声 (2 ch ) のデジタル信号に 
変換して出力されます。 

Super Audio CD や DVD - Audio を再生する場 
合、本機と再生する機器を HDMI ケーフルでつ 
ないでいるとをは、本機の光デジタル音声出 
力端テからは、音声は出力されない場合びあ 
D ます。 

圆 LAN (10/100) 端子(が58ぺージ） 

月 IJ 売 D の LAN ケーブルを使って、モデムやルー 
夕一につなざます。 

圆 USB 端子 （ HDD 録画）（が55ぺージ） 

USB ケースレ(機器の付属品など)を使って、外 
付け HDD につなざます。 


B その他 
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暗罰番号設定 . 48 

アンテナサービス . 42 
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一時停止 . 29 

色あい . 35 

色温度 . 35 

色温度調整 . 36 
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衛星アンテナ . 13 
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テレビ^ H DM I 機器電源連動 ......... 53 


テレビスピーカー出力 . 41 

電源コード . 14 

伝送チャンネル . 42 

同時録画再生 . 30 

独立データ . 19 


な行 


日時指定予約 . 23 

曰時指定録画予約 . 23 

日本語/英語 . 50 

入力切換 . 61 

ネットワーク設定 . 51 

年間消費電力量 . 79 

ノイズ U ダクシヨン . 35 

ノ ー7 ル . 37、39 
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パソコン . 57、61 

バックライト . 34 

パネル觸像度 . 79 

バランス . 40 

番組情報 . 29 

番組説明 . 18 

番組説明画面 . 25 

番組追跡録画 . 26、46 

番組表 . 17、21 

番組表から録画予約 . 21 

ピーク . 42 

ビープ音 . 42 

光音声出力 . 41 

光ファイバー回線 . 58 

ピクチャー . 34 

ピッチ . 38 

表示領域 . 38 

フエーズ . 38 

付属 □□. 9 

+ /— 選局 . 43、44 

プリセット登録 .43. 44 

つん . 37 

フル1 . 39 

フル2 . 39 

フ□アスタンド . 77 

プ□キシサーバー . 51 

プ□キシサーバー使用 . 51 

プ□キシ設定 . 51 


プ□テクト . 31 

へッドホン端子 . 99 

ポート （1 〜 65535). 51 

ボード ( CS デジタル） . 33 

イ呆証書 . 104 

本機か5の;ール . 33 

本体 HDD 初期化 . 50 


ま行 


毎回録画 . 22、23 

前/な . 29 

ムーブ . 30 

無操作電源オフ . 47 

メ レ . 33 

モーシヨンフ □— . 39 

文字 スーパー . 50 


や行 


有効画面サイズ . 79 

優先順位 . 25 

予約削除 . 25 

予約 U スト . 24、29 


5巧 


ライブ カラー . 36 

ラジオ放送 . 19 

ランプ . 95 

リモコン . 96 

連動データ . 19 

録画 . 20、21、23、28 

録画巧能時間 . 22 

録画先 . 22 

録画時間 . 46 

録画制限 . 94 

録画予約 . 2]、23 

録画予約画面 . 22、23 


ね行 


ワイド切換 . 37、39 

つイド ズーム . 37 


数を•アルファベット順 


数字 


3おチャンネル番号 . 42 

4:3映像 . 38 


アルフアベッ 


ADSL . 58 

AV アンプ . 56 

B - CAS 力ード . 12 

BS デジタル . 16 

CS デジタル . 16 

DNS サーバー（セカンダ U ). 51 

DNS サーバー(プライマ U ). 51 

D 映像 . 54 

HDD 情報 . 29 

HDMI . 54 

HDMI 機器一覧 . 53 

HDMI 機器制御 . 53 

HDMI 機器^テレビ電源連動 .......... 53 

IP アドレス . 51 

IP アドレス取得方法 . 51 

LAN ケーブル . 58 

MAC アドレス . 51 

MPEG ノイズリダクション . 35 

PC 入力 . 61 

PC パワーマネジ>< ント . 47 

UHF アンテナ . 13 
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保証書と アフター 
I サービス 

本機は曰本国内専用です。電源電圧や放送規格 
の異なる海外ではお使いになれません。 

保証書について 

• この製品は保証書び添付されていますので、お買い上 
ばの隙、お買い上げの店からお受け取0ください。 
•所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大 
切に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間でず。 

ただし、液晶パネルは2年間です。 

. 本機のメモ U —に保をされたデータは、保証の対象が 
です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

「困ったとさは」の項を参考にして、故障かどラかをお調 
ベくださし、。 

それでも具合び悪いときは ソニー ご相談窓口へ 

• 裏表紙にあるソニーご相談窓口へお問い合わせくださ 
い。 

• BS デジタル、110度 CS デジタルの放送局との受信契約 
や番組に関しては、ご覧になりたい放送局のカスタマー 
センターや衛星サービス舎社、 B-CAS カスタマーセン 
ター情話番号0570 -000-250) にお問い合わせください。 
• デジタル放送全般については(社)デジタル放送推進協 
尝 ( Dpa ) のホームページをご覧ください。 
http :// www . dpa . or.ip 

• 地上デジタルの受1言相談については、総務省地上デジ 
タルテレビジョン放送受信相談センターにお問いをわ 
せ < ださし、。 

電話番号0570 -07-01 01 

(平日9:00〜21:日日、±•日•祝日9:日日〜 18:00) 

部品の交換について 

この製品は、修理の隙に交撰した部品を再生、再利巧す 
る場合びあります。その際、交換した部品は回収させて 
いただをます。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただをます。 
詳しくは、保証書をご覧ください。 

何5かの原因でコンテンツび外部メディアやが部記録機 
器（"メモ U —スティック"、デジタルレコーディング八一 
ドディスクドライブなど）に記録でをなかった場合や、が 
部メディア•外部記録機器に記録されたコンテンツび破損 
または削除された場合など、いかなる場合においてちコ 
ンテンツの補償およびそれに付随ずるあらゆる損害につ 
いて、当社は一切責任を負いかねます。あ5かじめご了 
承 < ださし、。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望によ0有 
料で修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社では、カラーテレビの補修用性能部品(製品の機能を 
維持ずるために必要な部品)を、製造打ち切り後8年間保 
有していまず。 

ご相談になるときは次のことをお知5せください。 

型ち： KDL -40 EX 52 H 
KDL -32 EX 42 H 
KDL -22 EX 42 H 
故障の状態:でをるだけ詳しく 
購入年月日： 

本機のシ U アルナンノ '：：- および定格は、本機後面に記載 
されています。 

お買い上げ店 
TEL 

This television is designed ror use in」apan only and 
cannot be used in any other country. 


r 接続ガイド j ホームページ 

本機の接続などに関する情報を、政下のホームページ 
でち確認でをます。 

http://www.sony.jp/support/connect/guide/ 

index.html 

「 Q & A 」 ホームぺージ 

お客様か 5 よくあるお問い合わせと解決法に関ずる情 
報を、政下のホームページで確認でをまず。 
http://www.sony.co.jp/raq/bravia/ 

本機を壁にかけて使巧する場合の設置方法はこの取扱説 
明書に記載されています。別冊の取扱説明書 r 本機を壁に 
かけて使ラ」は付属していません。 


ぶ < あるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活用 <ださい。 

http://www.sony.co.jp/support 


巧い方巧設•如 

■ 修巧巧試な □ 

フリーダイヤル 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

0120 -222-330 

携帯電話 . PHS . —部の IP 電話 

携帯電話 PHS —部の IP 電話 

046色-31-吕511 

0466 -31-2531 


※ 取扱説日月書’リモコン等の購入柏該は 


こち 6 へお問い合わはくだごい。 


FAX 惧ほ）0120 -333-389 


上記番号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 

に ooj + r#j 

ち 巧してください。直接、担当窓□へおつなぎしまず。 


ソニー株式会社 干1 08-007 已索を都港区港南1 -7- 1 


哲 2011 Sony し orporation Printed in し hina 















